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第一章　デートの誘いはお菓子のあとに








　甘い香りが、龍りゆう斗との部屋を満たしていた。

　ついお腹なかが鳴ってしまいそうな、食欲をそそる芳香。だが……それなのに、どうしてこんなにも、空気はピリピリしているのか。

（……って、そんなこと、考えるまでもないんだけど）

　テーブルに座った龍斗は、キッチンに立つ二人の少女に、不安げな眼まな差ざしを向けた。

　少女達が身につけるのは、フリルのついたひらひらエプロン。手に持つのは、計量スプーンや泡立て器といった、調理器具。

「アイリスさん、勝手に私のハンドミキサーを使わないでください。お互いのお菓子作りには一切干渉しないって、さっき決めたばかりですよ」

「ユキはリュートのキッチンを借りているのですから、これでおあいこです」

「アイリスさんだって、毎日私のキッチンを使って、料理の勉強をしてるじゃないですか。だったら、その貸しも返してください」

「いいですよ、それくらい。私が差し出せるものなら、快くユキに協力します」

「じゃあ、一日だけでいいので、石いし馬ま先輩ください」

「絶対駄目ですっ！」

　二人の少女が、ばちばちと火花を散らす。

「そもそも、リュートは私のものじゃありません！　私とリュートは、互いに守り合う騎士の関係であって、それ以上でも以下でもないんですから！」

　そう言って、少女──アイリス・アイネイアスは、頬ほおをうっすらと桜色に染めた。

　煌きらびやかな金色の髪。見み惚とれてしまいそうな、宝石を彷ほう彿ふつとさせる瞳ひとみ。

　プロポーションは惚ほれ惚ぼれするほど魅力的であり、肌は白く透き通っている。

　その容姿は、神秘的だと思わせるほど可か憐れんだった。

「……ふーん。それ以上でも以下でもない、ですか」

　もう一人の少女はそう呟つぶやき、意味ありげな視線をアイリスに送った。

　粟あわ色のショートヘアに、花形の髪飾り。

　体つきは百ゆ合りの花を思わせるほど華きや奢しやで、抱けば折れてしまいそう。

　指も細くたおやかで、見ている人間に繊細な印象を抱かせる。

　龍りゆう斗との後輩……村むら枝えだ由ゆ紀きであった。

「それじゃあ、石いし馬ま先輩と一つ屋根の下で暮らしているのも、互いに守り合う騎士の関係だからですか？」

「当然です。いつでもリュートを護衛できるように、私が傍そばにいなければなりませんから」













「じゃあ、こうして石いし馬ま先輩のためにお菓子を作っているのも、ですか？」

「っ！　そ、それは……！」

　アイリスがあたふたと、手にしたハンドミキサーを落としそうになる。

　そう、龍りゆう斗との部屋に甘い香りが漂うのも、二人の少女が狭いキッチンで肩を並べているのも……全すべては、アイリスと由ゆ紀きが龍斗のために、お菓子を作っているからだった。

　きっかけは、由紀が龍斗に、手作りのお菓子を振る舞うと言い出したからである。

　何でも、由紀は最近覚えたお菓子を試食して欲しかったらしいが……恐らく、それだけではないだろう。

　と言うのも、『六剱むつるぎの剣客』の一件以来、由紀がこれでもかというほど、龍斗にアプローチをしてくるからである。今回のお菓子作りだって、その一つに違いない。それでも、由紀の告白を先延ばしにした負い目もあって、龍斗は由紀の提案を快諾した。

　快諾した、のだが……何な故ぜか、その話を聞いたアイリスまで、お菓子を作ると言いだしたのだ。心なしか、子どものようにムキになりながら。

「どうして、アイリスさんは石馬先輩のためにお菓子を作ってるんですか？　もしかして、アイリスさんの世界では、友情の証あかしに騎士同士がお菓子を作るっていう、メルヘンな風習でもあるんですか？」

「……リュ、リュートは私を守るための騎士になると言ってくれました！　ならば、いつでも戦えるために栄養管理はしなければなりません！　これも、騎士の先輩である私の務めです！」

「でもさ、俺の栄養管理のためでも、アイリスがお菓子を作る理由にはならないだろ。純粋に糖分が増えて、逆に体に悪いと思うけど」

　龍斗の言葉に、アイリスは自信ありげに胸に手を当てた。

「大丈夫です。この前読書をした時、砂糖を中和する薬品の存在を知りましたから」

「へえ、そんなのあるのか」

「はい。青酸カリです」

「はは、珍しいな、アイリスがそんなジョークを言うなんて」

「私も、初めはジョークだと思いました。まさか、青酸カリに砂糖を中和する効果があるとは……」

「って、本気だったのかよ!?」

「ええ。何でも、かのラスプーチンは体内に残った青酸カリを消すためにケーキを食べたらしいですから」

「それは毒を消すためにケーキを食ったんだろ！　砂糖を消すために毒が入ったお菓子を食べるとか、リスクリターン合ってないからな!?」

「……確かに、お菓子に青酸カリを入れるのは間違っているかもしれません。直接摂取した方が、より少ない量で、確実に砂糖を消すことが──」

「そういう意味じゃないっ！　頼むから一回青酸カリから離れてくれ！」

「……というより、アイリスさん本当にそんな危ないもの持ってるんですか？」

　由ゆ紀きの訝いぶかしげな視線に応こたえるように、アイリスは微笑ほほえんだ。

「勿もち論ろん、冗談ですよ。私だって青酸カリが猛毒なことくらい知ってます。リュートにそんなもの、食べさせるわけないじゃないですか」

「……やっぱり、ジョークなんじゃないか」

　はあ、と龍りゆう斗とはため息をつく。

　気づけば、何な故ぜアイリスが龍斗のためにお菓子を作るのか、という話題はうやむやになってしまった。もしかしたら、さっきのアイリスの冗談は、龍斗の疑問を逸そらすために、あらかじめ用意していたのかもしれない。

　とにかく、アイリスが何故、龍斗のためにお菓子を作るのかは分からないが……アイリスと由紀はお菓子を作るため、龍斗の部屋のキッチンを借りているのである。

　龍斗から見れば、それはそれで賑にぎやかで良い。しかし、

「待ってください、ユキ！　そのオーブンレンジは既に私が予熱しておいたのです！　私が生地を作っている間に奪うなんて、卑ひ怯きようですよ！」

「奪うなんて人聞きの悪いことは言わないでください！　オーブンレンジは一つしかないんですから、有効的に使うのは当然です！」

　……こうもアイリスと由紀が互いに対抗心を燃やしていると、いつか喧けん嘩かに発展するのではないかと、ひやひやするのだ。

（俺はみんなで仲良く、お茶会をするだけで良かったんだけどな……）




「さあ、出来ましたよ、石いし馬ま先輩」

　しばらくして、先にお菓子を完成させたのは由紀だった。

　龍斗は、由紀がテーブルに置いた食器に目を向ける。

「おおっ……！」

　由紀が作ったのは、フレッシュフルーツタルトであった。

　パイほどの大きさのタルト生地はキツネ色にこんがり焼けており、その上には苺いちごやバナナ、ブルーベリーといった色とりどりの果物が敷き詰められている。見た目の出来栄えは、ケーキ屋で売られているものと比べても遜そん色しよくない。

「もう一度、このお菓子対決のルールを確認しますよ。私とアイリスさんのお菓子を石馬先輩が食べて、よりおいしいと思ったお菓子を作った人が勝者です」

「ああ、分かってる。確かに、そういう話だったな」

　アイリスがお菓子作りに参加したことにより、いつの間にかお茶会は、お菓子対決に変わっていた。料理の師弟関係だけに、互いに競争心が芽生えたのだろう。

　そして、と由ゆ紀きが言葉を続ける。

「勝者は、石いし馬ま先輩からぎゅ～っとハグされる権利を得る。これも、いいですね？」

「あー……」

　龍りゆう斗とは苦い顔を浮かべる。その条件も、由紀から聞かされてはいたが……。

「……なあ、それどうしてもやらなきゃ駄目か？　正直、すごく恥ずかしいんだけど」

「勿もち論ろんです。何かしらの特典があった方が、やる気が出ますから」

「いや、でもさ……」

「私は、石馬先輩に抱きしめて欲しいんです。……お願いします」

　はやる動どう悸きに、龍斗の目が泳ぐ。そんな真まっ直すぐな言葉をぶつけられたら、何も言えない。

「それでは、早速石馬先輩に、私のタルトを食べてもらいます」

「まだエミリが来てないけど、いいのか？　あいつもアイリスと由紀のお菓子、楽しみにしてたみたいだけど」

　エミリは審査には参加しないが、二人の作ったお菓子を食べに来ると言っていた。

　しかし、約束の時間が過ぎてもエミリから連絡はない。何か、緊急の用事でも入ったのだろうか。

「石馬先輩には、出来たてを食べて欲しいんです。エミリさんのタルトは、ちゃんと残しておきますから」

　由紀は、小皿にタルトを切り分けた後、

「ですが……その前に、一つだけお願いがあります」

「お願い？」

「はい。……私が、石馬先輩の口に運んだタルトを、食べてもらいたいんです」

「……えっ？」

　がんっ、と。由紀の背後で鈍い音が鳴った。

　見ると、アイリスは硬直し、手にしたハンドミキサーを床に落としていた。

　アイリスは、口元を引きつらせながら、由紀を振り返る。

「……ユキ？　それは、ひょっとして……」

「石馬先輩に、私のあーん、で食べてもらいたいということです」

「だだだ、ダメです！　絶対、ダメ───！」

　アイリスは顔を真っ赤にし、大声をあげた。

「ずるいですよ！　これはお菓子対決なんですから、純粋にお菓子の味だけで勝負するべきです！」

「確かに、アイリスさんの言う通りです。だからこそ、どんな方法で食べてもらっても、問題ないのではありませんか？」

「し、しかしっ！　その、あーん、という行為は、恋人同士の間にのみ許された特権ではないですか！　そんなの、絶対に認められません！」

「いや、別に恋人同士の特権、って訳じゃないんだが……」

　冷静に、龍りゆう斗とがツッコむ。龍斗も由ゆ紀きの言葉に驚きはしたが、アイリスが予想外に動揺したため、思ったより落ち着いているのだ。

「でも、アイリスの言う通りだぞ。お菓子の味だけを審査するなら、普通に食べても問題ないだろ」

　恐らくこれは、龍斗にタルトを食べさせることで、印象を良くしようという由紀の作戦だろう。ルール違反ではないが、別にしなければならないことではない。

「確かに、私が石いし馬ま先輩に食べさせても、味には全く関係ありません。でも、私は石馬先輩に食べてもらいたいんです。あーん、って」

　由紀のつぶらな瞳ひとみに見つめられ、龍斗は照れ隠しのように視線を逸そらす。

「石馬先輩は、私に食べさせてもらうのは、嫌ですか？」

「……そりゃ、嫌じゃないよ。そういうシチュエーションに憧あこがれてないって言ったら、嘘うそになるし」

「リュ、リュートっ!?」

「……じゃあ、石馬先輩」

　由紀がタルトを食べやすいサイズに分け、フォークで刺し龍斗に差し出す。

　龍斗は、真剣な顔をする由紀と、タルトを交互に見て……ぱくりと、タルトを口にした。

　ほどよく柔らかい生地の食感。舌触りの良いカスタードクリームのなめらかな甘みと、苺いちごやバナナといった果物独特の甘さが、互いの味を殺さず調和している。

　流石さすが由紀、といったところか。ため息が零こぼれそうなほど、美味だった。

「……どうですか、石馬先輩？」

　龍斗の答えを待ちかねたように、由紀が尋ねる。

「月並みな言葉だけど、すごくおいしいよ。これだったら、どこかの店で買ってきたって言われても、信じそうだ」

「本当ですか？　……そう言ってもらえると、嬉うれしいです」

　由紀がほっと息をつき、微笑ほほえんだ。

「まだまだタルトはたくさんありますからね。はい、あーん」

「お、おう」

　顔が熱くなるのを感じながら、龍斗は口を開く。

　その時、ちらっとだけ龍斗の視界に、「ぐぬぬ……」とでも言いたげなアイリスが映った。




　龍りゆう斗とは存分にタルトを味わい、気がつけば完食していた。

　残るは、アイリスのお菓子のみ。

「さあっ、出来ましたよ！」

　意気込みながら、アイリスはお菓子を乗せた食器をテーブルに置いた。

　食器の上には、クリーム色をした大小さまざまな、いくつもの焼き菓子が並んでいる。

「これは……クッキーか」

　大きさは、手のひらにちょこんと乗るくらい。中にはでこぼこした形のものもあり、見栄えが良いとは言えないが、手作り感が伝わってきて好感が持てる。

　龍斗が、クッキーに手を伸ばすと、

「待ってください」

　アイリスが、龍斗を制止した。そして、ぱくりと、クッキーを口にくわえる。

「……？」

　何な故ぜ、アイリスが先にクッキーを食べるのか。ひょっとして、味見なのだろうか。

　しかし、どうやら違うようだ。アイリスはクッキーを食べようとせず、口にくわえたまま、龍斗に差し出すように前に顔を出し──

　そこで、龍斗は雷に打たれたように、固まった。

「……アイリス、もしかして」

　龍斗は額に流れる冷たい汗も拭ぬぐわず、アイリスがくわえたクッキーを指さす。

「……食べろって言うのか？　俺が、そのクッキーを」

　アイリスは、こくん、と頷うなずいた。

　龍斗は、アイリスが口にしたクッキーを見つめる。そのクッキーは数あるクッキーの中でも小さい方で、半分以上の面積がアイリスの唇くちびるに隠れている。

　つまり、アイリスがくわえたクッキーを食べれば──確実に、アイリスの唇と重なる。

「んなこと出来るかああああああ！」

　立ち上がりながら、龍斗は絶叫する。

「超えちゃいけないラインってもんがあるだろ！　大体、抱きしめるよりずっとハードル高いぞ、それ！」

「そうですよ、アイリスさん！　いくらなんでもそれは……！」

　アイリスは、クッキーを口から離す。

「……どんな方法で食べてもらっても問題ないと言ったのは、ユキではないですか？　だったら、私が口渡しでリュートに食べてもらっても、何も問題ないはずです」

「で、でもっ……！」

「私も、先程のユキの行動は認めました。ならば、私が如い何かなる手段を使っても、ユキは認めるべきだと思いますが？」

「……っ」

　アイリスに言い負かされ、由ゆ紀きは渋々引き下がる。

「で、でも、分かってるのか？　俺がそのクッキーを食べたら……」

「……それは、不可抗力というものではありませんか？　龍りゆう斗とがクッキーを食べたら、たまたま、私の唇くちびるに当たった。それだけのことです」

　……唇が唇に当たることを、それだけのことと片付けるのは、かなり問題があると思うが。

「私のことは、お気になさらず。覚悟は出来ています。……それに」

　アイリスが、薄く頬ほおを染めながら、

「わ、私だって、恥ずかしいんです。……私のことを思うなら、受け取ってください」

　そう言った直後、慌あわてたようにクッキーをくわえ、龍斗に差し出すように顔を前に出す。

　由紀は、アイリスを止めない。不安そうに、成り行きを見守っている。

「や、止やめとけ。そういうのは、もっと大切な人にするもんだ」

　だが、アイリスは止める素振りを見せない。ゆっくりと、しかし着実に、龍斗の唇へと近づいていく。

　アイリスの儚はかなげに揺れる瞳ひとみに、淡い桜色の唇に、目を離すことが出来ない。

　次第に、龍斗の動どう悸きは激しくなっていき……ほんの一瞬だけ、アイリスの唇の柔らかさを、想像してしまった。

「……よ、止よせ、アイリス……！」

　しかし、龍斗はその場から、動こうとしない。……いや、動くことが出来ない。

　頬を染めたアイリスの表情が、あまりに魅力的で──

（……やっぱり、こんなの駄目だ）

　好きでもない男に口づけをさせるなんて、アイリスが可哀かわい想そうすぎる。

　そう、龍斗がアイリスを止めようとした時、

「……っ！」

　不意に聞こえた扉の開く音に、びくりと、その場にいた全員の体が跳ねた。

　龍斗が玄関を振り返ると、そこにいたのは、一人の少女。

　日本人離れした、鮮麗な髪の色。左右に束ねたツインテール。……龍斗とアイリスを前に立ち尽くす、エミリだった。

　エミリの口元はひくひくと動いており、二人に声をかけようともしない。

　凍りつく空気。気まずい沈黙。

　数秒のち──先に動いたのは、エミリだった。

「エミリ……！」

　龍斗はあらゆる弁解の言葉を考えながら、立ち上がり、

「せめて何か言ってくれ！」

　無言で部屋を出ていこうとするエミリに、哀願じみた声をかけるのだった。




「……つまり、お菓子対決に勝つために、龍りゆう斗との好感度を上げようとアイリスがクッキーを口渡ししようとした時に、私が来たってこと？」

「……その通りです」

　エミリは、しょぼんとするアイリスを横目に、優雅な手つきで紅茶を飲む。

「私の純粋な感想だから、傷ついたらごめんなさい。ものすごくバカでしょ、あなた」

「……はい」

　しゅん、とアイリスは身を縮こませる。

　エミリはクッキーを口の中に入れると、意外そうに頬ほおに手を当てた。

「それに、そんなセコいことしなくても十分おいしいわよ、このクッキー」

　エミリにつられたように、由ゆ紀きもクッキーを一口齧かじる。

「あっ……本当ですね。しっとりと甘くて、サクサクとした食感が心地良いです」

「そ、そうですか？　……そう言ってくれると、嬉うれしいです」

　アイリスは、安心したように笑みを零こぼす。

　龍斗もアイリスのクッキーが楽しみなのだが、食べれば審査が再開しそうな気がして手を伸ばすことが出来ない。後でこっそり食べて、アイリスに感想を言うつもりだった。

「でも、何でアイリスはあんなことをしてまで、由紀に勝とうとしたんだ？　別に負けたって、アイリスが損する訳じゃないだろ」

「そ、それは……！」

　アイリスが顔を赤くしながら俯うつむき、小さく何か呟つぶやいた。

　アイリスの言葉が聞き取れず、龍斗は一層深く首を傾かしげる。……だが、確信はないが、龍斗にはアイリスが、こう言ったような気がした。

　──ユキを抱きしめるリュートを、見たくなかったんです。

「そ、そんなことよりですっ！　エミリは、どうして遅れてきたんですか？」

「そういえば、言い忘れてたわね。電話をしてて遅れちゃったの。ごめんなさい」

「……電話？」

「ええ。桜さくらヶが丘おか図書館の司書にね」

　桜ヶ丘図書館。〈幻想戯曲〉の管理、回収を目的とする、日本の幻想図書館だ。

「私も早くアイリスと由紀のお菓子を食べたかったんだけど、どうしても電話が長くなっちゃったの。……なんせ、ディケンズについて話してたから」

　龍斗達の間に、緊張が走る。

　ディケンズ──ウォレス図書館から数冊の〈幻想戯曲〉を強奪し、龍斗が偶然契約した『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を回収しようとする、契約者の名前だ。

「最近、桜さくらヶが丘おか図書館の人員に余裕が出来てね、ようやく以前から考えてた作戦が出来そうなの。それで、お茶会のついでに、龍りゆう斗ととアイリスに話すつもりだったってわけ」

「あ、あのー」

　おずおずと、由ゆ紀きが手を上げた。

「もしかして、私がいると、お邪魔ですか？」

　由紀は契約者でも何でもない、普通の女子高生だ。エミリに気を遣つかったのだろう。

「そんなことないわよ。由紀は〈幻想戯曲〉について大体知ってるし、聞かれて本当に困ることは適当にぼかすから。それに、今回は悪いニュースじゃないから、由紀も安心すると思うしね」

　エミリは、こほん、と咳せき払ばらいをする。

「まず、現時点での状況だけど……ディケンズは、龍斗を襲うことを躊躇ためらっている、っていうのが私と桜ヶ丘図書館の判断よ」

「俺を襲うことを躊躇っている？　確かに、ここのところ契約者に襲われることはなかったけど、何か根拠があるのか？」

「『六剱むつるぎの剣客』が奪われてからもう三週間経たってるけど、桜ヶ丘に刻印を持った契約者が現れてないの。それまでは、定期的に桜ヶ丘図書館から契約者が現れたって報告を受けていたのに、よ」

　龍斗が眉まゆ根ねを寄せた。実際に、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を契約してから一週間の間、桜ヶ丘図書館は数人の契約者を捕らえていた。それなのに、三週間も経って、契約者を一人も確認出来ていない？

「それって、ディケンズが『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を諦あきらめたとか、そんな理由じゃないんだろ？」

「だったら良かったんだけどね、きっと違うわ。多分、ディケンズは手持ちの〈幻想戯曲〉が少なくなってきたから、慎重になってるのよ」

　エミリは胸の前で、数を示すように、両手を開く。

「今まで、ディケンズが持ってる〈幻想戯曲〉の正確な数は分からなかったの。でも、最近になってようやく、盗まれた〈幻想戯曲〉の数が十冊以下って判明したのよ」

　龍斗が知っている刻印を持った契約者は、『オズの獣使いサモナー・オブ・オズ』の拓たく也や。『還流の三叉槍メイルストローム』の氷ひ室むろ。そして、桜ヶ丘図書館が戦闘した契約者数人。

「つまり、ディケンズが使える〈幻想戯曲〉は、多くても六冊ってこと。だから、ディケンズは無む闇やみに龍斗を襲うことはしない。今は一冊の〈幻想戯曲〉だって惜しいから。……で、問題はこの先ね」

　エミリは一層、目つきを鋭くする。

「ディケンズは『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』だって欲しがっているけど、もう一冊の〈幻想戯曲〉も欲しがっている。龍りゆう斗ととアイリスは、分かってるわよね？」

　二人は同時に頷うなずく。その中で由ゆ紀きだけが不思議そうな顔をしていた。

　龍斗達は、その〈幻想戯曲〉の存在について、由紀には話していない。その〈幻想戯曲〉は、一般人が知れば他ほかの人間までも危険に晒さらす可能性がある、禁書だからだ。

〈古典クラシカル〉──それが、その〈幻想戯曲〉の名前である。

　龍斗が知っている〈古典クラシカル〉は三つ。龍斗が契約する『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』。ディケンズが契約する『光を愛せざる者メフイスト』。そして、桜さくらヶが丘おか図書館が管理する、題名不明の〈古典クラシカル〉である。

「ディケンズは今まで、桜ヶ丘図書館の〈幻想戯曲〉よりも、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を回収することを優先していた。当然よね、数十人っていう司書がいる桜ヶ丘図書館より、へなちょこ一人から回収する方が楽だもの」

「へなちょこって……俺だってけっこう頑張ってるんだぞ？　実際、アイリス達と一緒に、何度も契約者を倒してきたしさ」

「そこよ、そこ」

　びしっ、と、エミリが龍斗を指す。

「ディケンズは、手に入れなきゃいけない二冊の〈幻想戯曲〉を、一冊も回収出来ていない。しかも、〈幻想戯曲〉を半分近く失ってる。……相当焦ってるでしょうね」

「なるほどな。ディケンズに打つ手がないなら、大分気が楽にはなるけど……このまま、放ほっとく訳にもいかないだろ？」

「当たり前よ。一刻も早く捕まえる……って言いたいとこだけど、情報が少なすぎて満足に捜査が出来ないっていうのが現状よ。そこで、龍斗とアイリスに相談があるの」

　龍斗とアイリスが身構える。ようやく、本題に入るらしい。

「龍斗とアイリスに、囮おとりになって欲しいの」

「……囮、ですか？」

　アイリスが、きょとん、と首を傾かしげる。

「それって、ディケンズをおびき寄せるためにか？　さっき、ディケンズは慎重になってるって言ったのに？」

「ディケンズを捕まえることが出来れば一番良いんだけど、まあ、それは無理でしょうね。この作戦の目的は……龍斗を監視してる契約者を見つけるためよ」

　監視者の存在は、以前から龍斗も薄々勘づいていた。

　ディケンズからすれば、龍斗は契約者に襲われることを恐れ、桜ヶ丘から離れる可能性だってある。龍斗の居場所は常に知っておきたいはずだ。実際、氷ひ室むろは、由紀が龍斗の後輩であることも、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の能力アビリテイも知っていた。

　ならば、龍斗の周りにいる人間を観察すれば……契約者が判明するかもしれない。

「もっとも、すぐに見つかるなら、作戦なんて大げさなことはしないわ。龍りゆう斗ととアイリスには、これから毎日、私達の作戦に付き合って欲しいの」

「その作戦って、周囲の人達に被害が出ないっていう保証はあるのか？」

「それなら心配いらないわ。人目も気にせず襲うくらいなら、自宅とか学校とか、今まで襲うタイミングはいつでもあったもの。契約者を見つけても、他ほかの人を巻き込まない状況で捕まえるつもりだしね」

「だったら、俺は構わない。いつまでもディケンズを野放しにしておく訳にはいかないからな。少しでもディケンズの手がかりを得る可能性があるなら、協力させてくれ」

「私も、リュートと同意見です。ディケンズを捕まえるためなら、尽力します。……それと、ユキ」

　まるで、戦地に赴くような、アイリスの真剣な表情。

「万が一戦闘になっても、私がリュートを守ります。ですから、私達が作戦に参加することを、認めてくれませんか？」

「……認めるも何も、私は決めましたから。アイリスさんのために戦う石いし馬ま先輩を、もう止めないって。だから、私のことは、心配しないでください」

　そう言って、由ゆ紀きはアイリスを安心させるように微笑ほほえんだ。

「それで、俺達が囮おとりになるって言っても、具体的に何をすればいいんだ？」

「そのことなんだけどね」

　エミリは、今日の天気でも口にするような気軽さで、さも当然のように言った。

「とりあえず、龍斗とアイリスには、デートでもしてもらおうかな、って」

　……………………。

　長い、長い沈黙が部屋に広がった。

　龍斗も、アイリスも、由紀も、エミリの言葉に固まっている。

　でえと、でえと、でえと……デート？

「ちょっと待て、何な故ぜそうなる!?」

「エミリさん、納得のいく説明をしてください！」

　龍斗と由紀が、食い入るようにエミリを見つめる。

「だって、龍斗とアイリスが人のいない場所でうろうろしてたら、契約者に作戦がばれるかもしれないでしょ？　そのために二人には街に出てもらうつもりなんだけど、そうなったらもうデートしかないでしょ」

「別にデートなんかしなくても、他にやることはあるだろ！　一緒に買い物をするとか、公園を歩くとか──」

「それって、一般的にはデートって呼ぶと思うんだけど？」

　……あれ？

　確かに、考えてみれば……そういうことに、なるのだろうか。

「ていうか、何で龍りゆう斗とがそんなに嫌がるのよ。そんなにアイリスとデートするの嫌なの？」

「い、いや、そんなんじゃない。作戦だからって無理やりデートさせるなんて、アイリスが嫌なんじゃないかって──」

　言いながら、龍斗はアイリスを見て、残りの言葉を呑のみ込んだ。

　アイリスが、ぼーっと、虚空を見つめていたからだ。しかも、さっきからずっと、

「私が、リュートと、デート……？」

　と、同じ言葉を何度も、リピートしていた。

「……アイリス？」

「は、はいっ！　何でしょうか!?」

「い、いや、アイリスは俺とデートするなんて、嫌じゃないかなって思って……」

「そ、そんな訳ないじゃないですか！　むしろ──」

　そこまで言ってアイリスは、はっと、口を噤つぐむ。

　龍斗は、アイリスの言葉を聞き、呆ぼう然ぜんとしていた。

　だって、その言い方は、まるで──

「ち、違いますっ！　そういうつもりで言ったのではありません！　だって、私達が囮おとりになるのなら、必然的にデートになってしまう訳ですよね!?　私の私情で、作戦を台無しにするなんて、あってはならないことですから！」

「あ、ああ、なるほど。そんな訳ないって、そういう意味か」

「その通りです。リュートとデートをしなければ、この作戦は成立しないのですから。いやはや、これは困りました」

　そんなことを言いながら、アイリスの頬ほおが緩ゆるんでいるように見えるのは、龍斗の気のせいだろうか。

「い、異議あり！　異議ありです！　石いし馬ま先輩とアイリスさんのどちらかが囮役になれば、デートをしなくても良いのではないでしょうか！」

「それは駄目よ、危険すぎるもの。今まで龍斗とアイリスが二人でいたから、ディケンズは襲わなかったかもしれないでしょ？　一度や二度くらいなら襲われる可能性は低いけど、何度も二人を離れ離れにしたら危ないわ」

「そうです、ユキ。諦あきらめてください。これもディケンズを捕まえるため、仕方ないことなんです」

「そう言いながらアイリスさん、にやにやしてるじゃないですか！　説得力ゼロですよ!?」

　ぎゃーぎゃーと言い争う三人を、龍斗はぼんやりと眺めていた。

　龍斗は今まで、女の子と二人きりで遊んだ経験などない。強いて言えばアイリスとショッピングセンターに行ったこともあるが、あの時は生活用品を買うだけで、遊んでいるという実感はなかった。

　ということは、つまり……龍りゆう斗とにとって、初めてのデート相手は、アイリスということになる。




　翌日、ショッピングモール入口前。

　龍斗は、そわそわと周囲に視線を動かしていた。

　アイリスの姿はない。昨日、エミリがデートの作法とプランをアイリスに教えるために、一晩アイリスを借りたいと言い出したからだ。

（作戦とか言いながら、もしかしてあいつ、この状況を楽しんでるんじゃないのか？）

　そんなことを思いながら、龍斗は腕時計を確認する。待ち合わせの時間までは、あと数十分。それでも、アイリスとデートすることを考えると、どうにも落ち着かない。

　アイリスと同居しているのだから、二人きりには慣れているはずだ。しかし、改めてデートなどと言われると、どうしてもアイリスのことを意識してしまう。

「……リュート。もしかして、待たせてしまいましたか？」

　その声に、我に返った。

　耳に心地よい、透き通るような声こわ音ね。聞き間違いなど、するはずもない。

「い、いや、そんなことないぞ。俺が勝手に早く来ただけ──うおっ！」

　思わず、身を引いた。

　腰まで伸びる、麗しいロングヘアー。可か憐れんな印象を抱く、純白のワンピース。

　そこにいるのは、龍斗の見慣れたアイリスの姿だ。……ただ一つ、不器用な笑みさえ浮かべていなければ。

　頬ほおは小刻みに動いており、顔が引きつっているようにも見える。正直言って、ちょっと怖い。

「すみません、昨夜はエミリとデートの打ち合わせをしていたため、起きるのが遅くなってしまいました。本来なら、もっと早く来るつもりでしたが……」

「……そんなことより、今日は体調でも悪いのか？　何か、無理に笑っているように見えるんだけど」

「……やはり、そうですか」

　ふう、とアイリスが息をつく。それと同時に、ぎこちない笑顔も消えた。

「アイリスには、笑顔が足りない。そうエミリに言われて、いつでも笑えるように練習したのですが……やはり、うまくいきません」

「別に、無理しなくてもいいぞ？　笑いたい時は笑えばいいし、そうじゃない時はいつも通りでいい」

「……尽力します」

　再び、アイリスがさっきより深く、溜ため息をついた。

　しかし、今日のアイリスは、何だかおかしい。さっきから龍りゆう斗とと目を合わせようとしないし、妙にそわそわしている。

「それじゃあ、まずは何ど処こに行こうか？」

「あ、あの、私から提案があるのですが……私は、映画が見たいです」

「アイリスが映画？　ちょっと意外だな。確かに、今までアイリスは劇場で映画なんて見たことないと思うけど……」

「はい。それに、エミリが助言してくれました。映画を見終わった後は感想を話せば、とりあえず会話は続く──」

「……えっ？」

　そこまで言って、アイリスが慌てて口を閉じた。

「な、何でもありません！　それよりも早く行きましょう！　楽しみですね、映画！」

　急せかすように、アイリスは先に店内に入ってしまう。

　もしかして、アイリスはデートの定番だから、映画が見たいのだろうか。デートの経験がないアイリスが、エミリの意見を参考にするのは分かるのだが……。

（……いつも通りのアイリスの方が、いいんだけどな）




「それで、アイリスは見たい映画とか決めてるのか？」

　龍斗は映画館のポスターを眺めながら、アイリスに問いかける。

「勿もち論ろん、準備は完かん璧ぺきです」

　そう言って、アイリスが指差したポスターは……

「……ファンタジー映画？」

「昨夜、勉強したんです。この映画が、最近話題になっていると」

　誇らしげに、アイリスは笑みを浮かべる。

「この映画は、制作費数百億円をかけて作られた大作で、今やどの映画館でも上映されているほど人気なんです。外国では、興行収入は一億ドルを超えていて──」

「す、すごいな。そこまで覚えてるなんて」

　ふと、アイリスの目線が下を向いていることに気づく。

　龍斗の視線の先には、背中に回された、アイリスの手。その手の中には、びっしりと文字が書き込まれたメモ帳。

　……アイリスは、思いっきりカンニングをしていた。

「それでは、早速行きましょう。必ず、リュートが満足する映画のはずです」

「お、おう」

　龍りゆう斗と達はエントランスで入場券を買うと、劇場に入り席に座る。

　しばらくすると、映画のオープニングが流れる。主人公である若者が、森の中で妖よう精せいと出会うシーン。

　その映像に、龍斗は感嘆の声をもらしそうになる。若者が身につける鎧よろいは本格的で、妖精だって美麗なＣＧで作られている。

　この映画を選んでくれたアイリスに感謝したくなるほどのクオリティ。……だが、

「……」

　アイリスは、何とも言えない微妙な顔で、スクリーンを見ていた。

（あ、あれっ？）

　まだ、アイリスの興味を引く展開ではないのだろうか。

　だが、どれだけシーンが移り変わろうが、アイリスの表情は変わらない。

「あのドラゴン、すごい迫力だよな。ＣＧだって綺き麗れいだし、まるで本物みたいだ」

　小声でアイリスに話しかけてみるが、

「えっ？　……はい、そうですね」

　返ってきたのは、素っ気ない答え。

　……まさか──

「なあ、アイリス。もしかして、なんだけどさ」

　龍斗は小声で、躊躇ためらいがちにアイリスに話しかける。

「この映画、安っぽいなー、とか思ってる？」

　ぎくり、と、アイリスの肩が跳ねた。

「い、いえ、とても満足してますよ。このポップコーンというお菓子もおいしいですし、シートも座り心地がいいですから」

　張り付いた笑みを浮かべるアイリスに、龍斗は内心で頭を垂れた。……やっぱりか。

　考えてみれば、当然だったのだ。アイリスは『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の世界で、本物の魔物を目の当たりにしてきた。それに比べたら、たとえ数百億の制作費をかけたＣＧだろうが……アイリスにとっては、子供だましに感じるのだろう。

（初めての映画なんだし、アイリスには楽しんで欲しかったんだけどな……）

　だが、龍斗の落胆は、次第に期待へと変わっていった。

　何な故ぜなら、映画自体が物語に引き込まれるほど、面白いのだ。

　映像の迫力はもちろんのこと、キャラクターの心情がよく描かれているため感情移入しやすいし、役者の演技も鬼気迫るものがある。

　これなら、アイリスが映像に満足出来なくても、気に入ってくれるかもしれない。

　龍斗は手に汗握りながら、映画を観み続け──エンドロールが、終わった。

「すごかったな、アイリス！」

　拍手をしたい衝動を抑えながら、龍りゆう斗とは立ち上がる。

「まだ続きがあるみたいだし、続編が公開されたらまた──」

　興奮冷めやらぬ、といった調子で龍斗はアイリスを見て──その顔が、凍りついた。

（まさか……）

　アイリスは俯うつむき、龍斗の言葉に気づいていない。

　すうすう、と聞こえる吐息。こっくりこっくり、と動く頭。

　疑いようなどない。アイリスは──完全に、寝入っていた。

　そういえば、アイリスは昨夜、エミリとデートの打ち合わせをしたと言っていた。……まさか、そのせいか？

「あ、アイリス……」

　龍斗の呟つぶやき声が聞こえたのか、それとも微睡まどろみだったのか。アイリスがうっすら目を開け、寝ぼけ眼でおもむろに辺りを見渡す。

「……っ！　すすす、すみません！」

　自分の状況を把握したのか、ばっと立ち上がった。

「まさか、自分で選んだ映画なのに、途中で眠ってしまうなんて……！」

「い、いや、気にするな。アイリスが寝てることに気づかなかった、俺も悪いんだし」

　とは言っても、やはりショックは隠しきれない。出来るなら、この感動をアイリスと分かち合いたかったのだが……。

「そんなことはありません、全部私が悪いんです！　こうなったら、裏技を使ってでも、もう一度映画を観み直すしか……！」

「……裏技？」

「エミリが教えてくれたんです！　映画を見終わった後、スクリーンの幕に隠れていれば、もう一度見られると──」

「だ、駄目だって！　大体、それ裏技じゃなくて、犯罪だからな!?」

　相当動揺しているのか、アイリスはとんでもないことを言い出す。

「で、では、もう一度入場して先程の映画を……！　で、ですが、考えてみれば、それでは時間がなくなってしまいます……！」

　わたわたと、狼狽うろたえるアイリス。そんなアイリスに、龍斗は困ったように頭をかいた。




　アイリスは映画での失態を取り返そうとばかりに意気込み、龍斗を次の行き先まで連れて行く。

　次の行き先……ゲームセンターにある、プリクラコーナーだ。何でも、デートならばプリクラは外せない、とエミリに教わったらしい。

　それは構わない。龍斗だって、アイリスと一緒にプリクラを撮るのは緊張するが、楽しみでもある。しかし……

「お、おい、そんなに派手にするのか？」

　龍りゆう斗とは、筐きよう体たいの外に取り付けられた画面を操作するアイリスに、話しかけた。アイリスが手にするのは、先程カンペにしていたメモ帳。

　この画面では、プリクラの背景や、カメラ写りなどの設定を選ぶことが出来る。

　その中の一つに、目の大きさを調整する項目がある。アイリスは、『かなりデカ目』という設定を選んでいた。

　先程、偶然二人組の女子高生が手にしたプリクラを見てしまったのだが……一瞬、どこぞの宇宙人かと思ってしまった。

「今は、目を大きくするプリクラが人気なんです。だったら、私達も流行の最先端を行くべきです。私達は、デートをしてるんですから」

「いや、でもデートだからって流行に乗る必要はないし、アイリスは元々目がくりっとしてるから大きくしなくてもいいと思うし、俺が目を大きくするなんて変だし──」

「さあ、準備が出来ました」

　……聞いちゃいない。

　仕方なく、龍斗はアイリスと筐体の中に入る。すると、アイリスにぐいっと、腕を引かれた。

「……？」

　そう、疑問に思ったのは一瞬。すぐに理解する。

　アイリスが、肩が触れ合いそうなほど、龍斗にすり寄っているのだ。

　一瞬で、頭が真っ白になるほど、龍斗の体が熱くなる。

「あ、アイリスっ!?　近いって、もう少し離れてくれよ！」

「が、我慢してください。これくらい近くに寄らないと、綺き麗れいに撮れないんですから」

　画面には、龍斗とアイリスがギリギリ収まっている。確かに、少しでもアイリスから離れれば、見切れてしまいそうだ。

　龍斗はアイリスから視線を逸そらすように画面に目を移すが、胸の動どう悸きまでは誤魔化せない。鼻をくすぐる甘い香りに、肌に伝わるアイリスの体温に、頭がぼーっとなる。

　龍斗は、画面に映る、強こわばった自分の顔を見ながら……気づく。

　アイリスは、龍斗と顔がくっついてしまわないように、少し前まえ屈かがみになっているのだが、そのせいで、胸元が開いてしまっているのだ。

　つまりは……アイリスのかすかな谷間が、映ってしまっている。

　透き通った、乳白色の小ぶりな胸。一瞬、龍斗は見とれるが、

「あ、アイリス！　胸！　胸っ！」

「えっ……？」

　アイリスは、自分の胸元へと視線を落とす。

　ほんの少し、硬直。すぐに、アイリスの顔はかーっと赤くなり、

「きゃあああああっ！」

　手で胸を覆い、龍りゆう斗とから隠すように背を向けた。

　──パシャリ。

「……あ」

　同時に、瞬くフラッシュ。

　龍斗が筐きよう体たいの外に出て、先程撮ったプリクラを画面で確認すると……そこに映るのは、目を閉じ胸元を押さえるアイリスと、動揺を露あらわにした龍斗の横顔。

　カメラは龍斗達の目を上う手まく認識出来なかったのか、目の大きさはいつも通りだ。

「……」

　画面を見ながら放心するアイリス。

　そんなアイリスに、龍斗は苦笑いを浮かべた。

（……まあ、目が大きくなったアイリスを見なくて済んだのは、ラッキーかな）




「……あ、安心してください！　次こそは、必ずリュートが満足する場所へ案内しますから……！」

　ベンチに座ったアイリスは、ほとんど涙目になりながらメモ帳のページをめくる。

　ゲームセンターを出た後、アイリスに引っ張られるように、龍斗は様々な店に足を運んだ。だが、例によって例のごとく、アイリスは失敗を重ねた。

　例えば、化粧品店。アイリスは試供品の香水にくしゃみが止まらず、涙目になっていた。

　次に、ＣＤショップ。まだ、流行の音楽を理解できるほど現代に馴な染じめていないらしく、アイリスはＣＤを試聴する度に首を傾かしげていた。

　最後に、カフェ。アイリスはハート型ストローで龍斗と一緒に飲みたかったらしいが、中身が炭酸だったため思いっきりむせた。

　そして、今に至り……アイリスはすっかり、意気消沈してしまったのだ。

　その時、龍斗の携帯電話が鳴った。着信は、エミリ。

「悪い、アイリス。電話だから、少し待ってて……って、聞いてないな、こりゃ」

　ぶつぶつと、何か呟つぶやきながらメモ帳を読むアイリスに、龍斗はため息をつく。

　龍斗は、その場で電話に出ると、

『……あんた、男だったらちゃんとアイリスをエスコートしなさいよ。さっきから、グダグダになってばっかりじゃない』

　開口一番、エミリは非難がましい言葉をぶつけてきた。

「仕方ないだろ。女の子とデートするのは初めてなんだから。……って、何だ。俺達のこと見てたのか？」

『当然よ、作戦だもの。もっとも、今は持ち場を離れてるけどね』

「それで、何で電話してきたんだ。デートの感想を聞くためじゃないんだろ？」

『龍りゆう斗ととアイリスに報告があるの。……もしかしたら、この作戦、私達が思った以上に早く終わるかもしれないわ』

「……？　それって、どういう──」

『今日の昼過ぎから、高校生くらいの男が、龍斗とアイリスを付け回してるのに気づかなかった？　ショッピングモールの監視カメラを拡大して、そいつをよく見てみたんだけど……首のあたりに、刻印があったの』

　背筋に、寒気が這はい上がる。動揺を押し殺しながら、周囲に目を配ろうとした時、

『でも、警戒しなくてもいいわ。そいつ、さっき電話をした後、ショッピングモールから出て行ったから』

「そうか。……でも、作戦初日に契約者を見つけるって、怪しくないか？」

　龍斗は今まで、契約者の監視に気づくことが出来なかったのだ。それほど、契約者の監視は周到だったと言える。

　それなのに、作戦とはいえたった一日で契約者を見つけるなんて、いくら何でも上う手まく行き過ぎている。

『私もそう思うわ。だから、これはディケンズが私達をおびき寄せるための罠わなかもね』

　確かに、ディケンズが意図的に知らせたと考える方が、信しん憑ぴよう性が高い。

『とにかく、その契約者は京きよう香か達が尾行してるわ。後は、その契約者の住所を突き止めて──』

「ま、待った待った。まさか、この作戦に、京香も参加してたのか？」

『あれ、言ってなかったっけ？』

「っていうか、京香がまだ幻想司書ってこと自体、初耳だ。京香はもう、『六剱むつるぎの剣客』と契約出来ないのに」

　京香はディケンズによって、『六剱の剣客』を契約破棄された過去がある。契約破棄された〈幻想戯曲〉とは、もう二度と、契約を交わせないはずだが……。

『京香が時雨しぐれとの約束を破るわけないでしょ？　今は、他ほかの〈幻想戯曲〉と契約して、次期館長候補として活動してるの』

「……そうか。そうだよな」

　京香と時雨の最後の会話を思いだし、つい頬ほおが緩ゆるむ。

『とにかく、作戦はひとまず終わりよ。だから、龍斗はもうアイリスとデートしなくてもいいんだけど……』

　電話越しに、エミリが口ごもる気配が伝わった。

　エミリの言う通り、もう作戦を続ける必要なんてないだろう。……だが、

「……なあ、もう少し、アイリスとここにいてもいいかな？」

　ちらりと、必死でメモ帳を読むアイリスを見る。

　龍りゆう斗とは、アイリスとデート出来て本当に良かったと思っていた。

　アイリスは今日、いくつも失敗をしたかもしれない。それでも、龍斗に呆あきれや苛いら立だちといった感情はない。むしろ、愛あい嬌きようがあってかわいらしい、とすら思っている。

　しかし、唯一つ、心残りなことがあった。

　今朝から一度も、アイリスの自然な笑顔を見ていないことだ。

「このまま、アイリスとのデートを終わらせたくないんだ。だから、せめて次の店までは、契約者のことはアイリスに隠しておきたい。……頼む」

『……別に、構わないわよ。もう作戦は終わったんだから、デートを続けるかどうかは、龍斗の自由だもの』

　それに、とエミリは言葉を続ける。

『私も、アイリスにはデートを続けて欲しいって、思ってたから』

　その言葉が、妙に引っかかった。

「アイリスにデートを続けて欲しい？　何で、エミリが？」

『……アイリス、昨日私の家で、デートについてたくさん勉強したのよ？　私のラブコメ漫画を熱心に読んだり、借りてきた恋愛ドラマを何回も見返したりね』

「……そんなことだろうと思ってたよ」

　そのせいで映画の時寝てしまったのだから、褒められるかどうかは甚はなはだ疑問だが。

『でも、私が強制した訳じゃないの。アイリスが自主的に、デートについて知りたい、って言い出したのよ？』

「……アイリスが？」

『私も不思議だったわ。だから、本人に直接聞いたの。どうして、そんなにデートの勉強をするのかって。そしたら、アイリス何て答えたと思う？』

　エミリは、一度そこで言葉を切ると、

『一度、普通の女の子なら誰だれでもしてるようなデートを、してみたかったんです……だって』

　龍斗は動揺して、思わず携帯電話を落としそうになった。

　……普通の女の子なら、誰でもしてるようなデート？　あの、アイリスが？

『アイリスって、小さい頃ころから騎士だったんでしょ？　だから、年頃の女の子なら当たり前のようにしてるデートっていうのに、憧あこがれてたと思うのよ』

　龍斗の脳裏に浮かぶのは、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の物語。

　アイリスは、生まれた時から英雄であることを望まれ、魔物を討つための剣となった。

　そんな、感情を殺した、機械仕掛けの英雄。

　それが、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の中のアイリスだ。

「で、でも、アイリスは自分のことを、ただの剣だって言い出すような女の子なんだぞ？　何で突然、デートなんて……」

『……ほんと、鈍いわね。龍りゆう斗とだって、今のアイリスが昔のアイリスじゃないってことくらい、分かってるでしょ？』

「……っ」

　穏やかな顔で小説を読む。楽しげにクラスメートと話す。真剣な顔で料理を作る。それはどれも、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の中のアイリスなら、見せなかった姿。

　もしかして……アイリスは、変わろうとしているのではないだろうか。騎士としての自分ではなく、何ど処こにでもいる女の子として。

「……そう、か」

　だから、アイリスは話題の映画を選び、流行のプリクラを撮ろうとした。それが、この世界の、普通の女の子のデートだから。

　……でも、と思う。

　アイリスが、デートというものに憧あこがれているというのなら……とんでもない勘違いをしている。

『だから、アイリスのことお願い。ちゃんと、エスコートしてあげてね』

「……分かった。教えてくれてありがとう、エミリ」

　龍斗は電話を切り、アイリスに視線を向ける。

「決まりました！　イメージトレーニングはばっちりです！　これで、次のお店ではもう失敗は──」

「待った。張り切ってるとこ悪いけど、俺から頼みたいことがある」

「……？　頼みたいこと、ですか？」

「次の店は、俺が行きたい場所に行かせてくれ」

　アイリスが、見るからに動揺する。

「そ、それは困ります。それでは、私のデートの予定が狂ってしまいますから」

「何言ってるんだよ。デートってのは、二人でするもんだろ？　アイリスばっかり店を選んでるなんて、不公平だ」

「し、しかし……」

　龍斗は返答も待たず、アイリスの手を取り、歩き出す。

「りゅ、リュート……？」

「言っとくけど、俺は止まんないぞ。何てったって、男が女の子をエスコートするのは、デートの基本なんだからな」

「こ、これがエスコートって、乱暴すぎです！　紳士の方に失礼ですよ!?」

　アイリスの言葉を無視し、龍りゆう斗とは歩き続け……目的の場所に着き、手を離した。

「ここは……？」

　アイリスが店先で、立ち尽くす。

　わずかに鼻をくすぐる、独特な紙の匂におい。店の中にいる人達は、静かな空間を壊さないように、ゆっくりとした歩調で、棚を眺めながら歩いている。

　そこは、書店だった。

「一度、アイリスと一緒にここに来てみたかったんだ。ここは、桜さくらヶが丘おかで一番大きい本屋だからさ」

　そう言って、龍斗は中へと入っていく。慌てて、アイリスも後を追いかけた。

　アイリスは生まれて初めて訪れる本屋に、戸惑っているようだ。きょろきょろと、小動物のように首を動かしている。

　しかし、不意にアイリスは、何かに魅入られたように足を止めた。

　龍斗達がいるのは、小説のコーナー。視界に収まりきらないほどの本棚には、多彩な小説が収められている。

「す、すごいですっ！　これは、全すべて小説なのですか!?」

　アイリスは我に返ると、目を輝かせながら本棚に歩み寄る。













「私も学校の図書室でよく本を借りますが、ここは図書室よりもたくさんの小説があります！　まさか、桜さくらヶが丘おかにこんな新天地があったとは……！」

（大げさだなあ……）

　そう思うものの、口にはしなかった。

　アイリスは、こっちまで頬ほおが緩ゆるんでしまいそうな笑顔で小説を眺めているのだ。もし茶化したりしてアイリスの機嫌を損ねたら、勿もつ体たいなさすぎる。

「し、しかし、こんな無用心に小説を置いて大丈夫なのでしょうか。もし、小説に飢えた人達が暴動を起こし、血を血で洗う略奪が行われれば……！　た、大変です！　一刻も早く警備を厳重にするようお願いを──」

「お、落ち着けって。そんなの、絶対有り得ないから」

「で、ですが、貴重な小説がこんなに無防備に置いてあるなんて……」

　ふと、その言葉が気になった。……もしかして、

「アイリス、本屋を知らないのか？」

「本屋？　……ここがあの噂うわさの、本屋なんですか？」

　興奮に頬を染めながら、アイリスが周囲を見渡す。

「現代には、本をお金で買うことが出来るお店があることは知っていましたが、聞いた話と全然違います。本屋は、御殿のような立派な建物で、お金持ち御ご用よう達たしのお店だと聞かされていたのですが……」

「……ちなみにそれ、誰だれから教えてもらったか覚えてるか？」

　アイリスは、記憶を辿たどるように宙を見る。

「確か、エミリです」

「完全にからかわれてるな、それ。……でも、由ゆ紀きだって小説持ってるだろ？　その時、疑問に思わなかったのか？」

「いつも、不思議には思っていたんです。何な故ぜ高額な小説を、ユキがあれほど持っているのか」

　アイリスは恥ずかしそうに、指を絡からめる。

「しかし、もしユキが警察の目が届かないところで、大金を払い手に入れているかもしれないと思うと……とても聞けません。真実を知れば、もうユキとはいつも通りの関係でいられなくなると──」

「いや、ないから！　小説はそんな非合法なものじゃないからな!?」

「ですが、欲しい小説を自由に読めるなんて、まるで夢のようです。……あっ、見てください！　この小説、私が好きな作家なんです！」

　アイリスは喜びに満ちた声をあげ、小説を手に取った。

　しかし、急にアイリスの表情が曇り、憂えたように目線を落とす。

「すみません、私だけ浮かれてしまって。これは、私とリュートのデートなのに」

「謝らなくてもいいって、俺がここに連れてきたんだから。むしろ、嬉うれしいくらいだよ。アイリスがこんなに喜んでくれるなんて、思わなかったからさ」

「……嬉しいんですか？　私が、喜んでいるだけで？」

「当然だろ、デートなんだから。……そうだ、アイリスに言いたいことがあるんだ」

　龍りゆう斗とは、アイリスを見つめながら、

「アイリスは、漫画とかドラマの中にあるような、ベタなデートがしたかったんだろ？　だから、今朝から映画とかプリクラとか、デートの鉄板の場所を選んだ。違うか？」

「っ！　な、なな、何な故ぜそれを……！」

　アイリスは、ぶんぶんと両手で宙をかく。

「だけど、初めてデートする俺が言うのもあれだけどさ……多分、デートって、こういうことなんだと思うぞ」

　龍斗の言いたいことが理解出来ないのか、アイリスは小首を傾かしげる。

「ありのままの相手と一緒にいるから、きっと楽しいし、ドキドキするんだ」

「……ありのままの、相手？」

　アイリスは独り言のように声をもらし、龍斗を見つめる。

　龍斗は、照れくさそうに頬ほおをかき、

「だからさ、無理をして他ほかの女の子に合わせようとしないでくれ。俺は、女の子とデートがしたいんじゃなくて……アイリスと、デートがしたかったんだから」

　アイリスは、他の女の子のように、映画やプリクラを純粋に楽しむことは出来ないかもしれない。でも、本屋を知っただけで、こっちが笑ってしまうくらい喜ぶことが出来る。

　そんなアイリスでいい。そんなアイリスだから、デートの時、あんなに緊張したんだ。

「や、止やめてください。私と、デートがしたかったなんて……」

　アイリスは龍斗の視線を逸そらすように、俯うつむいた。髪から覗のぞくアイリスの耳は赤くなっていて、龍斗まで体が火ほ照てるのを感じた。

「だから、アイリスは思う存分本を見てってくれ。俺はそれだけで、楽しいんだからさ」

　少しの沈黙。やがて、アイリスは顔をあげた。

「……分かりました。では、付き合ってもらえますか？」

「おう、望むところだ」

　龍斗が答えると、アイリスは本棚に収まる小説を眺めながら歩き出した。

　アイリスは一冊一冊、丁寧に目を通していく。しかし、予算が厳しいらしく、アイリスは二冊の文庫本しか手にしていない。

「『わがままメイドの優雅な日常』……って、少女向けのロマンス小説か。アイリスにこんな趣味があるなんて、意外だな」

「……リュート、あなたは勘違いをしています。これは現代の乙女心を理解するための資料で──」

「別に、隠さなくてもいいぞ？　アイリスも女の子なんだから、恋愛小説に惹ひかれるのは自然だろ」

「だ、だから……！」

　小説の知識がない龍りゆう斗とでも、そんなアイリスとの会話だけで、つい笑みが零こぼれる。

　ふと、アイリスは足を止め、一冊のハードカバーの小説に目を留めた。

　表紙に映る騎士には、見覚えがあった。確か、アイリスが由ゆ紀きから初めて借りた、ファンタジー小説。その最新刊らしい。

「……」

　アイリスは静かに、優しく、小説を手に取る。

　心を奪われたような、アイリスの輝く瞳ひとみ。その頬ほおは、わずかに紅潮している。

　アイリスは、ゆっくり小説を裏返し……そのまま、固まった。

「……？」

　龍斗が覗のぞき見ると……なるほど。ハードカバーだけあって、アイリスが手にする二冊の文庫本よりも、値段が高い。

　ひょいっ、と。龍斗がアイリスから、小説を取る。

「えっ……？」

「アイリス、この小説読みたいんだろ？　俺が買うよ」

「ほ、本当ですか！」

　ぱっと、アイリスの顔が明るくなるが、

「……い、いえ、それはダメです。これはデートなんですから、どちらかがプレゼントするなんて、公平じゃありません」

「……そうかもな。じゃあ、こうしよう。この小説は、アイリスに貸すよ。だから、いつか俺に返してくれ」

「……貸す？」

「俺も、この小説を読んでみようって思ってさ」

　アイリスが、息を呑のみ龍斗を見つめた。

「俺は、一巻からこのシリーズを読むよ。この小説が読みたくなった時、俺に返してくれ。それまでは、この小説はアイリスのものだ」

　最近では、アイリスと由紀の影響もあり、龍斗は小説に対し興味を持ち始めていた。

　だから、ずっと気になっていたのだ。アイリスが夜を忘れるほど夢中になる小説は、どれほどおもしろいのだろう、と。

　何よりも……アイリスと小説の楽しみを共有出来る。それだけも読む価値はある。絶対に。

「だから、それまで大切にしてくれ」

　龍りゆう斗とは笑いながら、手にした小説をアイリスに渡す。

「……リュート」

　アイリスは、愛いとしそうに小説を抱きしめ、

「……ありがとうございます」

　優しく、微笑ほほえんだ。

　その笑顔は、アイリスが無理して笑った時よりも、ずっと魅力的だった。




「……次は、何ど処こに行きましょうか。今度は、リュートが好きな場所で構いませんよ」

　そう言って、アイリスはオムライスを口に運ぶ。アイリスの隣にあるのは、ファンタジー小説が入った紙袋。

　龍斗達は本屋で買い物を終えたあと、ショッピングモール内の飲食店で、少し早めの夕食をとっていた。

「ん、そうだな……」

　そこで、龍斗はエミリとの約束を思い出した。

「その前に、アイリスに伝えとくことがある。さっき、エミリから電話をもらったんだ」

「……エミリから？」

　契約者が見つかったこと、司書が尾行していること。龍斗の話を聞き終えたアイリスの表情には、微かすかな緊張が浮かんでいた。

「では、その男性の身柄を確保すれば……」

「今までよりずっと、ディケンズを捜しやすくなると思う。……もしかしたら、捕まえることだって出来るかもしれない」

「……ディケンズを、捕まえる」

「ようやく、俺もアイリスも、契約者から命を狙ねらわれる心配なんて、する必要がなくなるかもな。今まで何度も死にそうな目に遭あってきたけど、これで──」

　そこまで言って、龍斗は口を閉ざした。

　アイリスが、龍斗の視線から逃げるように、俯うつむいたからだ。

「……そう、ですよね。ディケンズを捕まえる……それが、一番良いに決まってますよね」

　独り言のような、アイリスの掠かすれた声。

　先程の、嬉うれしそうに小説を抱きしめていたアイリスからは想像も出来ない弱々しい姿に、龍斗は声をかけることさえ出来ない。

　しばらくして、アイリスは顔を上げた。

「……リュート。私は今まで、あなたを守るために、戦ってきました」

「……アイリス？」

　龍りゆう斗とは突然のアイリスの言葉に疑問を覚えるが、尋ねることは出来なかった。

　あまりにも、アイリスが真剣な顔をしていたからだ。

「初めは、リュートが私のマスターだから、守らなければならないと思っていました。その理由は、リュートも知っていますよね」

　龍斗が思い出すのは、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の中の、アイリスの姿。

　誰だれかを守ることでしか自分の生きている理由を見つけられない、悲しい英雄。

「ですが、今は違います。……覚えていますか？　リュートがぼろぼろの体で、廃ビルまで私を助けに来てくれたことを」

「……勿もち論ろんだ。忘れる訳ないだろ」

「あの時、リュートは私のことを守るって約束してくれました。私の国の民も、同志も、父親さえ口にしなかった言葉を、あなたは言ってくれたんです」

　アイリスは、言葉を紡ぐ。大切なものに触れるように、そっと、優しく。

「それだけじゃありません。私の服を買ってくれたこと。私の料理を楽しみだと言ってくれたこと。私の笑顔を好きだと言ってくれたこと。……私を一人の女の子として接してくれたのは、リュートが初めてでした。そんなリュートだから、守りたいと思ったんです」

　それは、過去のアイリスなら、間違っても口にしない言葉。

　龍斗を好いてくれているアイリスだからこそ、言える言葉だった。

「だから、ディケンズを捕まえるために、尽力してきました。……ですが、心の何ど処こかで、思ってたんです」

　ふっと、アイリスの表情に、影が差した。

「もし、ディケンズを捕まえたら……私はどうなるのだろう、と」

「……ディケンズを、捕まえたら？」

「この事件が解決すれば、私とリュートの契約を破棄するために、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』をエミリに渡すことになっています。もし、契約が破棄されれば……私はリュートと、離れ離れになります」

　ディケンズを捕まえた後、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』をウォレス図書館で詳しく解析することは、エミリと約束している。

　ディケンズを捕まえれば、アイリスと別れる。それは、龍斗も蟠わだかまりとして残っていたことだが、まさかアイリスも同じ不安を抱えていたなんて。

「それは、どうしようもないことです。リュートは、〈幻想戯曲〉と何の関係もない、普通の高校生なのですから。だから、これからもディケンズを捕まえることに集中する気持ちは、変わりません」

　でも、と、アイリスは言葉を続ける。

「だからこそ、私はリュートの傍そばにいることが出来るこの短い時間を、大切にしたかったんです」

　その言葉を聞きながら、龍りゆう斗とは思う。

　一体、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の世界で、アイリスが別れを惜しむほど大切な人間が、どれだけいただろう。一体、アイリスが傍にいたいと願う人間が、どれほどいただろう。

　……そんな人間、いるはずがない。

　それだけ、アイリスが心を許せる人物がいるなら──感情を捨てようなどと、考えないはずだ。自身を誰だれかを守るための剣でしかないなどと、思わないはずだ。

「だから、今回の作戦でリュートとデートすることが出来ると聞いた時、絶対に成功させようと思ったんです。二人きりで、何ど処こかへ遊びに行ける。そんな貴重な時間を、大切な思い出にするために」

「えっ……？　でも、アイリスは、デートそのものに憧あこがれていたんじゃ……」

「それは、間違っていません。……だって、リュートとデートをすることに、憧れを抱いていたんですから。他ほかの人が相手なら、こんなことは思いません」

　一瞬、龍斗は奇妙な陶とう酔すい感に襲われ、視界に映るアイリスがぼやけて見えた。

　龍斗に喜んで欲しいと思うほど、アイリスがこのデートを心待ちにしていた。

　龍斗がアイリスの傍にいて緊張したように、アイリスだってこのデートを、掛け替えのないものに思っていたのだ。

「初めは、空回りばかりしてましたけど……最後に、リュートと本屋へ来られて良かったです。リュートは、私と一緒にデートをしたいと、言ってくれましたから」

「……っ」

　アイリスの笑顔に──無理に作ったような不器用な笑顔に、龍斗は歯を噛かみ締める。

　龍斗が思い出すのは、本屋で交わしたアイリスとの約束。

　いつか、俺に返してくれ。……なんて、無責任な言葉だったのだろう。アイリスと離れ離れになることは、分かっていたはずなのに。

　それがいつかなんて分からない。数ヶ月も先かもしれないし、明日かもしれない。いや、もしかしたら今夜、だって有り得る。

　そうなれば……もう二度、アイリスに会えない。

　──そう、思うのと、

「……アイリス、聞いてくれ。俺はずっと、考えてたことがあったんだ」

　その言葉が口から零こぼれたのは、きっと、同時だった。

「……リュート？」

　今から口にしようとする言葉は、あまりに現実味に欠けた決意。だから今まで、誰だれにも相談しなかった。

　それでも……アイリスが好意を寄せてくれていると知った今、どうしても伝えたいのだ。

「俺は──」

　龍りゆう斗とが拳こぶしを固く握りながら、アイリスに想おもいをぶつけようとする。

　その時だった。

「……ようやく会えたな、少年」

　龍斗の背後から、男の声が聞こえたのは。







第二章　魔姫、君臨








　口を半開きにしたまま、龍斗は全身から血の気が引くのを感じた。

　聞き覚えなどないはずなのに、身が竦すくんでしまうほど気味の悪い、抑揚のない男の声。

　後ろを振り返る。テーブル席二つ分挟んだ距離にいたのは、テーブルについた外国人の男性と、白い帽子を被かぶった少女。

　男の印象は一言に尽きる。とにかく、不気味な男だった。肌は病的と思えるほど白く、表情は無機質。無地のワイシャツとジーンズという質素な出いで立たちが、一層その不気味さを際立たせていた。

　少女も端正な顔立ちをしているが、目に光がなく、まるで感情が読み取れない。ブラウスとミニスカートという女の子らしい格好をしているが、年相応の愛あい嬌きようというものがない。

　龍斗は立ち尽くしたまま、ある確信めいた疑問を、独り言のように呟つぶやく。

「……お前が、ディケンズなのか？」

　男は、やはり無表情のまま、何も言わない。

「下がってください、リュート！」

　その沈黙を肯定と受け取ったのか、アイリスが龍斗の前に立つ。

「断フラグ──」

　アイリスが手を前に出し、断章フラグメントを唱えようとする。だが、

「現段階で私に戦闘する意志はない。アイリスが武装するならば、私も迎撃しなければならないが……ここを血ち溜だまりにでもしたいのか？」

　ディケンズは、龍りゆう斗と達に怪け訝げんな視線を送る人達を横目に見た。アイリスは、睨にらみつけるような眼まな差ざしのまま、手を下ろした。

　龍斗は目だけで周囲を見る。遠目にエミリが見えた。動揺を露あらわにしながら、小型マイクに話しかけている。恐らく、ディケンズが現れたことを、仲間に報告しているのだろう。

「増援を期待しているのなら無駄だ。司書は、君達を尾行していた契約者を追っているんだろう」

「っ、お前、作戦を知っていたのか……!?」

「気づいたのは、この建物に足を踏み入れてからだがな」

　つまり、あの契約者は、陽動だったのだ。ディケンズが、誰だれにも邪魔をされることなく、龍斗に接触するための。

「……何で、お前は俺に会いに来たんだ？」

「奪われたものを、取り返すためだ。……『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を、返してもらおうか」

　冷然と、抑揚なく、ディケンズは言い放つ。

　龍斗は、ディケンズの言葉に答えない。相手の出方が分からない以上、ディケンズのペースに乗るのは危険だ。

「無言、か」

　言いながら、ディケンズは腕時計を眺める。

「警告するが、この交渉にはタイムリミットがある。あまり答えを先延ばしにすると、後悔することになるぞ」

「……タイムリミット？」

　ディケンズは、右手にあるガラス張りの壁から、夕暮れに染まる桜さくらヶが丘おかを睥へい睨げいする。

「桜ヶ丘は、住宅と商業を中心としたニュータウンだ。人口は、約四万といったところか」

　突然の、脈絡のない話。龍斗は、眉まゆ根ねを寄せる。

「この街で突然、いくつもの〈幻想戯曲〉が暴走したら、さぞ壮観だろうな」

　龍斗の全身が、総毛立った。

　瞬間、ディケンズを捕らえるために、服の下のホルダーに手を伸ばす。

「安易な行動は、桜ヶ丘の人間を見殺しにすることに繋つながるぞ。これは忠告だ」

　本能的に龍斗は動きを止めた。ディケンズは、戦闘することを予想してこの場に来たはずだ。龍斗の迂う闊かつな行動で、桜ヶ丘の人達が命を落とすことだって、有り得る。

　強大な獣を従えた少女。液体を凶器と化すことが出来る三叉槍トライデント。それほどの〈幻想戯曲〉が暴走すれば、どれほどの惨状が繰り広げられるかなど、想像するまでもない。

　アイリスも、龍りゆう斗とと同じことを思ったらしい。身構えたまま、一歩も動こうとしない。

「……どういうことだ？」

「私の〈幻想戯曲〉の能力アビリテイは、恐らく君達も気づいているだろう」

　アイリスがいつでも駆け出せる体勢をとりながら、答える。

「……あらゆる〈幻想戯曲〉を強制的に契約させ、同時に〈幻想戯曲〉を操ることが出来る、『光を愛せざる者メフイスト』ですか？」

「驚きだな。私の〈幻想戯曲〉の名前まで知っていたのか」

　言葉の割りに、少しも動揺の素振りを見せず、ディケンズは言う。

「だが、君達は勘違いしている。厳密に言うならば、『光を愛せざる者メフイスト』の能力は、〈幻想戯曲〉の契約上のルールを塗り替えることだ」

　龍斗とアイリスが、訝いぶかしげな顔をする。

「万人を契約可能にする。私の意図に沿うように行動させる。本来以上の実力を引き出す。……〈幻想戯曲〉に備わっていない理ことわりを、『光を愛せざる者メフイスト』は付与させることが出来る。もっとも、新しい能力を付けたりと、〈幻想戯曲〉の本質を変えることは不可能だがな」

「……何だよ、それ」

　龍斗が今まで戦ってきた〈幻想戯曲〉は、単一の能力しか使えなかった。

　だが、ディケンズが語った能力は幅が広すぎる。たった一つのルールを付与させるなら理解も出来るが、あらゆるルールを創つくるなど、規格外だ。

　……いや、それも当然かもしれない。何な故ぜなら──

「『光を愛せざる者メフイスト』が〈古典クラシカル〉、だからか？」

　凝視しなければ分からないほど、ディケンズの目がわずかに開く。

「〈古典クラシカル〉の存在も知っていたのか。……ならば、私の先程の言葉が狂言でないのも、理解してもらえたと思うが」

「ああ、腹が立つくらいにな。……お前はさっき、タイムリミットがあると言ったな。それはどういう意味だ？」

「君が私の要求に応こたえるか、否か。その猶予の時間だ。もしタイムリミットを迎えれば、私は即刻〈幻想戯曲〉を暴走させる」

「要求……？」

「『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を渡せば、桜さくらヶが丘おかの人間の安全は保証しよう。……選べ、少年」

　龍斗の心臓が、強く跳ねた。

「タイムリミットは、一七時。それまでに答えてもらおうか」

　弾はじかれたように、龍斗は腕時計を確認する。ディケンズが指定した時間までは、あと五分。司書の増援を期待するには、あまりに短すぎる。

　龍りゆう斗とは必死で思考を巡らせる。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を渡せば〈幻想戯曲〉は暴走させないという言葉の信しん憑ぴよう性は、低くはない。ディケンズは一冊の〈幻想戯曲〉だって惜しんでいる。桜さくらヶが丘おかの〈古典クラシカル〉も手に入れていない今、〈幻想戯曲〉は温存したいと考えているはずだ。

　しかし、要求を呑のんだところで、ディケンズが引き下がる保証など何ど処こにも──

「……リュート。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を、ディケンズに渡してください」

　あまりにも冷静な、アイリスの声。

「アイリス……!?」

「ひとまず要求を呑めば、司書が駆けつけるまでの時間稼ぎにはなります。今は、それが最善の選択だと思いますが」

「でも、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を渡せば……」

　アイリスは、消えるかもしれない。この世からも、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の世界からも。

「……分かっています」

「だったら……！」

「ですが、司書の皆さんなら、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』は無傷のまま、ディケンズを確保してくれるかもしれません。……私だって、命を捨てるなんて考えていません。司書の皆さんに、命を託したんです」

　確固たる意志を秘めた、アイリスの瞳ひとみ。その、あまりに尊いアイリスの覚悟に、龍斗は息を呑む。

　司書達に自身の命を委ゆだねてでも、数万人という人の命を守る。そのアイリスの決意を、龍斗は純粋に美しいと思う。──しかし、それでも、

　もう二度と、アイリスに会えなくなる。

　そう考えただけで、龍斗は胸が張り裂けそうになるのだ。

「リュート……！」

　焦あせりに満ちたアイリスの声を聞いても、龍斗にはどちらかを選ぶことなんて、出来ない。

　だから……タイムリミットを迎える直前、ディケンズを捕まえる。桜ヶ丘の人達も、アイリスも、見捨てないために。

　腕時計を確認すると、タイムリミットまでは、あと一分。

　龍斗は服の下にあるホルダーに手を伸ばし、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を取り出した。

「……ほう、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を手放す方を選んだか」

　ディケンズの言葉を無視し、龍斗は『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を強く握る。

　骨に響いてるんじゃないかと思えるほど、激しい耳鳴り。

　立ち眩くらみはひどくなって、地面を踏んでいる感触さえ、曖あい昧まい。

　息苦しさの中、龍りゆう斗とは本を開くため指先でページをなぞり、

「考えが浅いな。……君の刃は、私には届かんぞ」

　心臓が、鷲わし掴づかみにされたような錯覚。……全すべて、見透かされている。

　だが、もう時間がない。龍斗は、奥歯を噛かみ締めながら『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を開き、

　瞬間──息が止まるかと思うほどの、けたたましい音が鳴り響いた。

　同時に聞こえたのは、女性のアナウンス。

『館内の皆さまにお知らせします。ただいま、館内で火災が発生しました。お客様は、従業員の指示に従って──』

　即座に龍斗は理解する。

　エミリがディケンズの気を逸そらせるために、警報を鳴らしたのだ。

「ベオウルフっ！」

　龍斗の手に光の粒子が集まり、銀色の刀身をした一振りの剣、ベオウルフが召喚された。同時に、駆け出す。

　警報に一瞬だけ意識が逸れたのか、ディケンズは今まさに席から立ち上がろうとしている状態。遅い。既に、ディケンズは龍斗の間合いの内。

　龍斗は寸前で刃を止めるように配慮しながら、ベオウルフをディケンズの首元に振り下ろそうとし──龍斗の目に、能面のようなメフィストの顔が映った。

　ディケンズが、メフィストを盾にしたのだ。

「──っ！」

　このままベオウルフを振り下ろせば、確実に、彼女の命を断つ。

　反射的に硬直した、その直後。

「メフィスト」

「はい」

　メフィストは、ディケンズの言葉に目を閉じ、呟つぶやいた。

「──〈解放レリーズ〉」

　直後、建物全体を襲う、激しい揺れ。避難している人達から、悲鳴が上がる。

　揺れは、その一度きりだった。龍斗は、ディケンズを捕らえようと、体勢を立て直す。

　だが、ディケンズはメフィストの髪を掴つかみながら──先程の揺れで罅ひびが入ったガラス張りの壁に、体当たりをした。

　ガラスを突き破り、姿を消したディケンズとメフィストに、龍斗は目を見開く。

「まじかよ……！」

　ここは……四階だぞ！

　龍斗が狼ろう狽ばいした直後、視界を覆おおうほど巨大な何かが、建物を舐なめるように落下した。

　龍斗が呆ぼう然ぜんとしていると、今度は上昇した。視認出来たのは、翼らしきものが生えていたこと。そして、ディケンズらしい人間が乗っていたことだけだ。

「龍りゆう斗と、アイリス！」

　エミリの声。振り向くと、エミリは避難する人達をかき分け、こちらに向かっていた。

「エミリ、一体何が──」

「詳しいことはあと！　今は屋上駐車場まで走って！」

　龍斗はベオウルフを戻し、アイリスと一緒にエミリの隣に並ぶ。

「でも、何で屋上駐車場なんだ!?」

「ついさっき、屋上の防犯カメラの映像に馬ば鹿かみたいに大きい鳥が映ってたの。多分、今の揺れは召喚された時の震動でしょうね」

　建物を揺らすほどの大鳥。間違いなく、〈幻想戯曲〉だろう。

「って、ちょっと待て。何でそんなこと知ってるんだよ」

「警報を鳴らすために守衛室に行ったら、映像が映ったテレビがたくさんあったから。警備員の人達は『魔弓の射手フライヘーゲル』を召喚したらすぐに言うこと聞いてくれたし、日本人ってみんな親切なのね」

「なんつー無茶だよ……」

「待ってください。〈幻想戯曲〉が使用されたということは、ひょっとして……」

「……さっき、京きよう香かから連絡があったわ。〈幻想戯曲〉のキャラクターが、暴走したって」

　龍斗の視界が、ぐらついた。

　桜さくらヶが丘おかに、暴走した契約者や〈幻想戯曲〉のキャラクターがいる。龍斗が、ディケンズを捕らえることが出来なかったせいで。

「だから、桜ヶ丘図書館は司書を総動員して、契約者を止めようとしてるの。警察にも連絡をとって、この辺りは立ち入り禁止区域にしてるわ。それに、桜ヶ丘の人達に室内退避も──」

「だったら、私達も契約者を止めるべきではないのですか!?　屋上に行ってる場合では……！」

「分かってるわよ！　でも、屋上駐車場にいる契約者を放っておく訳にはいかないでしょ！　その契約者を捕まえられたら、さっきの鳥も消えるんだから！」

　エミリは階段を登りきると、屋上駐車場に続く扉に手をかけ、開け放つ。

　龍斗の目に飛び込んだのは、黒い鳥毛をした巨大な鷲わしだった。

　全長は五メートルほどだろうか。周囲にある車を一掴み出来そうな程足は大きく、爪つめは鋭く尖とがっている。猛もう禽きん類特有の凶暴さを孕はらんだ視線を、龍斗達に向けていた。

　その傍そばには、ディケンズとメフィスト。そして、〈幻想戯曲〉を手にした、見知らぬ少女。

「話が違うじゃない、おじさん！　私はここで待機するだけって聞いたのに、何でアモルフィスが勝手に召喚されたりしたの!?」

　少女は動揺を露あらわにしながら、ディケンズに訴える。アモルフィス。恐らく、あの大鷲の名前だろう。

　ディケンズは何も言わず、少女が手にしていた〈幻想戯曲〉を奪い取った。

「死にたくなかったら、私の後ろに下がっていろ。彼らはアモルフィスを消すためなら、君を殺すかもしれないぞ」

　少女は目を見開き、龍りゆう斗と達を見つめる。龍斗の中であの少女を殺す選択肢など初めからないが、言っても信じてもらえるかは疑問だ。

「『魔弓の射手フライヘーゲル』！」

　エミリが矢を射る、その直前。呟つぶやくような、メフィストの声が聞こえた。

「──再生リバース、〈ミッドガルド〉」

　エミリの放った矢は、髪をさらうほどの風圧を起こし、ディケンズに疾駆する。

　だが、その矢はディケンズの前に躍りだした何かに直撃し、弾はじかれた。

「……えっ？」

　そこにいたのは、鎧よろいとも見み紛まがう鱗うろこを纏まとう、巨大な蛇。

「……なるほど。どうやらアモルフィスという生物は、他ほかの魔物に姿を変えることが出来るようですね」

　それまで成り行きを見ていたアイリスが、ぽつりと呟いた。

「……どういうことだ？」

「メフィストが呪じゆ文もんのようなものを呟いた直後、大鷲があの蛇へと姿を変えました。間違いなく、アモルフィスの能力でしょう」

　言われてみれば、さっきまでディケンズの傍そばにいた大鷲が、見当たらない。

　しかし、何な故ぜアモルフィスはメフィストの命令に従ったのか。契約者は、あの少女のはずだが。

「……アモルフィスがメフィストの言葉で動いたのも、『光を愛せざる者メフイスト』の能力？　自分の命令を聞くのに、あんたはさっきの大鷲に乗って、ここから逃げようとしないのね」

「元より、逃走するつもりなどない。手持ちの〈幻想戯曲〉全すべてを暴走させた今、逃げたところで私の目的を果たすのは至難だ。私が勝利するか、敗北するか。今夜に全て決まる」

　決死とも取れる言葉。それでもなお、ディケンズの顔に、表情はない。

「故に、今の私にとって、闘争以外に道はない。……メフィスト」

「──再生リバース、〈ニブルヘイム〉」

　刹せつ那な、アモルフィスが足元の影に包まれた。

　全身を黒く染めたアモルフィスは、粘土のように形を変えながら、身を膨らませる。

　やがて、変化が止まった。身に纏まとっていた影が晴れ、そこに先程とは姿が全く違うアモルフィスが現れる。

　生まれ変わったアモルフィスの姿は、土色の肌をした竜。全高は三メートル、全長は八メートルほどだろうか。翼こそないものの、その牙きばは、鋼をも容易たやすく噛かみ砕きそうなほど尖せん鋭えい。四本の足を地につけ、這はうような体勢で、龍りゆう斗と達を睨ねめつけている。

　その姿は、絵本でよく見かけるドラゴンというよりも、恐竜に近い。

「え、ちょ、おじさん何を……きゃっ！」

　ディケンズが少女の腕を引きながら、メフィストと一緒にアモルフィスに乗った。

　直後、アモルフィスは周囲の車を蹴け散ちらしながら、龍斗達に突進する。

「ベオウルフ！」「断章フラグメント！」

　龍斗達はそれぞれ武装し、左右に散る。

　アモルフィスは龍斗達の背後にあった、本館に繋つながる階段がある建物に突っ込んだ。

　建物は瓦が礫れきとなって散り、砂すな埃ぼこりが舞う。しかし、アモルフィスは無傷だ。

「どうする、エミリ！」

「ベストなのは、『光を愛せざる者メフイスト』を廃棄すること！　今は暴走した〈幻想戯曲〉を止めることが先決だから！」

　砂煙の向こうから聞こえる、焦あせりを露あらわにしたエミリの大声。

「だから、龍斗はアモルフィスからディケンズを引きずり下ろすことを考えて！」

「引きずり下ろすって言われても……！」

　アモルフィスが体勢を立て直し、再度龍斗に猛進する。

　巨大な体たい躯くに見合わない疾走。龍斗はかろうじて避ける。

「これじゃあディケンズに触るどころか、こいつに一ひと太た刀ち浴びせることも難しいんじゃないか!?」

「そんなことはありませんよ、リュート」

　龍斗の傍そばに来たアイリスが、アモルフィスを見つめながら冷静な声をかける。

「見たところ、あのドラゴンは飛ひ翔しようすることも出来ず、大した知能も持っていないようです。地を這はい身をぶつけることしか知らないのであれば、凶暴な爪つめと牙と、物もの凄すごい瞬発力を持つ、大きなトカゲに過ぎません」

「それってもう、トカゲって言わない気がするんだが……。それに、アイリスはドロシーと戦った時、ライオン相手にも苦戦しただろ？　ドラゴン相手に勝算はあるのか？」

「あの時は、私一人で戦っていましたから。……でも、今は違いますよね？」

　眼まな差ざしは怜れい悧りに、しかし口元を緩め、アイリスは言った。

「今の私には、リュートがいます。ならば、たとえ相手がドラゴンだろうが、負ける気はしません。リュートは、違うのですか？」

「……確かに、そうかもな」

　龍りゆう斗とは小さく笑いながら、アイリスの隣に並ぶ。

「行きますよ、リュート」

「応っ！」

　二人の騎士が、地を駆ける。対たい峙じするは、凶暴な爪つめと牙きばと、物もの凄すごいパワーを持つ、ただの大きなトカゲ。

　アモルフィスは、尾を鞭むちのようにしならせながら振り下ろす。龍斗はベオウルフを頭上に掲げ、受けた。

　腕が痺しびれるほどの衝撃。尾の勢いを殺しきれず、足元のコンクリートに罅ひびが入る。

「っ、ぐ……！」

　このままでは、あと数秒とたたず、押し潰つぶされる──が、龍斗の心を占めるのは、余裕。

　アモルフィスの尾に迫る、アイリスの姿を捉とらえていたからだ。

　真下から直上へ、アイリスが剣を斬きり上げた。尾が真二つに裂ける。切断された尾は影となり、消えた。

（……いける）

　龍斗の中のアモルフィスを討つ自信が、段々と確信へと変わっていく。

　確かに、ドラゴンの姿をしたアモルフィスのパワーは、龍斗達と桁けた違いだ。

　だが、攻撃のパターンが単調すぎる。今の尾による一撃だって、アイリスを無視し、龍斗のみを狙ねらっていた。

　ならば、龍斗が攻撃を引きつけ、アイリスが攻めれば……決して勝てない相手ではない。

「アイリス、俺が囮おとりになる。その間に──」

　その時、アモルフィスが大きく跳んだ。

「……はっ？」

　アモルフィスの体たい躯くがちっぽけに見えるくらい、馬ば鹿か馬ば鹿かしい跳躍力。

　アモルフィスは巨大な影を作りながら、龍斗とアイリスに落下し──

「うおおおおおっ！」

「……っ！」

　龍斗とアイリスはそれぞれ、左右へ避けた。

　直後、アモルフィスが着地する。先程とは比べ物にならないくらい建物が激しく揺れ、轟ごう音おんが空に響く。屋上床が崩れなかったのは、奇跡と言っても良い。

「あいつ、まじかよ……！」

　龍斗はアモルフィスの上で平然としている、ディケンズに叫ぶ。

「何考えてんだ、ディケンズ！　今のは──アイリスが死んでも、おかしくなかったぞ！」

　そう──ディケンズがアイリスを殺そうとするのは、道理に合わないのだ。

　今までディケンズは、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を手に入れることに執着していた。

　アイリスが死亡すれば、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』は廃棄される。それは、ディケンズにとって望ましくないはずだ。

　故に、ディケンズは龍りゆう斗としか狙ねらわないと思っていたのだが……。

「……言ったはずだ。私は、君達を殺すと」

　無感情な、ディケンズの声こわ音ね。

　つまり、ディケンズは意図的に龍斗とアイリスを殺そうとしていたということか……？

「ぼーっとしないで、龍斗！」

　アモルフィスの真後ろから、エミリがディケンズに『魔弓の射手フライヘーゲル』を向ける。

　ディケンズは、盾にするようにアモルフィスの契約者の少女を突き出した。

「ひっ……！」

　少女の顔が、恐怖に歪ゆがむ。

　エミリは歯は噛がみしながら、矢を放つ。矢は軌道模刻オービツト・コピーにより空間を抉えぐるように軌道を変え、アモルフィスの額に命中した。

　だが、アモルフィスは痛みを感じていないのか、怯ひるんだ様子はない。

　アモルフィスは右前足を掲げ、龍斗に跳びかかる。龍斗は迎撃するように踏み込み、ベオウルフがアモルフィスの足首を抉った。

　が、浅い。ベオウルフはアモルフィスの足に食い込んだまま、断つことが出来ない。

　押し潰つぶされる。そう龍斗が感じた刹せつ那な、

「伏せてください、リュート！」

　視界の端に、弾丸とも見み紛まがう速度で駆けるアイリスの姿が映った。

　龍斗は即座にベオウルフを抜き、身を屈かがめる。同時に、アイリスの剣は精密に傷跡を抉り、右前足を斬きり落とした。

　龍斗とアイリスの思考が同調シンクロしていたからこそ可能な、神懸かり的なタイミング。あと数瞬遅れていれば、龍斗は踏み潰されていただろう。

「下がれ、アモルフィス」

　アモルフィスが後退し、龍斗達は再び対たい峙じする。

　次で、確実に討ち取れる。龍斗が剣を構え直した時、

「龍斗、アイリス。今、京きよう香かから連絡があったわ。契約者を取り押さえて、こっちに向かってるらしいわよ」

　エミリの言葉に、思わず気を緩めてしまった。

「そりゃ良い知らせだけど、後にしてくれ。今は、ディケンズを──」

「最後まで聞きなさいよ。……どうも、嫌な感じがするの」

　普段からは聞きなれない、エミリの低く、重い声。

「京きよう香かが担当した、〈幻想戯曲〉の人的被害は微少。軽傷者が数人、重傷者と死亡者はゼロらしいわ」

　エミリの報告で龍りゆう斗とが抱いた感情は、死亡者がいなかったことへの安あん堵ど──ではなく、その言葉に対する、疑惑だった。

「……重傷者が、ゼロ？」

　司書は桜さくらヶが丘おかに避難指示を出し、図書館の人員を総動員して暴走した〈幻想戯曲〉の対応に駆け回っていると聞いた。

　しかし、だとしても、だ。凶暴な〈幻想戯曲〉の契約者やキャラクターが暴れ回って、深刻な怪け我がを負った人間が皆無など、有り得るだろうか？

「暴走した〈幻想戯曲〉の全すべては、人がいない場所で確認されたらしいわ。廃車置き場とか、ドロシーと戦闘した廃ビルとかね。……あんた、何を考えてるの？　さっきの脅迫は桜ヶ丘の人達を人質にとったのが前提なのに、これじゃあ本末転倒じゃない」

　エミリの問いに、ディケンズは沈黙。

「エミリ、尋問は後にしましょう。今は一刻も早く、ディケンズの『光を愛せざる者メフイスト』の契約を破棄させるべきです。……それに、私にもディケンズを捕らえなければならない個人的な理由があります」

　アイリスは剣を構えながら、静かに言う。

「あまり小説から目を離すと、紛失してしまうかもしれませんので」

　ディケンズを即刻捕まえる理由って、小説のことかよ。

　龍斗は内心そう思うが、口にはしない。ディケンズの理解出来ない行動に、嫌な胸騒ぎが止まらないからだ。

　ディケンズがウォレス図書館から盗んだ〈幻想戯曲〉は、残りわずかのはずだ。人がいない場所で〈幻想戯曲〉を暴走させるなんて、無意味なことをするはずがない。

　それとも……ディケンズにとって、桜ヶ丘の人間を殺すことは、重要ではないのか？

〈幻想戯曲〉を暴走させたのは、何か別の理由が──

「……あ──」

　それが、きっかけだった。

　理にかなわない〈幻想戯曲〉の暴走。わざわざ龍斗の前に姿を現した、謎なぞの行動。桜ヶ丘の人間が一人も死んでいないという事実。

　その一つ一つのパズルのピースを嵌はめ込み、見えてきたのは──一つの仮説。

（まさか……！）

「エミリっ！　桜ヶ丘図書館には今、何人の司書がいるんだっ！」

「何人の司書が図書館に配置されているか、それは大した問題ではない。もっとも、司書の数が少ないに越したことはないが」

　だが、龍りゆう斗とに言葉を返したのは、ディケンズ。

「目的のものが管理されている場所は知っていたからな、たった数分で良かった。たった数分、図書館にいる全すべての人間が、それから意識を逸そらせれば私の作戦は成功する」

　アイリスとエミリの顔が、凍りついた。その言葉だけで、ディケンズが言わんとしていることを、理解したのだ。

　龍斗とアイリスが、同時に地を蹴ける。だが、アモルフィスが猛たけり狂うように応戦し、ディケンズに剣は届かない。

「この作戦は私にとって賭かけだった。〈幻想戯曲〉を暴走させても、一人でも司書が私の目もく論ろ見みに気づけば、この作戦は破は綻たんする。そのために、私は命を賭としてまで君達の前に姿を現し、少年を脅迫した。……全ては、私の目的を、誰だれにも悟られないためだ」

　剣けん閃せんを煌きらめかせながら、やはりか、と龍斗は胸の内で呟つぶやく。

　ディケンズが龍斗を脅迫したのは、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を得るために〈幻想戯曲〉を暴走させたと思わせるためのフェイク。

　桜さくらヶが丘おか図書館が混乱すれば、〈幻想戯曲〉を暴走させる理由など、何でも良かったのだ。

　何な故ぜなら──ディケンズの目的は、桜ヶ丘図書館にある〈古典クラシカル〉を奪うことなのだから。

「私の作戦に気づいたのは賞賛に値するが……遅すぎる」

　アモルフィスが龍斗達から距離を取り、ディケンズとメフィストが地に降りる。ほぼ同時に、アモルフィスの足元の影が膨れ上がり、実体になった。

　そこに現れたのは、影で形成されたような、全身が黒く染まった人ひと形がたの化け物。手にしているのは──一冊の、ワインレッドの〈幻想戯曲〉。

「既に、桜ヶ丘図書館の〈古典クラシカル〉は、私の手にある」

〈古典クラシカル〉を受け取り、そこで初めて、ディケンズは表情に感情を出した。

　それは、笑顔。──口の端が耳まで裂けたような、ぞっとする笑顔だった。

「龍斗、アイリス！　〈古典クラシカル〉を奪い返して！」

「分かってる！」

　しかし、ディケンズを守るように、アモルフィスは龍斗とアイリスへ、影の化け物はエミリに襲いかかる。

「くっ……！」

　視界の隅に映るのは、メフィストに〈古典クラシカル〉を渡すディケンズの姿。

「契約だ。〈幻想戯曲〉は、桜ヶ丘の〈古典クラシカル〉。現世へ継承する状態ステータスは、肉体は万全、記憶は〈古典クラシカル〉の結末、その寸前だ」

「……契約者は、誰ですか？」

　ディケンズは、口だけで笑みを作る。

「お前だ、メフィスト」

「……分かりました」

　龍りゆう斗とは目を見開く。──メフィストは〈幻想戯曲〉のキャラクターでありながら、契約することが出来るのか！

　メフィストは〈古典クラシカル〉を開くこともしないまま、目を閉じる。

「──『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』」

　そして、桜さくらヶが丘おかの〈古典クラシカル〉──『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』の題名を、口にした。

　刹せつ那な、『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』から発される、激しい閃せん光こうと強烈な旋風。

「っ！」

　龍斗とアイリスは目が眩くらみ、アモルフィスから距離を取るため、散るように後退する。

　龍斗は瞼まぶたを開け……息を呑のんだ。

　龍斗の朧おぼろな視界に映ったのは、茜あかね色の空を眺める一人の少女。

　夕焼けの光に冴さえる、妖よう艶えんな輝きを放つ銀色の髪。

　透き通るような白い肌と対比し、鮮やかなコントラストを成す、漆黒のドレス。

　華きや奢しやな四肢も、静かな佇たたずまいも、全すべてが美麗。

　だが、龍斗がその場から動けずにいたのは、その美しさからではない。

　流れる雲でも数えるように、空を仰ぐ、その双そう眸ぼう。

　──毒々しいと思えるほどの朱色の瞳ひとみに、龍斗は戦せん慄りつしていたのだ。













「……はは、ははは、ははははははっ！」

　ディケンズの哄こう笑しようが、静寂を破った。

「会えた……ようやく、もう一度君に会えたっ！」

　ディケンズは両りよう膝ひざを地面につき、少女を讃えるように両手を広げる。その目には、涙が溜たまっていた。

「どれだけこの日を待ち望んだことかっ！　どれだけこの日を夢見たことかっ！　その瞳ひとみが、その髪が、その唇が、全すべてが愛いとおしい──ヴィオラっ！」

　その名に、龍りゆう斗とは脳をくすぐられるような、奇妙な感覚を覚えた。

　何な故ぜだろう。少女の姿は記憶にないのに、その名前は聞いたことがある気が……。

「……な、に？」

　視線を移すと、アイリスは亡霊でも見るが如ごとく、少女──ヴィオラを凝視していた。

「ヴィオラ……!?　何故お前が、現世に召喚される!?」

　動揺と激げつ昂こうがない交ぜになった、アイリスの声。少女を睨にらむアイリスの眼めは、憎悪に燃えている。

「君なら、知っていて当然だろうな」

　ディケンズは笑いを噛かみ殺し、龍斗達に向き直る。

「何せ、ヴィオラは君の宿敵だ。数え切れないくらいの同志を虐殺され、守るべき人間を殺さつ戮りくされてきた。忘れるはずがないだろう？」

「……どういうことだ、アイリス」

「……あの女は、私の世界で幾多の魔物を統率し、人間の屍し山ざん血けつ河がを築いた、最強の魔女──魔姫、ヴィオラ・ノヴァーリスです」

　完全に、思い出した。

　ヴィオラ──その名前は、龍斗が『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を読んだ時に見た、魔物の統率者の名前。

　実際に、物語には登場しなかったため、それ以外のことは知らないが、まさか現実で出会うことになるなんて。

「でも、何でヴィオラが、召喚されるんだ!?」

「当然だろう!?　何故なら、『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』は──」

「おい」

　不意に聞こえた、空に冴さえ渡るような優雅な声こわ音ね。

　それまで空を眺めていたヴィオラが、ディケンズの首を掴つかみ宙へと浮かべた。

「ぐっ……!?」

「……煩うるさいぞ。私は今、夕ゆう闇やみの空を楽しんでいる。場を弁わきまえろ、下郎」

　苛いら立だたしげに、ヴィオラは吐き捨てるように言った。

　ディケンズはくぐもった声をもらしながら、しかし、顔は喜色に染まっている。

「やはり、君はあの時と少しも変わらない、な……」

　ヴィオラは、つと、眉まゆ根ねを寄せた。

「その金色の髪。幽鬼のような顔。……よもや、貴様は」

「そうだ。十四年前、君と契約を交わした、ディケンズだ」

　ヴィオラのしなやかな指が、ディケンズの首から離れる。

「……どういうことだ？　貴様は、『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』と契約を結べないはずだろう」

「君の契約者は私ではない。こいつだ」

　ディケンズはメフィストに視線を送る。

「ほう、こいつはあの日、私と対たい峙じした〈幻想戯曲〉ではないか。私と貴様の契約を破棄した〈幻想戯曲〉が、現在の私のマスターとは、笑えない皮肉だな」

　ヴィオラはメフィストに語りかけるが、彼女は相づちの一つも打たない。

「しかし、貴様も酔狂な男だな。私を召喚するということは、どういうことを意味するか理解しているのか？」

「無論、承知だ。私は君に会うために、そして、君の夢を叶えるためだけに、時を過ごしてきた。……メフィスト。私の『光を愛せざる者メフイスト』の契約権を、ヴィオラに移譲しろ」

「……はい」

　ディケンズは手にした『光を愛せざる者メフイスト』を、ヴィオラに差し出した。

「何を考えている。私に無礼を働くつもりか？」

「とんでもない。君は今、『光を愛せざる者メフイスト』の能力アビリテイで現世に存在している。私が死ねば、君も消えるんだ。私という手て枷かせを嵌はめていたら、満足に戦闘も出来ないだろう？」

「……いいだろう。貴様の妄もう執しゆうに免じ、私に触れるのを許そう。だが、私の気分を害せば、元マスターだろうと、その首を刎はねるぞ」

　言いながら、ヴィオラは『光を愛せざる者メフイスト』を受け取る。

　メフィストは手を伸ばし、ヴィオラの胸に触れた。すると、メフィストの手が、ヴィオラの胸に沈んでいく。

　それは、明らかな隙すき。ヴィオラもディケンズも、龍りゆう斗と達を見向きもしない。

「……断章フラグメントっ！」

　エミリが、ヴィオラが持つ『光を愛せざる者メフイスト』に狙ねらいを定め、矢を放つ。

　風を切りながら、疾走する矢。その矢を防がんとばかりに、ヴィオラが右手を差し出す。

　矢は、ヴィオラの右手の甲に命中し──音もなく、宙を舞った。

「……えっ？」

　ヴィオラが、エミリを睨にらむ。

　その殺意を剥むき出しにした眼光は、直接目を向けられた訳ではない龍斗ですら、射い竦すくみそうになるほど、禍まが々まがしい。

「二人共、武器を下げてください。私達の刃は、ヴィオラには絶対届きません。あまり詳しいことを話す時間はありませんが……あれは、私の世界で、魔術と呼ばれるものです」

「魔術……？」

　アイリスの突拍子のない言葉に、龍りゆう斗とは目を丸くする。

「魔術は、魔力という目に見えないエネルギーを実体化させ、あらゆる現象を創つくることが出来る術のことです。ヴィオラは魔術を用い、魔力を形にし、発火、硬化、液状化といった現象を、自然の摂理を超えて、引き起こすことが出来るんです」

　魔術に魔力。聞きなれない単語に頭が混乱しそうになる。

「でも、俺達の剣が、ヴィオラに絶対届かないって……？」

「……それが、ヴィオラが魔姫たる所以ゆえんの一つです。ヴィオラは、万物の影響を受けない、『無効化』という現象を持った魔力の障壁を纏まとうことが出来るんです」

　あまりに現実離れしたアイリスの言葉に、龍斗とエミリは、言葉を失う。

　──万物の影響を、受けない？

「君の肌に刻印を刻んだことを許してくれ。『光を愛せざる者メフイスト』の能力アビリテイで契約する際に、必要なものなんだ」

「構わん。この模様も、よく見れば余情がある。悪くないぞ」

　龍斗が視線を移すと、ヴィオラは小さく笑いながら、右腕の刻印を眺めていた。

　気づけば、アモルフィスと人ひと形がたの影は、消えていた。『光を愛せざる者メフイスト』の契約権がヴィオラに移ったからだろう。

　ヴィオラがメフィストを本の中に戻し、指を鳴らした。虚空が裂け黒く渦巻く空間が生まれ、中に『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』と『光を愛せざる者メフイスト』を入れた。

「これで、私は誰だれにも束縛されることなく、この世に顕けん現げん出来るわけか」

「そうだ。あとは、君の好きにすればいい。……が、その前にアイリス達と話をしてやったらどうかな？」

「……アイリス、だと？」

　そこで初めて、ヴィオラは龍斗達に顔を向けた。

　ヴィオラは、アイリスの姿を認めると、歓喜極まるといった風に頬ほおを緩める。

「おお、アイリス、久しいな！　よもや、現世で巡り会えるとは思わなかったぞ！」

「……久しい、とは語弊があるぞ。私はお前の蛮行を何度も耳にしてきたが、直接会うのはこれが初めてのはずだ」

「何を言う。私と貴様は、壮絶な殺し合いをしただろう。あれほど心が滾たぎった決闘をして、会ったこともないとは、あまりに……いや、待て」

　そこでヴィオラは、顎あごに手を当てる。

「その容姿、その武装……なるほど、今のアイリスはベオウルフを手に入れる前の状態ということか。ならば、私のことを知らないのも、無理はないな」

　アイリスは訝いぶかしげに、目を細める。

「……どういうことだ？」

「いや、理解しなくとも良い。知ったところで、今から私達が行うことに支障はない。……断章フラグメント」

　ヴィオラの首元に現れたのは、紅宝ルビーのように鮮やかな石が嵌はめ込まれた、ペンダント。

「……ヴィオラ。お前は一体、何を考えている」

「愚問だな。ここに、人類を滅ぼそうとする魔姫が一人。ここに、人類を守護しようとする英雄が一人。……ならば、することなど、一つしかないだろう？」

　ヴィオラは口の端を吊つり上げ、歪いびつに笑う。

「さあ、存分に殺し合おうぞ、アイリス──！」

　ヴィオラが、アイリスに向け、手を突き出す。

　広げた手を中心に、虚空に展開される幾何学模様の魔法陣。神秘的な模様を描く光の線は、夕日の下であるというのに、網膜に焼き付くほど強く輝いている。

　弾はじかれたように、アイリスが魔法陣の直線上から外れるように跳ぶ。

　同時に、

「──虚無に至る光芒フルンテイング」

　魔法陣の中心から、光線にも似た黒色の奔ほん流りゆうが迸ほとばしる。

　離れている龍りゆう斗との肌がビリビリと震えるほどの、空気の振動。

　空に響くほどの、風を掻かき乱す轟ごう音おん。

　黒い奔流は、アイリスに当たることなく、数十メートルを超えた辺りで勢いを失い、宙に散った。

　光の渦が通過した軌跡には、文字通り、何も残らなかった。

　魔術の射線上にあった、先程アモルフィスに弾き飛ばされた車両は、一切合切消えていた。まるで、空間ごと、物体が消失したように。

「リュート、エミリ！　今のヴィオラの魔術には触れないでください！　あれは──」

「無駄口をきくな」

　ヴィオラの声と同時に、風を切る音。

　アイリスに視線を移す。目に映るのは、ドレスの裾すそを翻し、白いふとももを露あらわにしながら、直上に足を突き上げるヴィオラ。そして、剣を構えるアイリス。

　ヴィオラが踵かかとを落とし、アイリスの剣と重なり合う。衝撃で、アイリスの足元を中心に、蜘く蛛もの巣のように亀き裂れつが出来る。

「受けるのが精一杯、とでも言いたげな顔だな。……あまり私をがっかりさせるな」

　直後、アイリスとヴィオラの足元の床が崩壊した。

　アモルフィスとの戦闘で損傷した屋上床が、限界を迎えたのだ。

「あっ──」

　アイリスの間の抜けた声を最後に──二人は、下の階へと落ちていった。

「アイリスっ！」

　エミリは二人を追うため、空いた穴から下に降りようとする。が、動きを止めた。視線の先には、契約破棄をされ気絶した、アモルフィスの契約者であった少女。

「京きよう香か！　ショッピングモールの屋上で、桜さくらヶが丘おかの〈古典クラシカル〉のキャラクターを確認！　司書に伝達して！」

　エミリは口元からマイクを離すと、少女に駆け寄る。

「私はこの女の子を安全なところまで運ぶわ！　ディケンズのこと、頼んだわよ！」

　そう言うと、エミリは少女をおんぶし、屋上から飛び降りた。

　ディケンズは、横転した車に背を預け、だらんとうなだれていた。エミリの言わんとしていることは分かる。このどさくさに紛れ、ディケンズに逃げ出されるのはまずい。

「……くそっ！」

　今すぐアイリスの加勢をしたい気持ちを抑え、龍りゆう斗とはディケンズを肩に担ぐ。ディケンズに、抵抗する様子はない。

「教えろよ。何でアイリスとヴィオラは、お互いを知ってるんだ？」

「……『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』と『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』は、同じ世界観を共有する〈幻想戯曲〉だ。だから、アイリスはヴィオラを知っていたし、ヴィオラもアイリスを知っていた」

　意外にも、ディケンズは素直に、龍斗の問いに答えた。

　だが、何な故ぜディケンズは『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』について語るのか。そんなことをしても、ディケンズに得はないように思えるのだが。

「何せ、『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』は、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の続編となる物語だ。物語が継続する〈幻想戯曲〉など、この世界でも唯一の存在と言っていい」

　思わず、龍斗は足を止めた。

「じゃあ、ヴィオラが言ってた決闘って、『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』の中の出来事ってことかよ」

「そうだ。ベオウルフを手に入れた、アイリスとのな」

　確かに、龍斗が知っているアイリスの物語は、ベオウルフを手に入れるまでのお話だ。まさか、その後の続きがあったなんて。

「本来、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』と『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』は、二つ同時に契約してこそ、真価を発揮する。だが、君が『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』単体で契約をしたばかりに、事態は複雑になったんだ」

　ディケンズの告白に、龍斗は愕がく然ぜんとする。

　龍りゆう斗とは今まで、アイリスの不完全な状態は、自分が『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の物語を全すべて読まず、中途半端な契約を交わしたせいだと思っていた。

　だが、事実は違った。アイリスが実力の半分しか出せないのも、本の中に戻すことが出来ないのも……『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』が、『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』と一緒に契約するものだったからだ。

「じゃあ、ヴィオラは不完全な状態で、あんな力が出せてるのかよ!?」

「それは違う。今のヴィオラは、完全な状態で召喚されている。今のアイリスと違い、能力アビリテイだって完全に使いこなせる」

「なっ……！　それじゃあ、さっきと言ってることが──」

「忘れたかね？　『光を愛せざる者メフイスト』の能力は、〈幻想戯曲〉のルールを塗り替えることだ。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』無く、完全な契約が交わせるか確信はなかったが……どうやら、うまくいったようだな」

　ディケンズが、喉のどを鳴らし笑う。

　その挑発的な笑みに、龍斗は苛いら立だちを覚えるが、押し殺す。

「……お前、ヴィオラは能力を完全に使いこなせると言ったな。アイリスだって、ベオウルフを召喚する能力があるだろ」

「違う。ベオウルフを召喚するのは、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の能力のほんの一ひと欠片かけらに過ぎない。君が誤った契約をしたばかりに、アイリスは本来の自分の能力を持て余しているんだ。そうでなければ、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』が〈古典クラシカル〉と呼ばれるはずがないだろう？」

　龍斗がアイリスと出会ったばかりの頃ころ、アイリスは能力の存在を知らなかった。

　あれは、不完全な契約をしたばかりに、自らの能力を忘れていたのか。

「さて、今のアイリスが、ヴィオラとの戦闘にどれだけ耐えられるかな？」

「……っ！」

　龍斗はディケンズを放り出したい衝動をこらえ、アイリスの許もとへ急ぐ。

　もし、ディケンズの言葉が真実ならば……

　今のヴィオラは、不完全なアイリスよりも、圧倒的な実力を持っていることになる。





　◇





　普段は、穏やかな音楽や陽気な人の声が溢あふれる、ショッピングモール店内。

　そこは既に、轟ごう音おんが響く、戦場と化していた。

　ヴィオラの手に、魔力の塊が現れ、アイリスに向け放出する。

　詠唱も唱えず、魔法陣も用いない、省略化された魔術。

「くっ……！」

　身を屈かがめる。魔力の塊は頭上を過ぎていった後、背後のマネキンにぶつかり、爆はぜた。

　残ったものは、周囲に漂う焦げ臭い匂においだけ。マネキンも、着飾っていた服も、跡形もなく消えていた。

「……躱かわすだけ、か？　私の知っているアイリスなら、この程度の魔術、造作もなく反撃に移るくらいの実力は持っているはずだが」

　どこか不満そうな顔をしながら、ヴィオラは言う。

　その挑発に乗らず、アイリスはヴィオラと距離をとりながら逃げる。万象を創つくることが出来る魔術だからこそ、剣で防ぎきることが出来るという保証は、何ど処こにもない。

　もっとも、先程の魔術程度は、アイリスならば数発は耐えることが出来るだろう。

　しかし、屋上で使用したヴィオラの魔術は──直撃すれば、その瞬間、死ぬ。

　何な故ぜなら、あの魔術は、アイリスの世界でも一握りの人間しか使えない、「消却」という現象を創るものだからだ。

　魔力に触れた物体を、文字通り抹消する、暴威の魔術。

　脆ぜい弱じやくな木こ盾だてだろうが、堅けん牢ろうな城壁だろうが、ヴィオラにとっては同価値。物体であるならば、『虚無に至る光芒フルンテイング』は等しく、消し去ることが出来る。

（……話には聞いていたが、まさかこれほどとは）

　魔術と一言で言っても、誰だれでも出来ることではない。

　万物の影響を受けない、無効化。

　この世に存在する物質全すべてを消し去る、消却。

　未だかつて確認されていない現象ほど、魔術で創るのは至難である。あらゆる魔術の知識、技巧、経験がなければ、ヴィオラほど魔術を行使することは出来ない。

「……ならば、これならどうだ？　近接戦は、得意だろう？」

　ヴィオラが地を蹴けり、一瞬でアイリスとの距離を詰めた。

　アイリスの頭を狙ねらった、上段蹴り。その勢いは、さながら首を刈り取る鎌かまの如ごとく。

　躱せない。ヴィオラは魔術により身体強化を施しているのか、身体能力はアイリスよりも上だ。

　紙一重で、アイリスは剣による防御が間に合う。

　衝撃まで殺せず、吹き飛ばされた。頭を押さえながら、身を起こす。

　頭がずきずきする。視界がぶれて、ヴィオラの姿がぼんやりとしか見えない。

「……まさか、この程度の一撃も防ぎきれんとはな」

　それでも、ヴィオラが手に魔力の塊を作り、こちらに近づいてくるのは分かった。

　咄とつ嗟さに、回避行動に移ろうとし、──ふと、気づいた。気づいてしまった。

　アイリスが立っている場所は、フードコート。背後には、見覚えのある包み袋。

　脳裏をよぎる、龍りゆう斗との笑顔。

　それが、一瞬の迷いを生んだ。

　我に返った時は、魔力の塊は衝撃波となり、アイリスの寸前まで来ていた。

　アイリスは身を捻ひねる。が、避よけきれない。

　衝撃波は鎌かま鼬いたちのように鎧よろいを裂き、横腹から血が迸ほとばしる。

「ぐっ……！」

　苦く悶もんの声をもらしながら、アイリスはその場に倒れた。

「……無様だな」

　ヴィオラはアイリスの傍そばに寄ると、包み袋を開け、小説を取り出す。

「貴様は今、この本を守るか否か、逡しゆん巡じゆんしたのか？」

「……」

　違うと、断言できなかった。迷いが生まれたのは、事実だ。

　だって、その小説は──いつか龍りゆう斗とに返すと、約束したものだから。

「……私を侮辱するのも大概にしろ、アイリス」

　ヴィオラは怒気に顔を染めながら、小説を引き裂く。

「あ……」

　紙を裂く音と共に、宙を舞ういくつもの紙片。

　龍斗との初めてのデートで買ってくれた小説が──思い出が、ぼろぼろになる。













「……嗚あ呼あ、止やめてくれ、アイリス。そんな顔をしないでくれ。貴様がそんな人間らしい顔をする度に──私は、無性に腹が立つ」

　ヴィオラは、無造作にアイリスの髪を掴つかみ上げた。

「くっ……！」

「貴様が弱くなったのは、まだ我慢できる。今の貴様は、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の中の状態だからな。私と死闘をした時よりも、剣技が未熟なのは、致し方ないことだ」

　ヴィオラは、憤然と目め尻じりを吊つり上げながら、

「だが、感情なんて出すな。英雄の貴様は、ただ魔物を駆逐するためだけの存在だろう？　私と互角に渡り合えるのは、そんな機械仕掛けの英雄だけだった」

　吐息がかかるほど近く、アイリスに顔を近づける。

「肉が裂けようが、骨を断たれようが、無心で魔物に刃を立てる。それが私の知っている英雄、アイリス・アイネイアスだ。そんな英雄だからこそ、私は貴様と出会えたことに、狂喜したんだ」

「……お前は、何な故ぜそんなに私に執着する」

　抵抗するように、アイリスはヴィオラを睨にらみ返す。

「当然だろう。私は貴様と死闘を繰り上げたあの日、誰だれよりも貴様を想おもったのだぞ。傷を負いながらも臆おくさず、ただ私を殺す一心で剣を握る貴様を。そんな貴様に、私は恋れん慕ぼにも似た想いを抱いたんだ」

「……何だ、それは。その言葉はまるで、殺し合いを楽しんでいるように聞こえるぞ」

「その通りだが、何か問題があるのか？」

「なっ……！」

「私は、私の強さを証明するためだけに戦っている。貴様は、私が認めた騎士なのだ。光栄に思え」

　さも当然のように言うヴィオラに、アイリスは言葉を失った。

　誰かを護まもるためではなく、誰かに復ふく讐しゆうするためでもなく。

　何かを守るためではなく、何かを奪うためでもなく。

　こいつは──ただ殺し合いをするためだけに、人を殺すのか……！

「戦闘狂が……！」

「戦闘狂か。なるほど、心地良い言葉だな。……だが、だからこそ、貴様に幻滅したのだ」

　更に強く髪をひかれ、アイリスの顔が歪ゆがむ。

「今の貴様には、私を殺せない。あの英雄のように、死も厭いとわず、私を殺すことに無心にならなければ、一刀を与えることすら出来ん。……残念だ、本当に残念だ」

　ヴィオラはアイリスの髪を離し、指を鳴らす。

　空間が裂けた。ヴィオラは、中から、『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』を取り出す。

「何をするつもりだ、ヴィオラ！」

「貴様では、私の敵に値しないと判断した。ならば、新たな強者が現れるのを待つだけだ。……そのために、全人類に、私と戦う理由を与えてやる」

　ヴィオラは『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』を開きながら、微笑ほほえむ。

　その笑顔は、あまりに無む垢くで、あまりに純粋で──あまりに、残酷だった。

「──〈侵食する幻想フアンタズム・リアライズ〉」

　ヴィオラが呟つぶやき、『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』から光の粒子が溢あふれ出す。

　今まで見たことがないほどの量だった。建物の中を照らすほどの眩まばゆさに、アイリスは目を閉じる。

　しばらくして、アイリスは瞼まぶたを開け──目の前の光景に、息を呑のんだ。

　土色の肌をした、石の棍こん棒ぼうを手に持つオーク。

　両手が翼と化し、大きく広げる、ハーピー。

　西洋槍やりを手にした、首のない甲かつ冑ちゆう、デュラハン。

　アイリスには見慣れた、異形の群衆が、そこにあった。その数、およそ二〇。

「〈侵食する幻想フアンタズム・リアライズ〉は、私が世界にいた魔物を無数に召喚する力だ。魔物の強さによって、召喚出来る速度は変わるが……そうだな、この程度の下級ランクの魔物なら、一時間で三百体は揃そろえられるぞ」

　アイリスは顔を凍りつかせながら、『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』が〈古典クラシカル〉たる所以ゆえんを理解した。

『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』が〈古典クラシカル〉であるのは、化け物じみたヴィオラの魔術ではない。

　幻想にしかいない生き物を、無尽蔵に召喚する。本来の〈幻想戯曲〉には有り得ない、能力アビリテイに依よるものだ。

「貴様を殺すことは容易たやすいが、私が使命をくれてやろう。全すべての人間に伝えよ、アイリス。両親を、恋人を、兄弟を殺されたくなければ、私に殺しに来いと。さもなければ、私は人間を殺さつ戮りくするぞ。並べて、等しくな」

「貴様……！」

　アイリスは立ち上がり、剣を構えヴィオラに斬きりかかる。だが、

「……まだ、分からないのか」

　痛烈な衝撃に、一瞬息が止まる。

　ヴィオラの廻まわし蹴げりが、アイリスの腹部に直撃したのだ。

「──愚物が。失うせろ」

　アイリスは、背後のガラスの壁を突き破り、建物の外に投げ出される。

「、っ──」

　アイリスがいる階層は、四階。この体勢では、受け身を取れるかも危うい。

　最悪──二度と立てない身体からだになる可能性もあった。

　その考えが、アイリスの頭を掠かすめた時だった。

「アイリス──！」

　視界に、こちらに飛び込んでくる龍りゆう斗との姿が映った。







第三章　守りたいもの








　その少女との出会いは、あまりに唐突だった。

「────」

　ディケンズは息をするのも忘れ、少女を見つめていた。

　銀色の髪も、漆黒のドレスも、透き通るような白い肌も、華きや奢しやな四肢も、全すべてが美麗。全てが幻想的。

　何よりも少年は、少女の瞳ひとみに魅入られていた。

　毒々しいとも思える、朱色に染まる少女の瞳。

　その妖よう艶えんな瞳を、少年は純粋に、美しいと思った。

「……貴様が、私のマスターか？」

　先に声をかけてきたのは、少女からであった。

「……ああ、そうだ。名前は、ディケンズ」

　陶酔感を振り払い、毅き然ぜんとして少女に答えた。もしこの少女が、ディケンズのパートナーになるならば、弱気な態度を見せてはいけないと考えたからだ。

　ディケンズは、先日任務で失った〈幻想戯曲〉の代わりを見つけるため、所属するアーネスト図書館の書架を調べ……その時、一冊の〈幻想戯曲〉を見つけた。

　題名は、『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』。

　魔物を統すべる、最強の魔女──魔姫、ヴィオラの物語が刻まれていた。

　自分でも気づかない内に、その物語に惹ひかれていたのだろう。ディケンズは思わず、その物語を口にしていた。

　そして、何な故ぜか、ディケンズは『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』と契約を結んでいた。召喚する対象を克明にイメージしなければ、契約は成立しないというのに。

「お前が、『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』の魔姫、ヴィオラ・ノヴァーリスだな」

　少女──ヴィオラの眉まゆが、ぴくりと動いた。

「だったら、まずは本の中に戻れ。それから、お前を俺の正式な〈幻想戯曲〉として申請──」

　不意に、ヴィオラに喉のど輪わを絞められ、ディケンズの体が宙に浮く。

「が……っ！」

「貴様に、二つ言いたいことがある。一つは、私にお前、などと無礼な呼び方をするな。二つは、私に命令をするな。私は、私の意志のみで動く」

「……分かってるのか。俺は、お前の契約者だぞ……！」

「だから、何だ？」

　ディケンズは、ヴィオラの言葉に目を見開いた。

「それは、貴様が死ねば、私もこの世から消える、という警告か？　ならば、無意味だ。他者の言葉に縛られるくらいなら、私は喜んで死を受け入れる」

　ヴィオラの紅あかい瞳ひとみ。その瞳は、殺意を燃やすように、爛らん々らんと輝いている。

　ヴィオラは、ディケンズの沈黙を肯定と受け取ったらしい。手を離した。

「何故だか、体が重いな。貴様、私に何かしたか？」

「……それは分からない。ただ、俺は正式な契約のプロセスを経ず、お前……君を召喚した。もしかしたら、そのせいかもしれない」

「厄介なことをしてくれたな。これでは、満足に戦うことも出来ないではないか」

「戦うって、何のために戦うんだ。ここは君がいた世界じゃない。戦うべき敵なんて、何ど処こにもいないだろう。戦う理由なんてないはずだ」

「理由ならあるさ。夢を叶かなえるためだ」

「……夢？」

「どんな世界だろうが、私の夢は変わらない。その夢のために、私は無尽蔵の魔力を手に入れ、無数の魔術を会得したんだ」

　ディケンズは、『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』の物語を思い出す。

　ヴィオラは、魔姫になる前は、ただの魔女だった。何もないところに火を熾おこしたり、水を生んだり、その程度の魔術しか使えない少女だった。

　だが、執念とも呼べるヴィオラの夢が、彼女を魔姫にさせた。

　何度も、苦痛に身を捩よじらせた。何度も、死の淵ふちに立たされた。──それでも、ヴィオラは魔術を求めた。

　そして、ヴィオラは至高の魔女になり、魔物を統すべる魔王──魔姫になった。

　全すべては、ヴィオラの夢のため──

「……君の夢とは、一体──？」

　ディケンズは、ヴィオラの夢を知っている。

　それでも、彼女の口から、聞きたかった。

「……魔術は、自然界では起こりえない現象を創つくる力だ。他ほかの魔術師は、魔術を文明の進化のために使ったが……私は違った」

　ディケンズの思いに応こたえるように、ヴィオラは語る。

「魔術は、人間では太刀打ち出来ない魔物を屠ほふるほどの力を持つ。……ある日、ふと、疑問に思った。果たして、魔術を極めた人間は、どれほど強いのだろうと」

　恐らく、ヴィオラのような疑問を持った人間も、今までいただろう。

　だが、大抵の人間は、その疑問を忘れる。魔術による争いを無益なものと捉とらえ、意味なく破壊することを厭いとう。

　しかし、ヴィオラは忘れなかった。

　あまりにも邪悪な疑問だったが──ヴィオラは本気で、その疑問に答えを出そうとした。

「だから、私は魔術を極め、魔物を殺し尽くした。だが、気づいた時には、私は魔物の王になっていた。私を超える魔物は存在しない。ならば──残るは、人間だけだろう？」

　さも当然のように、ヴィオラは言う。

「もしかしたら、私のような狂想に駆られた人間がいるかもしれない。そいつは、私を超える存在かもしれない。そんな強者を殺し、万物の頂点に立つ。それが私の夢だ」

　あらゆる生物を殺し、己の強さを証明する。

　生物最強。普通の人間なら一笑に付す、邪よこしまな夢。

　だが──ディケンズは、そんなヴィオラを、美しいと思った。

　どんなに歪ゆがんでいようが、それはこの世で、ただ一人しか辿たどりつけない境地。

　ディケンズは、そんな夢を抱くヴィオラに、敬慕の念を抱いたのだ。

「故ゆえに、私はこの世に覇道を敷く。私が武の顕現者となり、最強を証明するために」

「……もし、人間も殺し尽くした後は、どうするんだ？」

「決まっているだろう。誰だれもいなくなった世界で、大声で笑うさ」

　ぎらつく眼光のまま、ヴィオラは笑う。

　それは決して、優しい笑みではなかったかもしれない。

　それでも、ディケンズにはその笑顔が蠱こ惑わく的で──その一瞬が、永遠に思えた。

　ディケンズが我に返った時、ヴィオラは背を向け歩き出していた。

「何ど処こに行くんだ」

「手始めに、この建物にいる人間でも殺す。その次は、この大陸だ。人間を殺し回っていれば、私と実力が拮きつ抗こうする人間と出会えるかもしれないからな」

　それは、凶行と言う他ほかない行為。だが、ディケンズは彼女を、止めようとしなかった。

　たとえ歪いびつな夢だったとしても、ヴィオラの夢を、叶かなえさせてあげたいと思ったのだ。

「何をぼーっとしている、貴様も来い」

「……俺、も？」

「貴様は私の契約者だからな、傍そばを離れられると面倒だ。嫌だ、とは言わせんぞ？」

「……あ、ああ、分かったっ！」

　ディケンズは『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』を抱えながら、ヴィオラの隣に並ぶ。

「……気色悪い男だな。何な故ぜ笑っている？」

　ヴィオラに指摘されても、ディケンズは浮かべた笑みを消すことは出来なかった。

　……だが、ディケンズとヴィオラの別れは、あまりに早く訪れた。

　アーネスト図書館の館長であるディケンズの父親が、アーネスト図書館に蔵書されていた『光を愛せざる者メフイスト』と契約し、『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』の契約を破棄させたからだ。

　ディケンズにお咎とがめはほとんどなかった。〈古典クラシカル〉である『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』のことは公おおやけに出来なかったし、ヴィオラと契約したのは事故だと片付けられたからだ。

　ディケンズは、歪いびつな笑みで夢を語る少女のことを、忘れることが出来なかった。月日が経たとうと、その想おもいが霞かすむことはなく──もしかしたら、再びヴィオラに会えるかもしれないと思った。

　ディケンズは、アーネスト図書館の館長の息子だ。そのため、〈古典クラシカル〉について様々な情報を入手することが出来た。

　そして、『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』が極東の小さな島国の幻想図書館に蔵書されていること、『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』は『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』という〈古典クラシカル〉があって初めて、その真価を発揮出来ることを知った。

　十四年という長い歳月だったが、空っぽだったディケンズの心に、ヴィオラともう一度会えるという希望が芽生えた。

　ある日、ディケンズは以前から練っていた作戦を、決行した。

　まず、アーネスト図書館から『光を愛せざる者メフイスト』を盗んだ。父親である館長は、ディケンズに多大な信頼を寄せていたため、『光を愛せざる者メフイスト』と契約するのは、難しいことではなかった。

　次に、ディケンズは『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』が蔵書されているウォレス図書館へ向かい、内通者を使い、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』と数冊の〈幻想戯曲〉を盗み出した。

　この時点で、アーネスト図書館の一握りの司書は、〈古典クラシカル〉を盗んだのはディケンズだと気がついていたはずだ。だが、公にしなかった。

　これはディケンズの憶測だが、幻想司書が他国の幻想図書館を襲うなど、前代未聞の事件だ。そのため、アーネスト図書館で内密に解決しようとしたのだろう。

　そして、ディケンズは『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』を奪うために日本を訪れたが、ここで障害が生じた。

　ディケンズを捜し出したアーネスト図書館の司書が、ディケンズを殺害しようとしたのだ。〈古典クラシカル〉を強奪した事件の真相を、闇やみに葬るために。

　ディケンズは、司書の〈幻想戯曲〉は、『光を愛せざる者メフイスト』の能力アビリテイで無効化した。

　しかし、ディケンズを殺すことは不可能と判断した司書が、〈古典クラシカル〉だけでも回収するために、ディケンズの〈幻想戯曲〉を奪い去ったのだ。

　ディケンズは司書を捕まえ、何とか〈幻想戯曲〉を取り返すことが出来た。──ただ一冊、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を除いては。

　司書が逃亡の途中、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を落としたのか、それとも隠したのかは分からない。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』が桜さくらヶが丘おかの何ど処こにあるか、情報は皆無だった。

　そのため、ディケンズは桜ヶ丘の人間に〈幻想戯曲〉を渡し、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を見つけ出そうとした。一秒でも早く、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を見つけるために。

〈幻想戯曲〉と契約させる人間には、「『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を回収すれば、〈幻想戯曲〉を与える」という条件を提示した。リスクは高かったが、『光を愛せざる者メフイスト』の能力で『契約破棄すれば〈幻想戯曲〉に関する記憶を忘れる』というルールを付与することで、ある程度のフォローはした。

『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を捜し出すという作業は骨が折れると思ったが……意外な形で、迅速に見つけることが出来た。

　桜ヶ丘の高校生が、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』と契約したのだ。





　◇





「……くそっ。こいつ、いきなり黙りやがって」

　うなだれるディケンズを忌いま々いましく見ながら、龍りゆう斗とはフロアを駆け回る。

　建物に響く轟ごう音おんは、すぐ近くから聞こえた。ならば、アイリスはこの階にいると思うのだが。

　その時、龍斗は異形の群れに気づき、足を止めた。

（もしかして、これがヴィオラの能力……!?）

　だが、すぐに龍りゆう斗との意識は、魔物の傍そばにいた二人の少女に移った。

　龍斗の目に映るのは、愉快そうに笑うヴィオラと、剣を構え突進するアイリスの横顔。

　迎撃するように、ヴィオラの鋭い廻まわし蹴げり。直撃し、アイリスは吹き飛ばされる。

「っ！」

　慌てて、龍斗はディケンズを投げ捨て、走る。

　背後のガラスの壁を突き破るアイリスを追うように、建物の外に身を投じた。

「アイリス──っ！」

　勢いをつけて飛び出したからだろう。手を伸ばせば顔に触れることが出来るほど、アイリスとの距離は近い。

「しがみつけ！」

「っ！　はい！」

　龍斗の言葉に、アイリスは龍斗の首に腕を回す。

　龍斗はアイリスをしっかり抱きかかえながら、地上を見定め──そのまま、着地。

「[image: ][image: ]っ！　痺しびれた……！」

　怪け我がこそないものの、びりびりと足に震えが残る。

「アイリスっ、大丈夫……か？」

　はて、と首を傾かしげる。アイリスは、夢心地のように、ぽーっと龍斗を見つめている。













　やたらアイリスの顔が近いと思ったが、考えてみればアイリスを抱き上げている状態だった。途端に龍りゆう斗とは照れくさくなり、アイリスを降ろす。

「……っ！　は、はい。ありがとうございます、リュート」

　アイリスが呟つぶやいた時だった。

「龍斗、アイリス！」

　息を切らしながら、エミリが戻ってきた。ショッピングモールから落下する龍斗とアイリスを見かけたのだろう。

「さっき、京きよう香かから連絡があったの。話したいことがあるから、龍斗のアパートに来てくれって」

「お、俺のアパート？　でも、ヴィオラを放っておく訳には──」

「話ってのは、そのヴィオラについてよ。……何でも、たった一つだけ、ヴィオラの能力アビリテイを止める方法があるらしいの。聞いといて、損はないと思うわよ？」

　アイリスが、目を見張る。

「……リュート、今はエミリの言葉に従いましょう。私達だけでは、ヴィオラを倒すことは出来ません」

　有無も言わせないような、アイリスの口調。

　その言葉は、ヴィオラの実力を間近で見た人間だからこその、重みがあった。

「あ、ああ、分かった。……でも、アイリスとエミリは先に行っててくれ。俺は、戻らなきゃいけないから」

「戻る……？」

「この事件の黒幕を、放り出したままだからな。エミリ、アイリスの応急処置、頼んだぞ」

「……っ！　待ってください、リュート──！」

　アイリスの声を背に受けながら、龍斗はショッピングモールの中に入る。

　階段を駆け上がり、四階に辿たどりついた時、龍斗の前に石せき斧ふを持った亜人が立ち塞ふさがった。

　緑色の肌に、筋骨隆々の体たい躯く。一見、顔つきは人間に似ているが、爛らん々らんと光る眼めが人外であることを物語っていた。

　龍斗は初めて敵対する人外の生物に一瞬怯ひるむが、すぐに亜人を一刀のもとに伏せる。亜人は絶命した後、光の粒子となり消えた。

　龍斗が魔物達を斬きり倒しながら、ディケンズを捜す。どの魔物達も、大したことはない。動きは鈍重で、一撃で倒すことが出来る。

「……その言葉は本当か？　ディケンズ」

　その時、魔物の鳴き声に混じって、ヴィオラの声が聞こえた。

「ああ。間違いないと思ってくれていい。私は、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』と『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』のことなら、誰だれよりも知っている。過去の文献から調べた、確かな情報だ」

「……もっとも、貴様が危き惧ぐするような事態に陥るとは思えないがな。あの腑抜けた英雄が、再び私に刃を向けるなど、考えただけで癪しやくに障る」

　声を辿たどるように駆け回り、ようやく見つける。魔物が龍りゆう斗との行く手を遮るその先に、座り込むディケンズと、それを見下ろすヴィオラがいた。

「それで、これから貴様はどうするつもりだ？」

「……それなら、もう決めてある」

　今まで見たことがないような、ディケンズの穏やかな笑顔。

「私を殺してくれ、ヴィオラ。君に殺されるなら、本望だ」

　その言葉に、龍斗は耳を疑った。

（殺してくれ、だと……!?）

「……嬉うれしいぞ、ディケンズ。何も聞かずとも、私の意志を汲くみ取ってくれるとはな。その忠義を称たたえ、愛めでるように貴様を殺してやる」

　ヴィオラはディケンズに手を伸ばし──間一髪、龍斗はディケンズの許もとに行き着いた。

　龍斗はディケンズの肩を担ぎ上げ、ヴィオラから逃げるように階段を目指す。

「……何のつもりだ」

「勝手に死ぬんじゃねえよ！　お前には、聞きたいことが山ほどあるんだ！」

　苛いら立だちが感じ取れるディケンズの言葉に、龍斗は怒声で返す。

　龍斗が振り返ると、不快そうな顔をしたヴィオラが、こちらに魔力の塊を放つ姿が見えた。幸いにも、周りにいる魔物が壁になり、龍斗には届かない。

「それに、お前は罪を償う責任がある！」

「私は、死を選んだんだぞ？　これ以上の贖しよく罪ざいがあるのか？」

「そんなの、自分の罪から逃げてるだけじゃねえか！　贖罪でも何でもない、ただの自己満足だ！　そんなずれた考えに酔ってんじゃねえよ！」

　龍斗は片手に握ったベオウルフで魔物を切り伏せながら、進む。

「それに、借りって訳でもないけど、お前を助ける理由が一つだけある。お前、〈幻想戯曲〉を暴走させた時、人がいない場所を選んだだろ。あれは、一般人の犠牲を出さないためじゃないのか？」

　ディケンズにとって、〈幻想戯曲〉を暴走させたのが、桜さくらヶが丘おか図書館を混乱させるためなら、場所など何ど処こでも良かったはずだ。

　それでも、ディケンズが人気のない場所を選んだのは……一般人を、〈幻想戯曲〉に巻き込ませたくなかったからではないか？

「だから、俺はお前に死んで欲しくない。たった一つだけど、お前の良いところを見つけちまったからな」

「……私が死を受け入れようとした理由を、話してやる」

　突然のディケンズの言葉に疑問を覚えながらも、龍りゆう斗とは耳を傾ける。

「ヴィオラは、力のない者が生き残ることを、何より嫌う。そのヴィオラの意志を知り、傍ぼう若じやく無ぶ人じんに生きるなど、彼女を侮辱することに他ほかならない」

　非常階段まで辿たどりついた時──龍斗は、見た。

　龍斗を嘲あざ笑わらうように、歪ゆがんだ笑顔を浮かべるディケンズを。

「私の想おもいを穢けがすな、少年」

　ディケンズが、真横に手を伸ばす。

　その先には、防火用シャッターのスイッチ。

「っ！」

　気づいた時には、遅かった。ディケンズは龍斗を振り払い、二人の間にシャッターが降りる。

「おい、何考えてんだ！」

　龍斗はシャッターを切断しようと、ベオウルフを掲げ、

「それと、君は思い違いをしている。君は、私が桜さくらヶが丘おかの人間を思って街中で〈幻想戯曲〉を暴走させたと考えているようだが、それは誤りだ」

　シャッターの向こうから返ってきた言葉に、思わずその手を止めた。

「私が、人がいない場所を選んだのは……ヴィオラのためだ」

「……なん、だと──？」

「街中で〈幻想戯曲〉を暴走させれば、より一層、桜ヶ丘図書館は対応に追われることになっただろう。だが、ヴィオラはいずれ、人類を殲せん滅めつする魔姫だ。ならば、私が彼女の獲物を先に手にかけるのは、不徳というものだろう？」

　龍斗は、全身から血の気が引くのを感じた。

　だが、数瞬後、目眩めまいがするほどの熱に襲われる。

　頭も、体も、全身が、狂いそうになるほど熱い。

　そして、認めたくないことだが──その言葉に、心を痛める、自分がいた。

「てめえ……！」

「だが、愚直なほど純粋な君に、一つだけ良いことを教えてやろう」

「黙れっ！　誰だれがお前なんかに──！」

「一人でも多くの人間を助けたいと思うなら、アイリスを殺せ」

　その言葉に一瞬、体を支配する熱を忘れた。

　アイリスを、殺せ……？

「……それは、どういう意味だ」

　だが、ディケンズはその言葉に返すことなく、

「……嗚あ呼あ、ヴィオラ。ようやく来てくれたか」

　恐らくは、シャッターの先にいるヴィオラに話しかけた。

「先程も思ったが、気色悪い男だな、貴様は。今から死ぬというのに……何な故ぜ笑っている？」

　その何気ない言葉のどこがおもしろかったのか、ディケンズの快活な笑い声が聞こえた。

「冗談を口にしたつもりはないんだが、そこまで笑われると、妙に不愉快だな」

「いや、すまない。気にしないでくれ。……死ぬ前に、君に一言伝えたいことがある」

「……人間だろうと、貴様には私をこの世界に召喚した恩がある。辞世の句ぐらいなら、聞いてやるぞ？」

「そんな大層なものじゃないさ」

　シャッターの向こうから、深呼吸をする音が一つ、聞こえた。

「ヴィオラ。僕はこの世界で、誰だれより君を愛している」

「……馬ば鹿かな男だな」

　それから、永遠とも思える沈黙の後──骨が折れるような、鈍い音がした。

　静寂が戻っても、龍りゆう斗との耳の奥では、その不気味な音がいつまでも木こ霊だましている。

「──あああああああ！」

　龍斗は喉のどが焼き付くほど叫びながら、力任せにシャッターに拳こぶしを叩たたきつけた。

　果たして、その叫びはディケンズへの怒りからか、彼の死を悼いたんだからか。それは、分からなかった。




「──ウォレス図書館に、影に同化できる〈幻想戯曲〉があるって知ってたけど、まさかディケンズが盗んでたなんてね。確かに、あの〈幻想戯曲〉なら、桜さくらヶが丘おか図書館に忍び込むことも出来るかも」

「……他ほかの司書に〈古典クラシカル〉の存在を隠していたことが、仇あだとなりました。厳重に管理されていたとはいえ、『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』が奪われたことに、誰だれ一人気づけなかったんですから」

　悔しそうに、京きよう香かが視線を落とす。

　龍斗が自分のアパートへ戻ると、既にアイリスとエミリは京香と合流していた。

　ディケンズのことは、既にみんなに伝えていた。その時は重々しい空気が流れたが、今は目の前の問題を解決すべきだと、こうして情報交換をしているのだ。

「ですが、だからこそ、私達桜ヶ丘の司書は、ヴィオラを止める責任があります。……しかし、桜ヶ丘図書館の司書が総力をあげても、ヴィオラを倒すのは難しいです」

「それは早まり過ぎなんじゃないか？　確かにヴィオラの魔術は化け物じみてるけど、戦ってもないのに諦あきらめるなんて」

「戦略的見地から見た妥当な判断、ですよ。何せ、ヴィオラは過去に召喚された時、数十人という司書を殺害したという記録が残ってるんです。……今のアイリスさんと同じ、不安定な状態にも関かかわらず、です」

　ひりつくように、部屋の空気が張り詰めた。

「ですから、現在司書はヴィオラと戦闘することは避け、立ち入り禁止区域に包囲網を張っています。魔物一匹、外に出さないために」

「でも、ヴィオラは魔物を無尽蔵に出せるんだぞ。持久戦になったら、こっちが不利だ」

「だからこそ、桜さくらヶが丘おか図書館は、ヴィオラへの対策を立てたんです」

　しかし、と京きよう香かは言葉を続ける。

「それを話す前に、〈古典クラシカル〉について説明させてください。『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』について話すには、〈古典クラシカル〉の補足は必要ですから」

「──っ」

　確かに、〈古典クラシカル〉は多くの謎なぞを残した存在だ。しかし、まさかこの場で、京香に〈古典クラシカル〉の詳細について語られるなんて。

「〈古典クラシカル〉は、ある一人の魔術師が作った、全すべての〈幻想戯曲〉の根源なんです」

「……どういうことだ？」

「本来、魔導書グリモワールは伝説上の存在で、神秘を起こすことが出来るものは、わずかしかありません。それなのに、どうして〈幻想戯曲〉だけこんなにも多く確認されているか、考えたことはありませんか？」

　その問いは、以前時雨しぐれが語った言葉に似ていた。

　明確化されたルールや、〈幻想戯曲〉という一つの魔導書グリモワールのカテゴリー。時雨はそれを、異常だと断言していたが……。

「結論から言えば……〈幻想戯曲〉には、製作法が存在していました。だから、他ほかの魔術書に比べ、比較的製作が簡単なんです」

「じゃあ、〈幻想戯曲〉はどうやって作られ──」

　その時、ある思考が龍りゆう斗との中で、閃ひらめいた。

　京香が言った、二つの言葉。〈幻想戯曲〉の根源と、〈幻想戯曲〉の製作法。

　そこから導き出される答えは──

「……〈古典クラシカル〉は、全ての〈幻想戯曲〉の原典ってことか」

　だから、〈幻想戯曲〉は、こんなにも多くの数がある。〈幻想戯曲〉は、〈古典クラシカル〉を複製した魔導書グリモワール──写本だから。

〈古典クラシカル〉が規格外なのも頷うなずける。〈古典クラシカル〉が〈幻想戯曲〉の原典である以上、〈幻想戯曲〉のルールに当てはめようとするのが、そもそも間違っていたのだ。

「その通りです。もっとも、複製されたのは物語ではなく、〈幻想戯曲〉としての機能ですけどね」

「なるほど。だから、〈幻想戯曲〉ってルールが統一されてたのね。そっちの方が、模造品として大量に作りやすいから。……って、何よ。〈古典クラシカル〉について知ってるなら、もっと早く教えてくれれば良かったのに」

　エミリが、むすっとする。どこか、京きよう香かに隠し事をされて拗すねているように見えた。

「すみません、エミリさん。〈古典クラシカル〉については、私も先程父親に電話で知らされたんです」

「……別にいいわよ。それより、時間がないんだから、先をお願い」

「〈古典クラシカル〉は〈幻想戯曲〉を解明する貴重な資料として、幻想図書館は保管していました。……ヴィオラが危険な思想を持っていることは、分かっていました。それでもなお、桜さくらヶが丘おか図書館が『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』を管理していたのは、そのためです」

　アイリスが、不思議そうに首を捻ひねる。

「ヴィオラが人類を脅かす存在だと知りながら、桜ヶ丘図書館は『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』を廃棄しなかったのですか？」

「はい。『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』を廃棄すれば、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』は本来の力が発揮されない可能性があったからです」

　突然『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の話に移り、龍りゆう斗とは姿勢を正す。

「『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』と『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』は、物語を共有した〈幻想戯曲〉です。そのため、この二冊は相互関係にあり、片方が廃棄されれば、片方も不安定な状態になることが想定されていました」

「『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』と『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』が、物語を共有した〈幻想戯曲〉ですって……!?」

　アイリスとエミリが、驚きに顔を染める。

　龍斗は、そのことはディケンズから聞いていたため、動揺はしない。

　だが、その後の京香の言葉に、嫌な胸騒ぎを覚えた。

　……片方が廃棄されれば、片方は不安定な状態になる──

「私の父親は今のアイリスさんの状況を知り、その仮説は正しかったと判断しました。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』だけの契約は、『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』がこの世から失なくなったと仮定された契約になる……そう、考えたんです」

　胸騒ぎが、ぞわぞわと広がる。

　龍斗の立てた仮説が、次第に確信へと変わっていく。

　願わくば、真実であって欲しくない確信へと。

「不完全な召喚をしたアイリスさんの特徴は、以下の通りです。実力の半分しか力が出せない。本の中へ戻ることが出来ない。契約破棄が出来ない。そして──」

「待ってくれ」

　体を蝕むしばむような不安に耐えきれず、京香を止めた。

　アイリスとエミリは青あお褪ざめた顔をする龍りゆう斗とに気づき、訝いぶかしげな視線を送る。

「……まさか。桜さくらヶが丘おか図書館が立てたヴィオラの対策って──」

　拳こぶしを固く握る。そうしないと、声が震えて、言葉にならない気がして。

　龍斗は意を決して、ゆっくりと口を開く。

「『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を、廃棄することじゃないよな？」

　その言葉は、疑問ではなく、哀願。

　否定して欲しかった、くだらない妄想だと、笑い飛ばして欲しかった。

　だが、

「……はい。その通りです」

　京きよう香かの答えは、龍斗の儚はかない期待を、切り裂いた。

　龍斗の目に映るのは、唇を固く結んだ京香。表情を固まらせるエミリ。

　そして、呼吸をすることさえ忘れ、瞠どう目もくするアイリスだった。

　エミリが、ゆっくりと口を開く。

「……じゃあ、さっきの『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』と『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』が、相互関係にあるって説明は──」

「『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』が廃棄されれば、ヴィオラが不安定な状態になると、理解してもらうためです。……能力アビリテイを使いこなせない、今のアイリスさんのように」

　──一人でも多くの人間を助けたいと思うなら、アイリスを殺せ。

　龍斗は噛かみ締めるように、ディケンズの言葉を思い出す。

　ディケンズが言っていたのは、このことだったのか……！

「でも、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を廃棄しても、ヴィオラが不安定な状態になるとは限らないわ。ヴィオラはもう、召喚されてるんだから」

「その可能性はあります。……しかし、やる価値は十分あると、私の父親は判断しました。〈古典クラシカル〉一冊失うだけで、数万という人達を、もっと遠くへ退避させることが出来るんですから」

　エミリは、ぐっと息を呑のみ、

「……そう、ね。確かに、私でも同じことを考えるわ。〈幻想戯曲〉より一般人を優先するのは、幻想司書として当然の倫理だもの」

　弱々しい声で、同調した。

「……アイリスさん。理解してくれますか？」

「……私は──」

　それから先、アイリスは言葉にしなかった。賛同もしなければ、拒絶もしない。

　迷っているのだ。自分自身を犠牲にして、桜ヶ丘の人達を助けることを。

「もちろん、直接アイリスさんを手にかけることはしません。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を廃棄するだけで、ことは済みますから」

　京きよう香かは、龍りゆう斗とを見る。その京香の瞳ひとみは、不安げに揺れていた。

　京香が胸の内に秘める感情なんて、聞かなくても分かる。京香だって、こんな理不尽な頼みごとをするなんて、苦しいだろう。

「……」

　胸のホルダーから、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を取り出す。

　不安、緊張、葛かつ藤とう。様々な感情が入り混じった視線が、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』に注がれる。

「……俺は」

　龍斗は、その視線を振り切るように、

「俺は、嫌だ」

『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を開いた。

「ベオウルフ──！」

　アイリス達が息を呑のむなか、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』から光の粒子が溢あふれる。

　龍斗はベオウルフを召喚すると、アイリスの手を引き、ベランダに出た。

「リュート……っ！」

「龍斗っ！」

　エミリの焦燥に満ちた声に、龍斗は立ち止まる。

「龍斗の気持ちは、痛いほど分かるわ。私だって、龍斗と同じ思いだもの。でも、あなたの自分勝手な行動で、桜さくらヶが丘おかの人達を殺す気なの!?」

「そんなこと、絶対にさせない」

「だったら──！」

「でも、アイリスを見殺しにするなんて、俺には出来ない」

　自分勝手なのは、分かっていた。

　でも、アイリスが犠牲になることを認めたら……きっと、龍斗は一生、自分を許さない。

「だから、俺とアイリスが、ヴィオラを倒す」

　エミリと京香の顔が、驚きに染まった。

「そんな……ヴィオラは、桜ヶ丘図書館が司書を総動員しても勝てないと判断した〈幻想戯曲〉ですよ!?　龍斗さんとアイリスさんだけで倒すなんて……！」

「もしかしたら、無理かもな。でも、指をくわえてアイリスの死を受け入れるくらいなら……俺は、傷だらけになっても、アイリスと一緒に戦いたい」

　龍斗はアイリスと一緒にベランダから飛び降り、ヴィオラが召喚されたショッピングモールを目指す。

　エミリと京香が追ってくる気配は、ない。

「後悔する前に、聞いておくけど……アイリスは、どうしたい？」

「……私は──」

　龍りゆう斗とに手を引かれながら、アイリスは力ない声を零こぼした。

「まだ、迷っています。私一人が犠牲になれば、桜さくらヶが丘おかの数万人の人達は助かります」

　アイリスは、ぎゅっと龍斗の手を握る。

「でも、死ぬことは、怖いです。エミリやユキ、リュートがいる世界から消えることが、すごく怖い。だから、リュートの想おもいは、嬉うれしいです」

「だったら、俺と戦ってくれるか？」

　だが、アイリスはその言葉には答えなかった。分かっているのだろう。龍斗とアイリスが挑むには、ヴィオラは強大すぎる相手だと。

　代わりに、アイリスは、龍斗に問い返す。

「どうして、リュートはそこまでして、私を守ろうとしてくれるのですか？」

「……えっ？」

「私が一秒でも長く生きることは、一秒でも長く桜ヶ丘の人達を危険に晒さらすことになります。それなのに、何な故ぜ……」

　そんなの、答えは決まっている。誰だれかを見殺しにするなんて、嫌だからだ。

　でも……改めて問われると、言葉に詰まってしまう。

　ドロシーを助けた時も、時雨しぐれを助けた時も、死んで欲しくないという一心で、彼女達のために戦った。

　でも、アイリスを助けるというこの決意は、きっと、その想いとは少し違う。

　アイリスに死んで欲しくない。その思いの延長線上には、アイリスと一緒にいたいという願いがあって──

「……アイリス、言ったよな。魔術は、魔力を実体化させる術だって」

　その考えを振り払う。今は、ヴィオラを倒すために、最善を尽くすべきだ。

「じゃあ、その魔力が失なくなれば、ヴィオラは魔術を使うことが出来ない。違うか？」

「……その通りです。魔力は有限であり、魔術を使えば消費されるものです。ですから、魔力が空になれば、魔術は使うことが出来ません」

　ならば、ヴィオラを持久戦に持ち込み、魔力を消耗させれば、あの無敵の障壁も──

「ですが、ヴィオラを相手に、それは期待出来ません」

「……えっ？」

「ヴィオラが、断章フラグメントで宝石のようなペンダントを召喚したのを覚えていますか？　あれは、私の世界では魔石と呼ばれるもので、使用者に無尽蔵の魔力を供給することが出来ます」

「それって、つまり──」

「ヴィオラは、あの魔石がある限り、半永久的に魔術が使えるということです」

　龍斗は、その言葉に、思わず足を止めかける。

　ということは、ヴィオラの魔力を枯渇させることは、不可能ということか？

「いや、待ってくれ。じゃあ、その魔石を壊せば、ヴィオラは魔術が使えなくなるということか？」

「……少なくとも、魔石からの魔力の供給は、止まります」

　龍りゆう斗とが知る限り、断章フラグメントで召喚されたものが破壊されれば、復元するのに数十分の時間が必要だ。

　ならば、その間なら……龍斗達の剣は、ヴィオラに届くかもしれない。

　しかし、ヴィオラだって、その欠点は気づいているだろう。見え透いた戦法が通用するほど甘い相手でないのは、龍斗だって理解している。

　……だが、出来る、出来ないなど、問題ではない。

　桜さくらヶが丘おかのみんなを守り、アイリスと一緒にいるためには、やるしかないのだ。




　アイリスは、とりあえず龍斗の言葉に従うことにしたようだ。アイリスの手を離しても、龍斗の後をついてくる。

　だが、龍斗がアイリスと一緒に、市街地に入った時、魔物の集団に遭遇した。

　魔物の種類は、ショッピングモールで龍斗が出会った亜人と同じようだ。一つだけ違うのは、銅で出来た鎧よろいを身に纏まとっていることのみ。

「……っ」

　数は、数十といったところか。周りに人影がないところを見ると、この軍勢を迎撃する司書はいないようだ。

「こいつらを外に行かせたらまずい！　出来るだけ倒しながら行くぞ！」

「はいっ！」

　龍斗とアイリスは、魔物の集団に飛び込む。鎧で守られていない首筋に的確に刃を当て、切り伏せていく。

　数は多いが、所しよ詮せんは烏う合ごうの衆。龍斗とアイリスの敵ではない。

　龍斗とアイリスが亜人の軍勢を倒した、その時、

「司令長に伝達。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の契約者を見つけた。どういうことだ？　桜ヶ丘図書館が『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を廃棄する意思は、京きよう香かが話したんじゃないのか？」

　若い男性の声。そちらを向くと、数メートル先に、小型マイクに話しかける男性がいた。手に持つのは、十文字の槍やり。

　桜ヶ丘の司書だ。察するに、先程の魔物達を迎撃しに来たのだろう。

　男性は、小型マイクに「分かった」と答えると、龍斗に穏やかな眼まな差ざしを向けた。

「そこにいる君、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を渡してくれないか？　……僕も、手荒なことはしたくない。おとなしく言うことを聞いてくれ」

　事情を話せば、引き下がってくれるだろうか。……いや、説得できるとは思えないし、今は一分一秒が惜しい。

「……アイリス、こっちだ！」

　龍りゆう斗とはすぐ右手にあった路地裏に飛び込んだ。アイリスも、その後に続く。

　走りながら振り返ると、司書は龍斗達を追いかけてくる。

　だが、狭い路地裏だ。司書より体格の小さい龍斗とアイリスの方が、自由に動ける。

　司書との間の距離を広げながら、路地裏を出た時、

「っ！」

　数十体という、狼おおかみの集団と、鉢合わせになった。

　毛色は茶、大きさはドロシーの銀狼スピツツと同程度といったところか。

「どけえっ！」

　狼を切り伏せ、ショッピングモールの方角に走る。

　しかし、龍斗達は剣を振るうことで、歩みを緩ゆるめてしまった。

「出来るだけ君を傷つけないよう配慮するが、抵抗するなら多少の傷は覚悟してくれ」

　背後から聞こえる、男性の声。龍斗が振り返ると、司書はすぐ傍そばまで、接近していた。

　どうやら、逃げ切るのは不可能らしい。時間が惜しいが……仕方がない。

「なるべく司書を傷つけないでくれ、アイリス！」

「分かっています！」

　司書は龍斗の膝ひざを狙ねらい、槍やりを突き出す。

　龍斗はベオウルフで槍を払うと、司書を転倒させるために足払いを仕掛け──視界の隅に、龍斗に飛びかかる狼が見えた。

　司書と対たい峙じすることで、魔物にも追いつかれたのだ。

「リュートっ！」

　アイリスが龍斗を守るように、狼に一いつ閃せん。狼は光の粒子となり消える。

　だが、他ほかの魔物の大群は、すぐ傍まで来ていた。

　魔物の軍勢は龍斗達に襲いかかり、混戦となる。

「くそっ！　こんなことをしてる場合じゃないのに……！」

　すぐにでも魔物を倒しヴィオラの許もとへ行きたいが、八方からの攻撃を防ぐのが精一杯だ。しかも、司書は魔物を歯し牙がにもかけず、龍斗だけに矛先を向けている。

　司書は魔物の間を縫うように龍斗に接近すると、足先に狙いを定め刺突。

　遅い。恐らく、致命傷にならないよう、加減しているのだろう。この程度なら、

　直後、龍斗の左肩に感じる、重み。

（えっ……？）

　首を動かす。そこにいたのは、龍斗の肩に喰くらいつく狼。痛みを覚え、龍斗は膝をつく。

　──同時に、

　龍りゆう斗との右みぎ膝ひざに、鋭い衝撃。

「あ、──」

　その刹せつ那な、気の抜けた司書の声。

　龍斗の目に映るのは、自分の膝から生えたように伸びる、鉄の槍やり。

　ずるりと、その槍が抜け、

「────っ！」

　狼おおかみに咬かまれた傷よりも鮮烈な痛みに、仰のけ反ぞった。

　骨を灼やくような熱。体は小刻みに震え、声にならぬ声が零こぼれる。

　司書は、龍斗に喰くらいつく狼を槍で突く。その司書の苦しげな顔が、ぼんやりとしか見えない。

　龍斗が地面に倒れようとし──誰だれかに、支えられた。

　アイリスだ。龍斗を抱き上げ、そのまま駆ける。

　紙一重で魔物の攻撃を避けながら、戦場を抜けた。魔物の対処で手一杯なのか、司書は追ってこない。

　アイリスは司書が見えなくなる場所まで逃げると、足を止め、龍斗に声をかける。

「大丈夫ですかっ！　リュート！」

　──ああ、大丈夫だ。これくらい、なんてことないぞ。

　そう言いたいのに、口からもれるのは、儚はかない吐息だけ。

　膝に触ると、温かい液体が手に絡む。

　今まで見たことがないほどの、出血量だった。傷口は熱いくせに、体は凍えるほど寒い。

　アイリスは、ぎゅっと龍斗を強く抱きしめると、再び走り出す。

　だが、その行き先は、ショッピングモールとは真逆。

「……何ど処こに、行くつもりだ」

「病院です。今は、龍斗の治療が最優先ですから」

　電流にも似た衝撃が、龍斗に走る。

「止よせ、アイリス。……そんなことをしてる時間は──」

「今のリュートに、何が出来るんですか！」

　アイリスの怒声に、龍斗は言葉を失った。

　だが、その怒りは一瞬。

「……今の状態でヴィオラに挑んでも、勝算なんてありません。お願いですから、命を捨てるような無茶はしないでください」

　龍斗の霞かすむ視界では、アイリスがどんな顔をしてるかなんて、分からない。

　でも、その震える声で、懇願するような言葉で……もしかしたら、泣きそうな顔をしてるのかもしれない、と思った。

「……すまん、アイリス」

　でも、治療を受けてる時間なんてない。……だから、

「止血だけ、させてくれ。……それだけで、十分だ」

「ですが、応急処置をするにしても病院に行かなければ……」

「……近くに、由ゆ紀きの家がある」

　由紀が自宅にいるかどうかは、分からない。だが、救急セットはあるだろう。

「今は、一秒だって惜しいんだ。……頼む、アイリス」

「……分かりました」

　アイリスは頷うなずくと、再び走り出す。

　桜さくらヶが丘おかの土地勘なら、龍りゆう斗とには自信がある。アイリスに道を教え、立ち入り禁止区域を出て、由紀の家に着く。

　アイリスがインターフォンを押す。しばらくして、由紀が出迎えた。室内退避の指示を守っていたのだろう。

「アイリスさん？　こんな時に、どうしたん……石いし馬ま先輩!?」

　由紀の顔が青あお褪ざめ、顔に手を当てた……ように、龍斗には見えた。先程よりも視界はぼんやりしていて、由紀の表情が読めないのだ。

「詳しいことを話す時間はありません。何も聞かず、手伝ってくれますか？」

「は……はいっ！」

　アイリスは客間に上がり、壁に背を預けるように、龍斗を降ろす。

　アイリスと由紀が龍斗の服を脱がし、汗と血を拭ふき、傷口に包帯を巻く。

　ベオウルフのおかげで、体の回復速度は速い。流血は、既に止まっていた。

「どうですか？　リュート」

「……大分、楽になったよ」

　強がりだった。膝ひざの痛みは悲鳴をあげたいほど、ずきずきと疼うずく。何より、血を流しすぎたせいで頭が朦もう朧ろうとし、いつ意識を失ってもおかしくない状態だった。

　龍斗はベオウルフを支えにし、立ち上がる。

「無理をしないでください。石馬先輩、顔が真っ青ですよ。今は、ゆっくり休まないと……」

　由紀の言葉を無視し一歩踏み出すが、無様に転倒する。

「石馬先輩っ！」

「……俺には、やらなきゃいけないことがあるんだ」

　拳こぶしを握り締め、もう一度立ち上がる。

「こんなところで、休んでる暇なんてない。早くしないと、桜ヶ丘の人達が……アイリスが……！」

　もしかしたら、ヴィオラの許もとに向かう途中で、気絶するかもしれない。痛みに、絶叫するかもしれない。

　でも、ここで何もしなかったら──アイリスは、いなくなってしまうかもしれない。

　そっちの方が怖い。自分自身が傷つくより、ずっと。

　龍りゆう斗とは、歯に罅ひびが入りそうなほど、強く噛かみ締めながら歩きだそうとし、

　──その寸前、身体からだが、ぬくもりに包まれた。

　アイリスが、龍斗を抱きしめたのだ。

「……アイ、リス？」

「……もう、いいんです」

　アイリスが、優しく、耳元で囁ささやく。

「リュートへの恩返しは、これくらいしか出来ませんけど……許してください」

　その言葉は、果たしてどういう意味なのか。

　龍斗は尋ねようとするが、舌が回らず、言葉にならない。

　心を委ゆだねてしまいたいほどの酩めい酊てい感に、頭の中が真っ白に塗りつぶされていく。

　それでも、夢ゆめ現うつつの中、意識を保とうと抵抗する。

　ここで目を閉じたら──もう二度と、アイリスに会えない気がしたから。

「今まで、ありがとうございました。……さようなら、リュート」

　だが、限界だった。

　龍斗の力が抜けていき、視界が次第に暗くなっていく。

　アイリスは龍斗から離れ、温かさは名な残ごり惜しくも、消えていく。

　龍斗の意識が落ちる、その直前。

　確信はなかったけれど──アイリスは、悲しそうに、微笑ほほえんでいた気がした。





　◇





　アイリスは眠りに落ちた龍斗を、そっと畳の上に寝かせた。

　振り返ると、由ゆ紀きは安心したような、悔しそうな、複雑な顔をしていた。

「……抜け駆けなんて、ずるいですよ。いきなり石いし馬ま先輩を抱きしめるなんて」

「これくらい、許してください。だって──」

　そこで、アイリスは口を閉じた。続きの言葉を言えば、由紀はきっと、自分のことを心配するだろう。

　──だって、リュートに触れるのは、これが最後になるかもしれないんですから。

　アイリスが立ち上がり、客間を出ようとする。

　その行く手に、由ゆ紀きが立ち塞ふさがった。

「何ど処こに行くんですか？」

「お手洗いです。……なんて、つまらない嘘うそを言っても、仕方ないですよね」

　ふっと、アイリスは自じ嘲ちよう気味に笑い、

「戦うべき、相手の許もとへです。……由紀なら、気づいていますよね？　今、桜さくらヶが丘おかが危険な状況なのは、〈幻想戯曲〉が原因だということを。その元凶を、止めに行きます」

「……たった一人で、ですか」

　何かを確信したような、由紀の呟つぶやき。

「……一つだけ、聞かせてください」

「何ですか？」

「アイリスさん。死ぬつもりじゃ、ないですよね？」

　一瞬だけ、アイリスは沈黙した。

「どうして、そう思うんですか？」

「……だって、石いし馬ま先輩を抱きしめた時、アイリスさんは、すごく悲しそうな笑顔をしていましたから」

「それだけ、ですか？」

「それだけです。……違うんですか？」

　アイリスは、答えなかった。……由紀の言葉は、真実だからだ。

　アイリスは確信している。今の龍りゆう斗とと自分だけでは、ヴィオラを倒すどころか、一撃を与えることすら出来ない。

　ならば、アイリスが死ぬ以外に、この街から魔物を絶やす方法はない。

　それでも、ヴィオラに刃を向けるのは、万が一ヴィオラを倒せるかもしれないという希望をかけたから……つまりは、悪あがきだ。

「そんなの、絶対間違ってます」

　由紀は、スカートの裾すそを、ぎゅっと握る。

　アイリスは、その由紀の癖を、誰だれに教えられるでもなく気づいていた。

　不安でいてくれているのだ。自分が、死ぬことに。

「だって、アイリスさんが死んだら、悲しむ人がたくさんいるじゃないですか。石馬先輩も、エミリさんも、私だってそうです」

「……ユキは、リュートの傍そばにいる私のことを、嫌っていたのではないのですか？」

「……全くないと言ったら、嘘になります。でも、アイリスさんと一緒にいて楽しかったというのも、本当の気持ちです」

　由紀は、アイリスの瞳ひとみから目を逸そらさず、言葉を紡ぐ。

「だって、私が好きな小説の話を目を輝かせながら話してくれたり、私の料理のアドバイスを熱心に聞いてくれる女の子は、アイリスさんだけで……そんな女の子、アイリスさんだけなんです」

　次第に、由ゆ紀きは今にも泣きそうな顔になっていく。声だって、震えていた。

　思わず、頬ほおが緩んでしまう。場違いだと思いながらも、零こぼれる微笑ほほえみを、止めることは出来ない。

　だって、アイリスも由紀に対して、全く同じ思いを抱いていたから。

「だから、絶対に行かせません。アイリスさんがいなくなるなんて、嫌ですから」

「ユキの言葉は、すごく嬉うれしいです。……ですが、その言葉は聞けません。私の邪魔をすると言うなら、力尽くでも、押し通させてもらいます」

　由紀が、悲しげに、視線を落とす。

「……どうして、そんなことが言えるんですか？　アイリスさんは、死ぬのが怖くないんですか？」

「怖いですよ。出来るなら、ここから逃げ出したいほど。……でも、それよりももっと、怖いものがありますから」

「……もっと、怖いもの？」

「はい。桜さくらヶが丘おかの人達が、傷つくこと──」

　……いや、違う。













　大勢の人達を守るために、ヴィオラの許もとへ向かおうとしているのは、間違いない。

　だが、それだけではない。アイリスが死を決意した根本の理由は、他ほかにある。

　それは──

「……リュートが、死んでしまうことです」

　一人の少年に生きて欲しいという、感情的なものだった。

「私が今から向かう相手は、途方もないくらい、強いです。リュートと共に戦っても、間違いなく負けるでしょう。……それでも、きっとリュートは、私を守ろうとします。リュートは今まで、そうしてきましたから」

　もし、そうなれば……今度こそ、龍りゆう斗とは、死んでしまう。

「でもっ！　……でも、そんなことをしても、石いし馬ま先輩は喜びませんよ」

「恐らく、そうでしょうね。だからこれは、リュートに生き残って欲しいという、私の自分勝手な想おもい……我わが儘ままなんです」

　こんな言葉が出てくるなんて、アイリス自身、驚きだった。英雄として生きていたアイリスなら、間違っても口にしないだろうに。

（……いや、それも当たり前、か）

　もう、アイリスは、あの頃ころの英雄ではない。

　エミリが、由ゆ紀きが……そして何より、龍斗が変えてくれた。

　龍斗は、精一杯作った料理を食べてくれて。初めて着たワンピースをかわいいと言ってくれて。おしゃべりをしながら一緒に登校してくれて。欲しかった小説を買ってくれて。

　そんな、当たり前だけど、当たり前じゃなかった日々。

　価値さえ知らなかった、普通の女の子としての生き方。それを、龍斗は教えてくれた。

　だからこそ、なのだ。

　そんな龍斗のためだからこそ、躊躇ためらいもなく自らの死を受け入れられる。

　そして、龍斗に生きて欲しいと、心から願うことが出来る──

「……はは」

　そこまで思い、アイリスは小さく笑った。

　──これじゃあまるで、想おもい人びとのために戦地へ赴く、小説の中の騎士みたいだ。

「……ああ、そうか」

　今まで、自らの龍斗への想いに、名前を付けることが出来なかった。

　龍斗が由紀を抱きしめることを想像して胸が苦しかったのも、デートの時龍斗に喜んで欲しかったのも、龍斗との別れを悲しいと思ったのも……全部、理由は分からなかった。

　でも、今、ようやく理解した。

「……ユキ。リュートが目覚めたら、伝えてください」

　それは、あまりに人間らしい感情。

　機械仕掛けの英雄であったアイリスなら、抱くはずもない想おもい。

「あなたは、私が初めて愛した異性でした、と」

　──あまりに純粋な、恋心だった。

「……アイリス、さん」

　呆ぼう然ぜんと、由ゆ紀きは呟つぶやく。

　アイリスは、立ち尽くす由紀の横を通り過ぎ、家を出た。

「……っ！　待ってください──！」

　背後から、由紀の声が聞こえた。その声を振り切るように、アイリスは駆け出す。

　恐怖など、微み塵じんもない。それどころか、決意は先程よりも強くなっている。

　当然だ。愛した少年の死を望む少女が、何ど処こにいるというのか。

　アイリスは、一層強く足に力を込める。

　向かうは──暴虐の魔姫が君臨する、死地。




　ヴィオラがいる場所へは、思った以上に簡単に着いた。

　途中、魔物や司書とも遭遇した。だが、魔物はアイリスの敵ではないし、司書はアイリスを見つけても何な故ぜか捕らえようとせず、魔物の討伐に専念していた。おかげで、無傷でショッピングモールに辿たどりつけた。

　いや……ショッピングモールと言うのは、語弊がある。

　ショッピングモールは既に崩壊し、瓦が礫れきの山になっていた。車ほどの大きさのコンクリートが乱雑に隆起しており、間近で見ると、月を隠すほど巨大だった。

　瓦礫の山の麓ふもとには、異形の大群。山の頂にいるのは、一番星でも探すように、夜空を仰ぐヴィオラ。その手には、光の粒子が溢あふれる『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』。

　おもむろに、ヴィオラがアイリスに視線を移す。

「……私は、幻まぼろしでも見ているのか？　今、私の目には、アイリスが映っているのだが」

「何も間違いはない。私は、お前と刃を交えるために、ここまで来たのだから」

　ふう、とヴィオラは億おつ劫くうそうに息をつく。

「言ったはずだ。貴様は、私の敵に値しないと。……これ以上、私を不愉快にさせるな」

　ヴィオラは魔力の塊を作り、アイリスに向け、放つ。

　魔力の塊はアイリスに疾はしり──剣を抜くと同時に、一いつ閃せん。魔力の塊は二つに分断され、アイリスの背後に消えた。

「ほう。……貴様ら、アイリスには手を出すな。自身の本分を果たせ」

　ヴィオラの命令に、魔物達はその場から散った。

　ヴィオラは、指を鳴らし空間を裂いた。その中に『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』を入れると、瓦礫の山から降りる。

「躱かわすではなく、受けたか。今の魔術の現象が爆発であったならば、剣で触れた瞬間、爆風で吹き飛ばされていたかもしれないというのに」

「殺し合いは、お前が望んでいたことだろう。元より、私は自分の身など案じていない」

　ヴィオラは嬉うれしそうに、喉のどを鳴らし笑う。

「いい顔だ、アイリス。自らの命に関心などなく、目の前の敵を殺すことだけしか考えない、その無機質な瞳ひとみ。ようやく、英雄であった自分を思い出したか」

「……それは違う。私はもう、あの頃ころの英雄ではない」

　確かに、今のアイリスは、英雄であった過去の自分に似ているかもしれない。

　四肢が傷つこうが、髪が魔物の血に染まろうが、死を臆おくさなかった英雄。ヴィオラが、今のアイリスに、孤高の英雄の面影を見るのも頷うなずける。

　……だが、一つだけ、決定的に違うものがある。

「私は、一人の人間のために、ここにいる」

　誰だれか、じゃない。

　アイリスは、龍りゆう斗とのために、剣をとるのだ。

「……よもや、あの機械仕掛けの英雄から、そんな人間らしい言葉が出るとはな。……俄が然ぜん、貴様に興味が湧わいてきたぞ、アイリス」

　ヴィオラは、口の端を吊つり上げる。

「一つ、教えてやる。『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』の物語の中での、私とアイリスの死闘の結末を、貴様は知らないだろう？」

　少しだけ、アイリスの顔が強こわばった。

「結果は……相討ちだった。アイリスは、私と刺し違え、死んだ」

「……」

　その言葉を、アイリスはまるで他人事のように受け入れていた。

　現代に生きるアイリスにとっては、この世界が全すべてだ。ならば、何より重要なのは、龍斗のためにヴィオラと対たい峙じする、この瞬間。

「孤高の英雄は、生きて私を討ち取ることは出来なかったが……今のアイリスが英雄でないというのなら、話は変わってくる」

　ヴィオラが、歪いびつな笑みを浮かべた。

　アイリスは剣を構える。狙ねらうは、首元にかけられた魔石、ただ一点。

「せいぜい、その結末を変えるよう足あ掻がいてみろ」

　ヴィオラが言い終えると同時に、アイリスは地を蹴けった。







第四章　二人の約束








　夢を、見ていた。

　意識は明めい瞭りようで、視覚もはっきりとしている。

　でも、これは夢なのだ。それは、断言出来る。

　だって……隣にいるアイリスの手を握っているのに、感触がまるでないのだから。

「……」

　アイリスが、言葉もなく微笑ほほえんだ。

　それは、英雄であった頃ころのアイリスなら絶対に浮かべない表情。

　優しい笑顔だけじゃない。必死にお菓子作りをするのも、引きつった笑みも、照れたように小説を抱きしめるのも、離れ離れになりたくないと吐露するのも──全すべて、英雄でなくなったアイリスだからこそ、見ることが出来る姿。

　そんなアイリスで良かった。そんなアイリスが良かった。

　しばし、龍りゆう斗とは確かな幸福の中で、気を休める。

　ずっと、このままでいたいと思う。

　魔物を倒すことしか知らない、英雄ではなく。

　何ど処こにでもいるような、何でもない少女。

　そんなアイリスと、一緒に──




「……冷てえ──────！」

　突然、顔全体に感じる冷気。龍斗は弾はじかれたように上半身を起こした。

　呆あつ気けにとられていると、前髪の先から水が滴り落ちていることに気づいた。

「石いし馬ま先輩っ！」

　その声に振り向く。由ゆ紀きが手にするのは、空になったバケツ。

「由紀、お前まさか、俺に水を……！」

「す、すみません！　いくら呼んでも起きないので、最後の手段を使わせてもらいました──だ、大丈夫ですか!?　唇が真っ青になってます！」

「いや、これ由紀のせいだからな？　しかも、ご丁寧に氷まで──」

　そこまで言って気づく。アイリスが、いない。

「由紀！　アイリスはっ!?」

「さっき、出ていきました。必死に止めたんですが、戦うべき相手の許もとに行くと言い張って……」

　戦うべき相手……ヴィオラのことだ。だが、何な故ぜ単身でヴィオラと戦いに行くのか。一人で戦っても勝ち目がないことは、アイリスが一番よく知っているはずだ。

　まさか……アイリスは、桜さくらヶが丘おかの人達のために死ぬつもりなのか。

「ありがとう、由ゆ紀き。俺、行かなくちゃならないからさ」

　龍りゆう斗とはベオウルフを召喚し、身を起こす。

　だが──数歩踏み出したところで、体を支えきれず転倒した。

「……っ」

　頭がくらくらする。傷の深さよりも、血が足りていない方が問題だった。

　龍斗は歯は噛がみすると携帯電話を取り出し、ヴィオラの許もとまで運んでもらうために、エミリに電話しようとする。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を廃棄しようとするエミリが協力してくれるとは思えなかったが、他ほかに手はない。

　しかし、電話が繋つながらない。恐らく、この非常事態に、桜ヶ丘の人達が電話を使用して混雑しているのだ。

　どうやら、自力で歩く以外に選択肢はないらしい。龍斗は歯を噛かみ締めながら、立ち上がり……体が軽くなるのを感じた。

　由紀が、龍斗の肩を担いだのだ。

「……由紀？」

「私が、アイリスさんがいる場所まで石いし馬ま先輩を連れて行きます。場所はどこですか？」

　由紀の家からショッピングモールは、そう遠くない。徒歩で、二十分くらいの場所だ。

　だが、危険すぎる。この周辺と違い、市街地は魔物で溢あふれているのだ。

「無茶をするな、由紀。街には、魔物って化け物がうようよいるんだぞ」

「魔物……？」

　由紀の怯おびえた瞳ひとみ。だが、それも一瞬。

「それでも、私は止やめませんよ。だって、アイリスさんは死ぬつもりで戦いに行ったんです。それなのに、ここで何もしなかったら、アイリスさんを見殺しにすることと、同じですから。……だから、私に出来ることは、全部します」

　由紀は歩き出す。しかし、足取りは頼りなく、いつ転んでもおかしくない状態だ。

　無理もない。華きや奢しやな由紀では、龍斗の肩を担ぐだけでも辛つらいだろう。ましてや歩くなんて、相当の負担がかかっているに違いない。

「それに、石馬先輩はアイリスさんに会わなければいけない理由があるんです」

　家を出て、市街地を目指しながら、由紀は苦しげな吐息混じりに話す。

「アイリスさんが、命を捨てようとしてるのは……石馬先輩の、ためなんですから」

「……俺のため？」

「アイリスさんは、石馬先輩に死んで欲しくないから、たった一人で戦おうとしてるんです。自分より、石馬先輩の死の方が怖いから」

　龍りゆう斗との心臓が、強く跳ねた。

　アイリスが死を賭として、ヴィオラと戦うことは理解していた。

　だが、アイリスは桜さくらヶが丘おかの人達のためでなく──龍斗を生き残らせるために、死ぬというのか。

　その想おもいが嬉うれしくないと言ったら、嘘うそになる。龍斗がアイリスに死んで欲しくないと願うように、アイリスも龍斗に生きて欲しいと思ったのだから。

　だが──龍斗の心を占めるのは、それを塗りつぶすほどの、怒り。

（……あの、馬ば鹿か）

「だから、石いし馬ま先輩はアイリスさんに言わなきゃいけないんです。そんなの、絶対間違ってるって。そうですよね？」

「ああ、勿もち論ろんだ。……頼む、由ゆ紀き」

　だが、正直なところ、由紀の体力がどこまで持つか分からない。まだ住宅地を抜けたところだというのに、由紀の足は、今にも崩れ落ちそうなほど、震えていた。

　不意に、由紀が足を止め、一点を見つめる。

　それは、数メートル先の曲がり角より、突然姿を現した。

　人間離れした緑色の肌。ぜっ、ぜっ、という荒い鼻息。

　魔物だ。石せき斧ふを持った、亜人。

「あれが、魔物……？」

　風に消えてしまいそうな、か細い由紀の声。

　亜人が、由紀に気づいた。舌なめずりをしながら近づいてくるその姿は、まるで捕食者。

「……石馬先輩。剣を貸してください」

　後頭部を殴られたような衝撃。反射的に、乱れた呼吸をする由紀を見る。

「剣を貸してくれって……」

「……私が、あの魔物を倒します」

「なっ……！　馬鹿を言うな！　俺があいつを食い止める、由紀は逃げろ！」

「出来ませんっ！　だって、石馬先輩歩くことも出来ないじゃないですか！　私が逃げたら、アイリスさんも、石馬先輩も死んじゃいます！」

　悲痛な由紀の声が、龍斗の耳じ朶だを打つ。

　龍斗は歯は噛がみしながら、無理やり由紀から離れ、魔物に向かって駆け出した。

「あっ……石馬先輩！」

　体はまるで、鉛のよう。足運びも、予備動作も、全すべてが鈍重。

　故に、龍斗の一撃はやすやすと見切られた。その勢いのまま、地面に転ぶ。

　龍斗の目に映るのは、獰どう猛もうな瞳ひとみで見下ろし、無骨な石斧を掲げる亜人。

　反射的に目を瞑つぶり、両腕で顔を庇かばい、

　……そのまま、数秒が過ぎた。

「えっ……？」

　間抜けな声をもらしながら目を開けると、そこに、亜人の姿はない。

　龍りゆう斗とは、訳が分からない、といった風に首を回し、その場で硬直する。

　アスファルトに刺さる、一本の矢。

　そして、

「……まさか、由ゆ紀きの家に行ってたなんてね。盲点だったわ」

　頭上から聞き慣れた少女の声がした。





　◇





　ヴィオラの手に、魔力で形成された槍やりが現れる。

　そのまま、ヴィオラに突進するアイリスに投とう擲てき。その空気を裂く音は、まるで風が悲鳴をあげているよう。

　アイリスは、槍の軌道からわずかにずれ、速度を落とすことなく突き進む。槍がアイリスの鎧よろいを抉えぐり、横腹を裂いた。

　血が迸ほとばしり、灼やくような激痛がアイリスを襲う。それでも、痛みを殺し、前へ進む。

　ヴィオラの魔石に焦点を定め、剣で刺し突とつする。

　躱かわされた。ヴィオラは紙一重で上体を逸そらし、大きく後退した。

「今のは、一瞬ひやりとしたぞ。……貴様、私の槍を避よけた時、死んでも構わないと思っただろう？」

　アイリスは答えず、正眼でヴィオラを睨にらむ。

　ヴィオラの言葉は真実だ。あれ以上回避に行動を割けば、剣は魔石に届かないと判断した。致命傷を負わなかったのは、幸運としか言い様がない。

　しかし、今の一撃が躱されたとなれば、更にヴィオラの攻撃を引きつけなければならない。……恐らく、次で決着がつく。

　それは、ヴィオラも察したようだ。無念そうに呟つぶやく。

「やはり、貴様は最高だ。こんなにぞくぞくする殺し合いをしてくれる人間は、アイリス以外にいない。……だが、それも終わりが近いらしい」

　世界がヴィオラを畏い怖ふするように、空気が張り詰めた。

　アイリスが思うことは、一つだけ。

　たとえ、死に至る一撃を受けようとも、ヴィオラに刃を届かせる。それだけに専心する。

　アイリスは剣を下段に構え……その刹せつ那な。一瞬。ほんの一瞬だけ。

　──頭の中に、龍斗の顔がよぎった。

　その時、

「──アイリスっ！」

　心が、乱れた。

　聞こえるはずのない声。聞こえてはならない声。

　それでいて、心から愛いとしいと思える人の、声がした。

　反射的に、アイリスは声のした方を振り返る。

「……っ！」




　そこにいたのは、アイリスにとって無二の存在。

　黒いローブを風にはためかせるエミリと、彼女に肩を担がれた龍りゆう斗とだった。





　◇





　龍斗は、硬直するアイリスを見つめながら、エミリの肩から体を離す。

「あんまり無茶しないでよ。今の龍斗、まともに動けないくらい、ふらふらなんだから」

「俺だって、囮おとりにくらいなれるさ。それに、本当に無茶をするのは、これからだろ？」

「……まったくね。これが終わったら、何かおいしいものでも奢おごりなさいよ」

　肯定するように、龍斗は頷うなずく。本当、二人には、感謝してもしきれない。エミリと、京きよう香かには。

　龍斗達が司書に阻まれることなくここまで来られたのは、京香が司書の間に、ヴィオラの許もとへ行く龍斗とアイリスを見逃すこと、という命令を流したからである。

　もっとも、これは京香の独断だ。すぐに桜さくらヶが丘おか図書館が訂正するだろうが、少しの間は時間が稼げる。そのことを伝えるため、エミリは龍斗達を捜していたのだ。

　何より、エミリが龍斗達に会おうとした理由は──

「リュート、エミリ!?　何な故ぜ、ここに来たんですか!?」

　我に返ったアイリスの叫び声に、龍斗の思考が中断される。

「早く逃げてください！　ヴィオラを相手に勝ち目は──」

「そういう訳にはいかないわ。私は、あなたを助けるために、ここまで来たんだから」

　決意の籠こもった、エミリの瞳ひとみ。アイリスはたじろぐように、一歩身を引いた。

「そんな……エミリは、桜ヶ丘の人達を助けるためなら、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を廃棄するのも仕方がないと──」

「確かに言ったわ。今だって、そう思ってる」

「だったら……！」

「でも、それは司書としての私の考えよ。私は、一人の人間……エミリ・ガーネットとして、ここに来たの」

　エミリは迷いなく、逡しゆん巡じゆんなく、言い切る。

「何もしないでアイリスを見捨てるなんて、司書としては正しいかもしれないけど、それじゃあ私は自分自身を許せない。だから、アイリスがヴィオラと戦うなら、私も付き合うわ。最後の最後までね」

　だって、と言葉を繋つなぎ、エミリはほのかに笑う。

「それが、友達ってもんでしょ？」

「……エミリ」

　呆あつ気けにとられたように、アイリスは目を丸くする。

　龍りゆう斗とは、体を引きずるようにアイリスの隣に並んだ。

「アイリス。お前には、言いたいことはたくさんあるけど……まずは、ヴィオラを倒そう」

「そんな……無理ですよ。今の龍斗の体では──」

　だが、アイリスの言葉は、轟ごう音おんに消えた。

　ヴィオラが、アスファルトを踏み砕いたからだ。

「……よくも」

　ヴィオラは、力なく空を仰ぎ、

「よくもよくもよくも──私とアイリスの死し合あいを、穢けがしてくれたな」













　正面を睨にらむ。炯けい々けいとした紅あかい瞳ひとみが、龍りゆう斗とを射抜いた。

「悦楽も、陶酔も、喜悦も、全すべて醒さめてしまった。……貴様らが、私とアイリスの戦いを邪魔したからだ」

　ヴィオラが、手をかざした。魔力で形成された刃が、地を舐なめるように、放たれる。

　龍斗は地面を転がるように、避よける。が、体が重く、躱かわすのが精一杯だ。

　龍斗が、ヴィオラの姿を捉とらえようと顔を上げた時、

「──冗談だろう？　その程度の動きで、私に臨もうとしたのか？」

　背後から、声がした。

　振り返る。同時に、ヴィオラの廻まわし蹴げり。腹部に重い衝撃が走る。

「っ……！」

　臓ぞう腑ふが潰つぶされるほどの痛みを感じながら、蹴り飛ばされた。

　ヴィオラが手をかざし、龍斗を追撃しようとし……地に伏せる龍斗を見つめたまま、その手を、背後に向けた。

　アイリスが肉薄していることに、気づいたのだ。

　アイリスは袈け裟さ懸がけに、剣を振り下ろす。が、その寸前、目が眩くらむほどの爆発が起きた。

　ヴィオラの魔術が、直撃したのだ。

「く、ぅ……！」

　アイリスは黒煙に身を包まれながら吹き飛び、地面を転がった。

　ヴィオラは龍斗に歩み寄ると、腹部を踏みつける。

「ぐっ……！」

「止やめろ、ヴィオラ！」

　剣で体を支えながら立ち上がり、アイリスは叫ぶ。

「ほう、アイリスは自身が傷つくよりも、こいつが傷を負う方が耐えられないのか」

　ヴィオラは、龍斗を見下ろしながら、にたりと笑う。

「ならば、こいつを嬲なぶれば嬲るほど、アイリスは激げつ昂こうするのか」

　アイリスが、目を見開く。

「貴様……！」

　煤すすけたドレスの裾すそをはためかせながら、アイリスがヴィオラに駆け、斬きりかかる。

　ヴィオラは悠々とその剣撃を避よけ、龍斗とアイリスから距離をとった。

「アイリスとの戦いを邪魔された時は興を削そがれたが……怒りに身を任せたアイリスと手合わせするのも、一興だ」

　ヴィオラは、龍斗とアイリスに対し手をかざす。

　……が、不意にその動きを止め、背後を振り返った。

　龍りゆう斗とは一瞬疑問に思うが、ヴィオラの視線を辿たどり、すぐに理解する。

　真円の月を背に、数十本はあろうかという矢が、夜空に静止していた。

　その下には、不敵な笑みをたたえるエミリ。

「これだけあれば、一本くらいは魔石に当たるわよ。……全弾斉射フルバースト！」

　矢が、流星のように、ヴィオラへと降り注ぐ。

　ヴィオラが矢に対し、魔力の防壁を創つくる。矢は弾はじかれ、鋭い金属音が激しい雨音のように、周囲に響き渡る。

　好機だ。矢を防ぎ続ける限り、ヴィオラは動くことが出来ない。

　アイリスと龍斗は同時に地を蹴ける。

　アイリスの方が速い。剣を上段に構え、魔石に振り下ろす。

　矢を防ぎ終えたヴィオラは、体の重心をずらし、避よけようとする。ヴィオラの回避は間に合い、アイリスの剣は魔石に当たることはない。

　──だが、その刃は、ペンダントの鎖を斬きり裂いた。魔石が、虚空に浮く。

　龍斗は、渾こん身しんの力で地を駆け、

（──間に合えっ！）

　飛び込むように、ベオウルフで袈け裟さがけに斬る。

　ベオウルフの剣先は、風を切り裂き──魔石を、粉々に砕いた。

　龍斗の目に映る、ヴィオラの驚きよう愕がくした顔。

　そして、その遠くで、矢を番つがえるエミリ。

　ヴィオラは回避行動を取ろうとしているのか、身構えている。

　だが、遅い。エミリの矢は既に、空を走っている。

　エミリが射った矢は、音よりも速く、ヴィオラの首筋を貫かんと疾はしり、鏃やじりはそのきめ細かい肌に触れ、

　──音もなく、宙に舞った。

「……え──」

　その光景に、龍斗は今の状況も忘れ、唖あ然ぜんとする。

「……見事だ」

　風の音しか聞こえない静寂では、そのヴィオラの呟つぶやきも、はっきりと聞こえた。

「魔石を破壊し、魔術を使えなくさせるという着目点。針の穴を通すような連携攻撃。今までで私の魔石を壊したのは、両の手で数える程いないだろう。……だが、貴様らは思い違いをしている」

　にい、と、ヴィオラは、口だけで笑みを作る。

「私の魔石は、無限に魔力を供給するものでしかない。魔術を使うのは、私自身だ。……ならば、私の魔力を使えば、限界はあれど、魔術を行使することは出来る」

　龍りゆう斗との体に、電撃にも似た衝撃が走った。

　それは、つまり──

「……さっきのは、お前の魔力を使った魔術なのか」

「その通りだ。私の魔力があれば、物質を無効化するという珠玉の魔術も使うことが出来る。魔術を乱発しなければ、再度断章フラグメントを唱えることが出来るまでな。……つまり、この世界の道理を変えない限り、私には傷一つつけられない」

　刹せつ那な、龍斗の横面に、重い衝撃。ヴィオラが龍斗を殴り抜いたのだ。

　無様に、何メートルも地面を転がる。だが、顎あごは砕けていない。恐らく、龍斗を殺さないよう加減したのだろう。

「リュートっ！」

　弾はじかれたように、アイリスが龍斗の傍そばに駆け寄った。

「もう、いいです！　私がヴィオラを止めている間に、二人は逃げてください！」

　夜気を裂くような、悲鳴にも似たアイリスの叫び。

　その言葉を無視し、龍斗は震える腕に力を込め起き上がり、ヴィオラに剣を向けた。

「断章フラグメント！」

　ヴィオラの気を逸そらすためか、エミリが矢を射る。だが、ヴィオラの魔力の障壁の前には、無力。

　エミリの援護射撃を鬱うつ陶とうしく感じたのか、それとも龍斗を戦力と見なしていないのか。ヴィオラは魔力の塊を放ち、エミリに応戦した。龍斗の眼前に、魔力と弓矢の撃ち合いが繰り広げられる。

「……剣を下ろしてください。私は、リュートが傷つく姿なんて見たくありません」

　ほとんど泣き声になりながら、アイリスが龍斗の腕をとる。

「私の死は、私自身が望んだことなんです。あなたに……リュートに、生き延びて欲しいから」

　龍斗の頭の中に、アイリスの悲痛な声が木こ霊だまする。

　その、哀願じみた言葉の数々に──心が灼やけそうなほど、怒りがこみ上げてくる。

　剣を下ろしてください？　アイリスの死は、自分自身が望んだこと？

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。本当に馬鹿馬鹿しい。

　アイリスはまだ──一人で、戦おうとするのか。

「だから、リュートはここから逃げて──」

「逃げるなんて選択肢は、初めからない」

　鋭い眼光はそのままに。

　龍斗はアイリスの手を振り払い、言い切った。

「何度も一緒に戦ってきたんだから、いいかげん分かってくれ。……俺は、アイリスを見捨てることは、絶対にしない」

　だって──アイリスを守ると、約束したから。

　ずっと一人ぼっちで戦ってきた女の子を、助けたいと願ったから。

　だったら、逃げることなんて出来ない。ここで逃げたら──約束を、破ることになるから。もう二度と、アイリスに会えなくなるから。

「……リュート」

「きゃあっ！」

　アイリスの呟つぶやき声は、エミリの悲鳴にかき消された。

　エミリの右足から流れた血が、アスファルトを濡ぬらしている。ヴィオラの魔力が足を掠かすったのだ。

　ヴィオラは声もなく笑いながら、エミリに向かって黒い塊を作る。

「逃げろとか、死んでもいいとか、そんな言葉が聞きたいんじゃない。……俺は」

　龍りゆう斗とは、儚はかなげに瞳ひとみを揺らすアイリスを見つめ、

「一緒に戦ってくれって、言って欲しいんだっ！」

　地面を蹴けった。

　ヴィオラは龍斗に気づくと、疎ましげな視線を投げかける。

「……ふん」

　エミリから龍斗に照準を変え、魔力を放った。魔力の塊はさながら弾丸の如ごとく、龍斗に疾駆する。

　龍斗はありったけの力を足に込め、魔力の塊を飛び越えるように跳躍。反動の痛みに意識が飛びそうになるが、躱かわせた。

　落下の勢いを利用し、ベオウルフを振り下ろす──が、刃が届くより速く、ヴィオラの拳こぶしが腹部に叩たたきつけられた。

　最も早はや、声すら出ない。龍斗は受け身も取れないまま、地に落ちる。

　ヴィオラは、倒れる龍斗の首元に手を伸ばし──龍斗の目に、ぼろぼろの体でヴィオラに駆けるアイリスが映った。

　きっと、立っているのも苦痛に違いない。荒い呼吸は苦しげで、一歩踏み出す毎ごとに、アイリスの顔が苦痛に歪ゆがむ。

　ヴィオラが悠々とアイリスを振り返り、手をかざす。

　アイリスを迎撃するつもりか──そう思うと同時に、力尽きたアイリスが崩れ落ちる光景が、龍斗の脳裏を掠める。

　頭に浮かんだヴィジョンが消える間もなく、龍斗は膝ひざ立ちになり、

「……ああああああ！」

　渾こん身しんの力で、ベオウルフをヴィオラに薙なぐ。

　ヴィオラが目を見開く。龍りゆう斗とを満身創そう痍いと判断して、油断していたのだろう。

　膝ひざ立ちといえど、踏み込みは十分。ベオウルフは、剣けん閃せんを残しながら、

　──虚空を、斬きるのみに終わった。

　ヴィオラがかろうじて身を捻ひねり、躱かわしたからだ。

「あ──」

　ベオウルフを振り終えた体勢のまま、顔から地面に倒れる。

　その直後、ヴィオラの拳こぶしを受け、龍斗の目の前に力なくアイリスが転がった。

「……リュー、ト」

　今にも涙を零こぼしそうな、悲痛なアイリスの顔。

　歯を噛かみ締めながら、アイリスを求めるように、手を伸ばす。

　だが、その手を、ヴィオラに踏みつけられた。

「ぐっ……！」

「……終わりだな」

　龍斗は首をわずかに動かし、ヴィオラを見上げる。

「貴様を殺しはしないが──死より深い、生の苦痛を与えてやる」

　精巧な西洋人形のような、ヴィオラの手。その手が、龍斗の首を掴つかむ。

　ヴィオラの指が、氷のように冷たいと思ったのは一瞬。ヴィオラは龍斗の喉のどを絞め、片手で吊つり上げようとし、

　──ふと、その力を緩ゆるめた。

　ヴィオラは絶句し、ある一点を見つめている。

　龍斗は、意味も分からずヴィオラの視線を辿たどり……同じように、息を呑のんだ。

　龍斗のすぐ傍そば、そのアスファルトの上。

　陽光に照らされ、銀色の光彩を放つそれは、

　──短い、数本のヴィオラの髪だった。

「……はは、そうか。そういうことか」

　ヴィオラが顔に手を当てながら、くつくつと笑う。

　龍斗が唖あ然ぜんと、地面に散る髪を見ていると、

「そこまでです、ヴィオラ」

　聞き知った少女の声。……京きよう香かだ。

　龍斗は声のする方を向く。案の定、そこにいたのは、エミリを肩に担ぐ京香の姿。手には、月光に煌きらめく日本刀が握られている。恐らく、あれが京香の新しい、〈幻想戯曲〉なのだろう。

　そして、その背後には、数十人という人の集団。

　一見、年齢も性別も服装もばらばらだ。大学生くらいの若い女性もいれば、初老に差し掛かっていそうな男性もいる。

　唯一つ、全員に共通するのは、手にした一冊の〈幻想戯曲〉のみ。──彼らは、桜さくらヶが丘おか図書館の司書なのだ。

「京きよう香かっ!?　どうしてここに来たんだ、司書達は桜ヶ丘の人達を守ってるんじゃないのか!?」

「その心配なら、もう大丈夫です。ヴィオラが召喚した魔物は、全すべて倒しましたから」

　全て倒した？　ヴィオラは、無尽蔵に魔物を召喚できるのに？

　そこまで考え、気づく。ヴィオラは龍りゆう斗と達と戦っている間、能力アビリテイを止めていた。『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』を廃棄されないために。

「……そうなると、貴様らがすべきことは唯一つ。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を廃棄し、私を弱体化させることだ。違うか？」

　ヴィオラの言葉に、京香が痛ましい表情を見せる。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を廃棄するのが最善といえど、京香はまだ、割り切れていないのだろう。

　しかし……一つ、龍斗の中で疑問が芽生えた。

　なぜ、ヴィオラはそのことを知ってるんだ……？

「だが、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を廃棄するのは得策ではないぞ。何も、自分で自分の首を絞めることはないだろう」

「……？　それは、一体どういう意味ですか？」

「詳しいことは、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の契約者に聞け。こいつはもう、気づいたようだからな」

　ヴィオラは、足先で軽く、龍斗の体を小突く。

「貴様らのような有う象ぞう無む象ぞうを殺すのは容易たやすいが、その間に『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を廃棄されるのは不愉快だ。……故ゆえに、一晩、こいつの話を聞く時間をやろう」

　ヴィオラが指を鳴らすと、空間が裂け、ブラックホールのような領域が生まれる。

「夜明けだ。私は夜明けに魔物を従えて、この街に再度現れる。それまでに貴様らも戦力を整えろ。もし、こいつかアイリスが死ねば……この国は、滅ぶぞ」

　その言葉に、司書の間でざわめきが起こった。

　ヴィオラはドレスを翻し、暗黒の領域に足を踏み入れる。が、途中で思い出したように立ち止まり、龍斗を振り返った。

「ああ、そうだ。一つ聞き忘れていた。……貴様、名は何という」

「……龍斗だ」

「龍斗、か。覚えておこう。……龍斗、アイリス。私は、いつまでも待っているぞ。早く、私を殺しに来い」

　それだけ言い残し、ヴィオラは消えた。

　ベオウルフのおかげで、ほんの少しだが、体力は戻っていた。龍りゆう斗とはふらふらと立ち上がり、アイリスの上体を支える。

「アイリス、大丈夫か」

「……少し、無理をしすぎました。体がずきずきして、動くことも出来ません」

　そう言って、アイリスはふっと、笑みを零こぼす。

「でも、いいんです。リュートが生きていれば、これくらい」

「……俺の方こそ、アイリスが死ななくて、本当に良かった」

　もう二度と、見られなくなると思った笑顔が、そこにある。

　それだけで良かった。それだけで、全身に感じるこの痛みも、忘れることができる。

「二人共、くたくたのとこ悪いけど、ちょっといいかしら。ヴィオラが言い残したことについて聞きたいの」

　エミリの声に振り返る。京きよう香かがエミリに肩を貸し、すぐ傍そばでまで来ていた。

「……そのことで話がある。とりあえず、場所を移そう。アイリス、動けるか？」

「そ、そうですね、今は立ち上がることもままならないので……リュートに抱っこして欲しいのですが、いいですか？」

「……お、おう」

　龍斗は照れくさそうに、アイリスをお姫様抱っこする。

　正直、体はボロボロだ。でも、恥ずかしくてとても口には出来ないが……許されるなら、アイリスの温ぬくもりを、少しでも感じていたかった。




　龍斗達はアパートに戻った後、医療の心得を持つ司書に手当てをしてもらった。ベオウルフを適度に装備しているならば、夜明けには動けるくらいには回復するそうだ。

　司書がアパートを出て、現在部屋には龍斗、アイリス、エミリ、京香の四人。一番重傷のアイリスは、ベッドで横になっている。

「それで、ヴィオラのあの言葉はどういう意味なの？　自分で自分の首を絞めるとか、この国が滅ぶとか」

「……ヴィオラには俺達の攻撃が通じないってことは、もううんざりするほど分かってるよな？」

　万物による影響を無にしてしまう、魔力の障壁。

　ヴィオラの魔術は、一切の誇張なく、無敵と呼ぶに相応ふさわしい。

「でも、ヴィオラと戦った時に見たんだ。ヴィオラの髪が、地面に落ちているのを」

　恐らく──ベオウルフがヴィオラの髪に届き、数本斬きったのだ。

　ヴィオラの魔術は、無意識に発動出来るはず。では、何な故ぜベオウルフは、ヴィオラの髪を斬ることが出来たのか。

　答えは、単純にして、明快。

「ベオウルフは、魔力の障壁を突破して、ヴィオラに届いたんだ。……つまり、ベオウルフを装備した俺とアイリスだけが、ヴィオラを傷つけることが出来るんだと思う」

　部屋にいたみんなが、固まった。まるで、その空間だけ時間から切り取られたように。

　静寂は、一体どれほど続いただろうか。京きよう香かがあたふたと、言葉を探すように視線を泳がせ、口を開く。

「し、しかし、ヴィオラの髪を龍りゆう斗とさんが斬きったとして、何な故ぜアイリスさんまで……？」

「だって、ヴィオラは俺とアイリスに殺しに来いって言ったんだ。俺しか傷つけられないなら、アイリスの名前を出すのはおかしいだろ？」

　エミリは、うーむ、とでも言いたげに腕を組む。

「でも、何でアイリスとベオウルフが、ヴィオラを傷つけることが出来るのかしら？　何か、理由があると思うんだけど」

「……そういえば」

　記憶を辿たどるように、宙を見つめながらアイリスが呟つぶやく。

「ヴィオラは、『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』の中で、私と刺し違え死んだと言っていました。だから、私の剣とベオウルフだけが、ヴィオラに届くとも考えられます。まるで、物語を再現するように」

　アイリスの言葉に、龍斗の心がざわついた。が、すぐに押し殺す。

　英雄であったアイリスが死んでしまうのは、心が痛むが……今のアイリスがいてくれれば、その悲しみも救われる。

「それに、根拠は他ほかにもある。今日のディケンズの行動だけど……振り返ってみると、不自然な行動ばかりだった」

　だが、それも一つのキーワード──『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』が『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』の天敵であるという情報を加えれば、怖いくらい筋が通るのだ。

　例えば、『一人でも多くの人間を救いたければ、アイリスを殺せ』という、ディケンズにとって何のメリットもない助言。

　それは、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を失なくすことで、ヴィオラを脅かす存在を消すため。だから、ショッピングモールで戦闘した時だって、アイリスの命を断とうとした。

　例えば、龍斗にべらべらと話した、『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』の説明。

　それは、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を廃棄すればヴィオラが不安定な状態になると、説得力を持たせるため。

　一見不可解に見えるディケンズの行動は、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を廃棄するという点に、全すべて繋つながっている。

　そっと目を閉じていたエミリが、静かに、しかし力強く、呟く。

「私は、龍りゆう斗とに賭かけるわ。事実からも、状況証拠からも、龍斗とアイリスだけが、ヴィオラを倒せるのは明白だもの。……京きよう香か、あなたはどうするの？」

「……龍斗さんの言葉は、信しん憑ぴよう性に欠けます。ヴィオラが偶然、髪まで魔力の障壁で守っていない可能性だってあります。それに、ディケンズの件だって、確かな根拠がある訳ではありません」

　部屋に、緊張が走る。しかし、それも一瞬。

「でも、私も、龍斗さんに賭けます。アイリスさんに生き残る可能性が一パーセントでもあるなら、そちらを信じたいです」

　ふう、と。アイリスとエミリが、胸に手を当て息をついた。

　しかし、龍斗の中で一つだけ、疑問が芽生えた。

「京香の言葉は嬉うれしいけど……どうして、そこまでアイリスを守ろうとしてくれるんだ？　京香とアイリスは、出会って間もない関係なのに」

「それは、龍斗さんだって同じではありませんか？　龍斗さん達はあの夜、時雨しぐれを助けてくれたんですから」

　京香の穏やかな笑顔に、龍斗は胸を突かれた思いになる。

「私は、龍斗さん達がしてくれたことをしているだけですよ。……では、先程の話を父親に伝えるので、席を外させてもらいます」

　京香は立ち上がろうとするが、途中で思いとどまったように座り直した。

「その前に、私からちゃんとお願いさせてください。……死ぬのを覚悟で、ヴィオラと戦ってもらえますか？」

　再び、部屋に沈黙が降りた。

　たとえヴィオラに剣が届くとしても、彼女が強敵であることは変わりない。

　……でも。

「当たり前だ。ヴィオラを倒せる〈幻想戯曲〉が、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』以外にあるかなんて分からないし……死ぬかもしれないなんて、そんなのとっくに分かってる」

「……ありがとうございます、龍斗さん。アイリスさんは、如何いかがですか？」

　聞くまでもない。アイリスなら、一緒に戦うと、答えてくれるはずだ。

　そう、龍斗は思ったのだが……アイリスは俯うつむきがちに、口を閉ざしていた。

「……アイリス？」

　龍斗の声に応こたえるように、アイリスが顔を上げた。

　その瞳ひとみに宿るのは、強い意志。

「……無論、私もリュートと共に戦います。ですが、一つだけ、京香にお願いがあります」

　そして、アイリスはゆっくりと、口を開いた。
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　アイリスはベッドの中で、電話をする龍りゆう斗とをぼんやりと眺めていた。

　電話相手は、由ゆ紀きだ。会話の節々を聞くに、由紀は今、桜さくらヶが丘おかから十キロ離れた街にいるらしい。

　京きよう香かが父親との電話を終えた後、正式に桜ヶ丘図書館からヴィオラと戦うよう頼まれた。そのため、本来ならエミリや京香と一緒にいた方が何かと都合がいいのだろうが、二人には帰ってもらった。

　今夜は龍斗と二人っきりにさせて欲しい。そう、アイリスが京香に頼んだからだ。

　アイリスにとって、今夜は龍斗と二人きりになれる、最後の夜になる可能性だってある。

　それはつまり──今夜は、龍斗への想おもいを伝える、最初で最後のチャンスかもしれない。

「……え？　ああ、分かった。アイリス。由紀が、話があるんだってさ」

「私に、ですか？」

　アイリスは、訝いぶかしげに龍斗の携帯電話を受け取る。

「ユキ？　どうしました？」

『……』

「あ、あの、ユキ？」

『……』

「……もしかして、怒ってますか？」

『……はい。それも、すごく』

　拗すねたような声。自然と、アイリスの頭の中で、ぷいっと顔を逸そらす由紀が再現された。

『だって、アイリスさん、私のことなんて無視して一人で行っちゃうんですから。もう、アイリスさんに会えないって思って。……すごく、怖かったんですから』

　次第に、その声は涙声になっていく。

　不意に、アイリスまで目頭が熱くなるのを感じて、指先で軽く瞼まぶたを擦こする。

「すみません、心配させてしまって」

　ちらりと、とアイリスは龍斗を盗み見る。それまでアイリスを見つめていた龍斗が、慌てて視線を逸らした。アイリスと視線が合って、気恥ずかしかったのだろう。

「あと、由紀に尋ねたいことがあります。……私の伝言、リュートに伝えましたか？」

　──あなたは、私が初めて愛した異性でした。

　由紀が龍斗に伝言を話したか、否か。それだけは、はっきりさせておきたい。

　もし由紀が伝えていれば、今夜龍斗と二人きりになる意味が、なくなるのだから。

『それなら、言ってませんよ』

　だが、そのアイリスの心配は杞き憂ゆうに終わった。

「……言ってないのですか？」

『だって、石いし馬ま先輩にはアイリスさんを、絶対に守ってもらうつもりでしたから』

　ほっと、アイリスは胸を撫なで下ろす。

『それに、そういう大切なことは、本人を前に言うべきですよ。私だって、記憶にはないですけど、ちゃんと石馬先輩に伝えたんですから』

「……本人に、伝える」

　アイリスの表情から、明るさが消えた。

　龍りゆう斗とに自分の気持ちを知ってほしい。その気持ちは、本心だ。

　でも、正直、龍斗に想おもいを伝えるかどうかは迷っている。……いや、本音を言えば、このまま想いを秘めたままでいたい。

　だって──

『だから、頑張ってください。……口にしないと伝わらないことって、必ずありますから』

　そのアイリスの思考は、由ゆ紀きの言葉によってかき消された。

「……応援してくれるんですか？　ユキは、リュートのことを──」

『今でも、好きですよ。……だけど、アイリスさんの想いを邪魔する権利なんて、私にはありませんから』

「……ありがとうございます、ユキ」

　互いに別れの挨あい拶さつを交わし、電話を切る。

　視線を動かすと、龍斗は宙を見つめ、アイリスが電話を終えるのを待っていた。
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「……リュート、話したいことがあります。こちらに来てもらえますか？」

　真剣味を帯びた、アイリスの声。龍斗は、アイリスに視線を移す。

「……分かった」

　正直、アイリスの話したいことというのが何なのか、龍斗には予想もつかない。それでも、きっと、アイリスは大切なことを伝えようとしているのだろう。

　それぐらいは、龍斗にも分かる。……龍斗を見つめるアイリスの眼まな差ざしが、言葉を失うほど、真まっ直すぐだから。

　意を決し、龍斗はベッドに上がる。

　正面を見れば、美しいとも思えるほど、凛り々りしい顔をしたアイリス。

「……私は、この世界に来て、たくさんのことを学びました。それも、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の世界では、何一つ知らなかったことばかりを」

「……アイリス？」

　アイリスの突然の言葉に、龍りゆう斗とは疑問の声をもらした。

「そのきっかけをくれたのは、リュートでした。私を一人の女の子として見てくれたのは、あなたが生まれて初めてで……リュートに出会えて、本当に良かった」

　少しずつ、でも確かに、胸が高鳴っていく。

　アイリスの、優しい笑顔。

　ベランダから差す月光がアイリスの髪を照らしているせいか、それとも、夜という神秘的な雰囲気のせいか──見慣れた笑顔のはずなのに、全身が沸騰するほど、熱い。

「私は、もっとリュートの傍そばにいたい。これからもリュートと一緒に、色んな世界を見てみたいんです」

　ゆっくりと、一言ずつ思いを乗せるような、アイリスの言葉。

　その一つ一つは、淀よどみなどない、龍斗への好意。

　龍斗の頭は、夢見心地のようにぼんやりとしていて──ある、予感を抱かせる。

　アイリスの薄く染まった頬ほお。

　微かに潤んでいる瞳ひとみ。

　──もしかして、と思う。

　もしかして、アイリスは、俺のことを──

「だって、私は──」

　アイリスは、言葉を紡ぎ──そこで、途切れた。

　永遠とも思える時間が流れ……アイリスが、視線を落とした。

「……すみません。さっきの言葉は忘れてください」

「……えっ？」

　アイリスのか細い声に、龍斗の全身の熱が引いていく。

「どうしたんだよ。……最後まで言ってくれ。アイリスの言葉、聞きたいんだ」

　龍斗は、優しくアイリスに語りかけ──そこで、気づく。

　アイリスの小さな肩が、少しだけ震えている。

「……駄目です。だって、明日の戦いが終われば──」

　ぎゅっと自分の手を握りながら、アイリスは顔を上げる。

　アイリスは──今にも、泣き出しそうな、悲しい顔をしていた。

「──私は、リュートと、離れ離れになりますから」

　ようやく、理解する。どうして、アイリスが口を噤つぐんだのか。

　エミリには、ディケンズを捕まえた時、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を返すと約束した。

　そのディケンズが死んだ以上、ヴィオラを倒せば……龍斗は、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を、エミリに渡さなければならない。

「私は、ずっとリュートと一緒にいることは、出来ません。だから……私の気持ちを伝えても、辛つらいだけなんです」

　次第に、その吐露は、震えた声になっていく。

　まるで、自分の感情を、必死に抑えるように。

「それでも、ほんの短い間でも、この想おもいを叶かなえたかったですが……やっぱり、駄目でした。リュートと別れる日のことを思うと、胸が張り裂けそうになりますから」

　アイリスの小さな肩が、たおやかな指が、震えている。

　それでも、アイリスは、必死に笑おうとした。

　まるで、自分の悲しみを、誤魔化すように。

「本当のことを言うと、私はもっと別の形で、リュートと出会いたかったです」

　まばたきをすれば消えてしまいそうな、儚はかない笑顔。

「魔物と戦う英雄なんかじゃなくて……何ど処こにでもいる、普通の女の子として、あなたに会いたかった」

　その笑顔が、壊れる。

　アイリスは顔をくしゃくしゃにし、嗚お咽えつを零こぼした。

　アイリスの頬ほおを伝う、淡い月光に煌きらめく涙。

　その涙を手の甲で拭ぬぐいながら、アイリスはしゃっくりのような声をあげる。

「……今日のデートで、アイリスに言えなかった言葉があるんだ」

　龍りゆう斗とはそっと、アイリスに語りかける。

　果たして、その言葉はアイリスに届いているのか。アイリスの涙は、止まらない。

「アイリスと夕食を食べてる時、ずっと考えてたことがあったって、言っただろ？」

　それは、現実味のない決意。

　でも、その決意は、もしかしたら有り得るかもしれない未来で──

「……俺さ、幻想司書になろうと思うんだ」

　嗚咽が、消えた。

「〈古典クラシカル〉は、ごく一部の司書しか知らない禁書だろ？　だから、ウォレス図書館は、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』と契約した俺を、問題視すると思うんだ」

　龍斗が『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を手放そうが、〈古典クラシカル〉のことを他人に話す可能性が残る。それは、ウォレス図書館にとっては看過出来ない問題だろう。

　最悪、ウォレス図書館も不本意だろうが、口封じの為ために殺されるかもしれない。

　だったら……自分自身で、首輪を付ければいい。幻想司書になって、ウォレス図書館の監視下に身を置けば、命の危機に晒さらされることはない。

　──だから、

「もし、俺が幻想司書になったら……俺のパートナーは、アイリスにしたい」

　龍斗は、何の迷いもなく、そう言い切った。

「『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』が廃棄されたら、ウォレス図書館も、簡単に俺と『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の契約を破棄することは出来ないと思うんだ。その間は、アイリスの傍そばにいられるだろ？」

　無論、ウォレス図書館に協力はするつもりだ。

　ただし、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』と契約したまま、司書として活動しながら、だが。

「もし幻想司書になったら、由ゆ紀きと離れ離れになっちゃうけど、司書の世界にもお盆休みとかあるかもしれないしな。アイリスと二度と会えなくなるより、そっちの方が──」

　そこから先、龍りゆう斗とは言葉にすることが出来なかった。

　アイリスが、龍斗の胸に、顔をうずめたからだ。

「……ひどいです。そんなことを考えていたなら、私がリュートに想おもいを告げてる途中で、言って欲しかったです。これでは、泣いた私が、バカみたいじゃないですか」

「……アイリスの想いを、最後まで聞きたかったんだ。俺と別れたくないって言葉、すごく嬉うれしかったからさ」

　龍斗は躊躇ためらいがちに、子どもをあやすように優しく、アイリスの肩を叩たたく。

「……一つだけ、聞かせてください」

　アイリスは、龍斗の胸に自分自身を委ゆだねたまま、尋ねる。

「リュートが幻想司書になる理由に、少しでも……私と一緒にいたいって思いは、ありますか？」

　そう尋ねるアイリスの姿がいたいけで、思わず龍斗は笑みを零こぼす。

　──そんなの、当たり前だろ。

　そうでなければ、アイリスと共に戦うなんて約束を、交わしたりしない。

　アイリスの笑顔を、見ていたい。そう、強く願って……その想いは、少しも、色いろ褪あせていないのだから。

　……でも、

「それは、まだ答えられないな。……だって、まだ問題は、解決してないんだから」

　そっと、アイリスの両肩に触れ、自身の胸から離す。

　まだ涙が残っている、アイリスの瞳ひとみ。その瞳を、力強く見据える。

「ヴィオラを倒して幻想司書になったら、はっきりと伝えるよ。だから、その時になったらアイリスも、さっきの言葉の続きを聞かせてくれ」

「……リュート」

　それっきり、二人は言葉もなく、見つめ合う。

　……やがて、

「……はい」

　涙を拭ぬぐいながら、咲きこぼれる花のように、アイリスは微笑ほほえんだ。







第五章　現代の英雄、幻想の少女








「──龍りゆう斗とっ！」

　微睡まどろみの中、龍斗は少女の声に目覚めた。いつの間にか、眠ってしまっていたようだ。

　上半身を起こし、声がする方を見る。玄関にいるのは、エミリ。

　……そういえば、司書の間でヴィオラと戦闘する準備が整ったら、俺の部屋に来るって言ってたっけ。

　寝ぼけた頭でそこまで思い、龍斗は首を傾かしげた。

　エミリが、引きつった顔で固まり、こちらを見ていたからだ。

　龍斗は、身を起こそうとし、

　……ふに、と。

　何か、柔らかいものに触れた。

「……ふに？」

　ふに、ふにゅ。

　頭が真っ白になる、優しい手触り。

　同時に、

「……んっ、ふぁ、あ──」













　龍りゆう斗との耳に聞こえる、蕩とろけるような甘い声。

　龍斗がよく知る、女の子の声こわ音ね。でも、今まで聞いたことのない、悩ましげな吐息。

　それは、アイリスの声で──ようやく、気づく。

　龍斗が、アイリスの慎つつましい胸を、鷲わし掴づかみにしていたことに。

「──────っ！」

　弾はじかれたように、龍斗は立ち上がった。

　何な故ぜ、アイリスと同じベッドで寝ていたか考え……思い出す。

　そういえば昨夜、アイリスと一緒に寝ることになったのだ。「固い床で寝ては、疲れも取れません。……一緒にベッドで寝ませんか？」という提案に応こたえて。

　龍斗は、ぎぎぎ、とぎこちなく振り返る。

　エミリは、依然硬直したまま、龍斗とアイリスを見つめていた。

「ち、違うぞ！　これは不可抗力というか、勘違いというか……！」

　慌てて弁解しようとするが、エミリの固まった表情が崩れることはない。

「だから、エミリ……！」

　エミリは、狼ろう狽ばいする龍斗を横目に、

「せめて何か言ってくれ！」

　無言で、部屋を出ていくのであった。

　……あれ？　最近、似たようなシチュエーションを見たことがあるような──

「ん……」

　その思考は、アイリスの寝息に遮られた。

　見ると、アイリスはまだ眠っている。

　まるで、素敵な夢でも見ているような、微笑ほほえましい寝顔。

「……はは」

　アイリスの寝ている光景に、思わず龍斗の頬ほおが緩む。

　出来ることなら、このままアイリスの寝顔を見ていたいが……そういう訳にもいかない。

　龍斗達はこれから、世界の命運を賭かけた戦いに赴くのだから。




　龍斗とアイリスは、事前に約束していた、崩壊したショッピングモールにいた。

　ここは、桜さくらヶが丘おかの中心だ。ヴィオラが桜ヶ丘のどの地に現れても、迅速に駆けつけることが出来る。

　作戦内容は、既に京きよう香かから聞いている。ヴィオラが現れたら、各地に配置している司書から連絡が入り、残りの司書が魔物を倒しヴィオラへの進路を作る。あとは、龍斗達がその道を駆け抜けるだけだ。

　龍りゆう斗とは、周りにいる大勢の司書を見回す。ざっと見ただけでも、五十人はいるだろうか。司書達は、龍斗とアイリスを、期待と不安が入り混じった顔で盗み見ている。

「みんな無愛想ですが、許してください。龍斗さん達をこの戦いに巻き込んだのを、不ふ甲が斐いなく思ってるんです。特に、龍斗さんは〈幻想戯曲〉に巻き込まれた一般人ですから」

　申し訳なさそうに、折り目正しく京きよう香かが頭を下げる。

「いいんだよ。俺は、俺の意志でここにいるんだから。ヴィオラと戦うのが怖かったら、とっくに逃げてるさ」

「……ありがとうございます、龍斗さん」

　京香は、ふっと微笑ほほえんだ後、

「しかし、何な故ぜエミリさんは先程から、龍斗さん達に話しかけないのですか？」

　訝いぶかしげに、そっぽを向くエミリを見た。

「え、えっと、それは……」

　アイリスは、薄く頬ほおを染めながら、指を絡からめる。アイリスと一緒に寝ていたところをエミリに見られたのは、既に龍斗が話したのだ。

「……京香、あまり龍斗に近づかない方がいいわよ。そんな盛りのついたケダモノと話していると、子どもが出来るかもしれないから」

「出来ねえよ。ていうか、お前勘違いしてるからな？　俺とアイリスは、ちゃんと服着てただろ」

「そういえばそうね。……っ、まさか、初夜に着衣プレイ……！」

「違うっつーの！　京香もそこで顔を赤らめるなよ、勘違いなんだから！」

　顔を真っ赤にする京香に、思いっきりツッコむ。その中で一人、アイリスだけが、きょとんと首を傾かしげていた。

　エミリは、ふう、とため息をつくと、

「ま、でも一緒に寝てたのは否定しない訳でしょ？　……危なくなったら、アイリスと一緒に逃げなさいよ。死んだらそれで、全部終わりなんだから」

「……肝に銘じておくよ。エミリこそ、無茶はするなよ。エミリは──」

　急に言葉を引っ込めた龍斗に、エミリは訝いぶかしげな視線を送る。……この言葉を言うのは、まだ早いと思ったのだ。

　──もしかしたら、俺の先輩になるかもしれないんだから、なんて。

　龍斗は軽く、自分の手を握ったり開いたりする。

　体調は問題ない。力も、十分込めることが出来る。これなら、いつも通りヴィオラと戦うことが──

　その時だった。

　ヴォオオオオオォォォ……──

　と。

　肌が粟あわ立だつような不気味な咆ほう哮こうが、空に轟とどろいた。

　不意に訪れた異変に、龍りゆう斗とは振り返り、

「なっ……」

　その光景に、絶句した。

　どれほど離れているかさえ分からない、遠く離れた空間に、巨大な亀き裂れつが出来ていた。

　裂け目からは、数え切れないほどの黒点が零こぼれ、宙に浮いている。遠すぎて姿までは分からないが、間違いなく、ヴィオラが召喚した魔物だ。

「目標の出現を確認しました！　ポイントはＦ─八です！」

　司書の中から、女性の声が上がる。配置されていた司書から連絡を受けたのだろう。

「……行きましょう、リュート」

　アイリスは、天に聳そびえ立つ裂け目を仰ぎ、芯しんの通った声で呟つぶやく。

「ヴィオラを倒すために。……そして、これからも、ずっと一緒にいるために」

「……ああ」

　龍斗は、服の下から『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を取り出した。

「ベオウルフ──！」

　光の粒子が龍斗の手に集まり、一振りの剣が召喚される。

　龍斗に呼応するように、周りから〈幻想戯曲〉の題名を唱える声が聞こえた。

　周りを見ると、何本もの尾を持った狐きつねや、和服を着た人間サイズの猿などを召喚している使役型、馬ば鹿かでかい大おお槌つちや鋼の篭こ手てを身につける装備型の司書。

「一番隊、突撃！」

　京きよう香かが、日本刀で空間の裂け目を指しながら、号令をかける。

　数分の間を置き、次々と京香の命令の下、小隊が亀裂へと駆ける。

　その、最後に、

「──魔姫討伐隊、突撃！」

　京香を先頭に、龍斗達は、地を蹴けった。

　京香は迷うことなく、複雑な道を走り、龍斗達をヴィオラの許もとへ先導する。小型イヤホンで、先に出陣した司書からルートを教えてもらっているのだ。

　数分走った先に、魔物と戦闘する数人の司書が龍斗の目に映った。

　その中には、昨日、龍斗が交戦した男性もいた。男性が、龍斗達に叫ぶ。

「幸運を祈る、頼んだぞ！」

「はいっ！」

　龍斗は答え、司書達の傍そばを駆け抜ける。

　その頃ころになると、裂け目の根本を、目視できるようになっていた。

　遠目に見える、小高い山。その頂上から、裂け目は延びていた。

　樹木が生い茂る山に踏み込み、けもの道を登る。すると、魔物と戦闘する司書が目についた。様々な獣の部位が合成されたキメラや、牛の頭をした魔人ミノタウロス。明らかに、昨日の魔物より獰どう猛もうだ。

　司書が魔物を食い止めてくれたおかげで、山の中腹まで着いた時、

　──翼を広げた巨大なドラゴンが、龍りゆう斗と達の行く手を遮った。

　ヴォオオオオオォォォ──！

　ドラゴンが哮たける。その声は、先程龍斗が聞いたものと、同じ。

「私とエミリさんが相手をします！　龍斗さんとアイリスさんは、ヴィオラの許もとへ！」

「頼んだぞ、エミリ、京きよう香か！」

　龍斗とアイリスが、ドラゴンの足元を駆け抜ける。

　ドラゴンが身を翻し、尾で龍斗達を薙なごうとする。寸前、エミリが放った矢がドラゴンの額に命中。ドラゴンが、怯ひるむ。

「的中ゴールド・ヒツト！」

　背後から、エミリの声が聞こえた。

　心の中でエミリと京香の無事を祈りながら、龍斗はアイリスと肩を並べ走る。

　途中何度も魔物と遭遇したが、ドラゴンほど強力な魔物はいない。攻撃を躱かわしながら、頂上を目指す。

　背後を見ると、数体の魔物が、龍斗とアイリスを追っている。

　しかし、頂上はすぐそこ。

　斜面を駆け上がり、龍斗達が急に平へい坦たんになった地に足を踏み込むと、

「──〈虚無に至る光芒フルンテイング〉」

　透き通る声と共に、こちらに手をかざすヴィオラの姿が見えた。

　反射的に、龍斗は地面に転がるように横に跳ぶ。肌に、ひりつくような震えを感じた。

　後方を見る。龍斗達を追っていた魔物は、跡形もなく、全すべて消失していた。

「……待ちわびたぞ」

　まるで、念願の玩具おもちやを買ってもらった子どものような、無む垢くなヴィオラの笑顔。

「悪くない場所だろう？　傾斜があっては動きづらいと思ってな、魔術で地形を変えた。……これで、気兼ねなく殺し合いが出来るな」

「……その前に、ヴィオラに一つ聞きたい」

　龍斗は立ち上がり、強くベオウルフを握る。

「お前は、戦いを止やめるつもりはないのか？　……俺は、お前を殺したくない」

「……リュート？」

　誰だれかを守るためといえど、誰かを殺すなんてことはしたくない。

　たとえ、相手が人の命を笑いながら奪うような人間でも、だ。

「『光を愛せざる者メフイスト』を廃棄すれば、ヴィオラは現世から消えるだけで終わる。俺は、それだけで十分なんだ」

「……笑わせるな、龍りゆう斗と」

　言いながら、ヴィオラは少しも笑みを見せず、龍斗を睨にらむ。

「ここで貴様らに降伏したら、今まで私が殺した人間はどうなる？　彼らは、誰だれ一人死を望んではいなかっただろうが、私の夢の為ために死んだのだ。ここで命惜しさに敗北を認めれば、彼らの死は、全くの無為になる」

　ヴィオラは、曇りのない瞳ひとみで、龍斗を見つめる。

「何より、戦いを止やめることは、私自身の存在の否定に他ほかならない。……私は、殺し続けるぞ。死に至る、その瞬間まで」

「リュート、安心してください。ヴィオラは、私の手で殺します。あなたに、人を殺した罪は背負わせません」

「……いや、そんなの駄目だ」

　龍斗は、剣先をヴィオラに向ける。

「俺は、ヴィオラを殺す。アイリスと一緒に、前に進むために」

　斬きることが出来るならば、斬る。殺すことが出来るならば、殺す。

　その機会を逃し、アイリスがヴィオラに拘束されれば、龍斗はきっと、一生後悔する。

　だから、もう迷わない。

「一緒に戦ってくれ、アイリス」

「……はい！」

　龍斗は、アイリスと同時に地を蹴ける。その動きは、さながら鏡写しのように、同一。

　たった一足で、二人はヴィオラとの距離を詰めた。アイリスが先手を取り、剣けん閃せんを瞬かせながら、剣を薙なぐ。

　ヴィオラは真上に跳び、回避。落下と同時に、斬ざん首しゆ台の如ごとく、踵かかとを落とす。

　咄とつ嗟さに、龍斗はアイリスを庇かばうように、ヴィオラに背を向けた。

　ヴィオラの踵が、龍斗の背を打つ。呼吸が止まるほどの衝撃。が、大事ない。

　アイリスは剣を構え直し、刺突。ヴィオラは空いた足で龍斗の背を蹴り、アイリスの剣から離れるように跳躍した。だが、アイリスの剣は、ヴィオラの左手首を掠かすめる。

　ヴィオラの手首を伝う、一筋の血。

「……はは。やはり、か」

　距離を離したヴィオラが、楽しげに手首に出来た傷を眺める。

「やはり、龍斗とアイリスの剣は、私の魔力の障壁を貫通するのか。……おもしろい。死の恐怖を感じるのは、英雄であった頃ころのアイリスと相まみえた時以来だ」

　ヴィオラが、毒々しい赤い舌で、鮮血を舐なめる。

「貴様らを侮ったことを、心から詫わびるぞ。貴様らは殺さないつもりだったが、加減すれば私が殺されるな。……持てる力を尽くし、貴様らと死し合あおう」

　ヴィオラが、龍りゆう斗と達に照準を合わせるように、手を突き出す。

　手を中心に展開される、幾何学模様の魔法陣。

「〈窮追せし砲撃バルムンク〉」

　魔法陣から、砲弾にも似た形状の魔力が放たれる。

　龍斗とアイリスは、左右に散り避よける。そのまま、龍斗はヴィオラに突進しようとする。

　その時、魔力の砲弾が、龍斗の方向へ屈折した。

「っ！」

　かろうじて、空で身を反転させ、背中から地面に落ちる。躱かわしきれた。

「無駄だ」

　が、魔力の砲弾は意思を持つようにうねり、真上から龍斗に襲いかかる。

「〈窮追せし砲撃バルムンク〉は対象を捕らえるまで追尾サーチする。貴様の体に風穴を開けるまで、その砲弾は永えい劫ごう、貴様を追うぞ」

　龍斗の体勢は仰向け。回避は間に合わない。

　反射的に、龍斗は粗雑に、ベオウルフを振るう。

　魔力の砲弾を破るなんて、期待していない。魔術は、現象を創つくる力だ。ならば、龍斗を貫くまで、砲弾は追尾という現象を起こし続けるだろう。

　だが、軌道を変えることが出来れば十分。ベオウルフは、魔力の砲弾と衝突し、

　──魔力の砲弾は、雲散霧消した。

「……えっ？」

「リュート！」

　アイリスは龍斗に駆け寄り、手を取り立ち上がらせる。

　間髪を容いれず聞こえてきたのは、歌うような魔姫の声。

「──〈家禽の羈絆ネイリング〉」。

　視線を移すと、ヴィオラの魔法陣から、魔力で編まれた鎖が何本も伸びていた。

　龍斗とアイリスは、それぞれ左右に跳ぶ。が、鎖の数が多い。

　アイリスは両腕を、龍斗は右足を絡からめ捕られた。

「くっ……！」

　アイリスが解こうと、両腕を引く。しかし、鎖は対象を捕らえた時点で固定されるのか、ビクともしない。

　恐らく、現象は、相手の自由を奪う束縛。

「──〈虚無に至る光芒フルンテイング〉」

　ヴィオラが、空いた手をアイリスに向ける。

　それは、あらゆる対象を消却する、暴威の魔術。

「くそ……っ！」

　龍りゆう斗とは、ベオウルフで鎖に刃を立てる。

　切断など出来る訳がない。相手が「相手の自由を奪う束縛」という現象であるならば、物質で対抗出来ると考える方が間違っている。既に、現象は完結しているのだから。

　だが──ベオウルフは、魔力の鎖を、断ち切った。

（──っ!?）

　龍斗の中の仮説が、確信となる。

　同時に、ヴィオラの魔法陣から、魔力が噴流する。

　龍斗は弾はじかれたように、アイリスを守るように立ち塞ふさがる。

「リュートっ!?」

　アイリスの、動揺に満ちた声。

　無理もない。相手は、あらゆる物質を消却する魔力の奔ほん流りゆう。現実に存在するもので防ぐ術すべなど、有るはずがない。

　そう、現実に存在するものならば。

「俺を信じろ、アイリス」

　龍斗は、魔力の奔流を真正面に捉とらえながら、呟つぶやく。

「俺が、アイリスとの約束を破ったことなんてないだろ？　……だから、絶対に死なない」

　ベオウルフを強く握り、袈け裟さ懸がけに構える。

　そして、覚悟を決めたように深く息を吸い、ベオウルフを斬きり下ろし、

　──魔力の奔流を、分断させた。

「えっ……？」

　背後から聞こえる、気の抜けたアイリスの声。

　当然だ。起こるべき現象を、否定しているのだから。

　だが、完全に斬ることは出来ない。魔力の純粋な圧力に、押されているのだ。

　腕が激しく震えるほどの衝撃。龍斗は、その震えを殺すように、

「──あああああああああ！」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に、斬り下ろした。

　魔力は、天地に消える。

　間も置かず、龍斗はアイリスを束縛する鎖を、ベオウルフで断つ。

「……そういえば、さっきからヴィオラは、アイリスから受けた傷を治さないよな」

　わずかに、ヴィオラの眉まゆが動いた。

「あらゆる現象を起こすことが出来る魔術なら、自分の体を癒いやすことくらい、造作もないはずだ。じゃあ、どうして魔術で傷を塞ふさがないのか」

　龍りゆう斗とは、顔を引き締めたまま、言い放つ。

「ヴィオラは、アイリスから受けた傷を治さないんじゃない。治せないんだ」

　考えてみれば、当然の帰結なのだ。

　万物による影響を受けない障壁を、貫通する。それは証明されたが、結果に過ぎない。元を辿たどれば、そこには理由があるはず。

　どうして、対象を捕らえるまで追尾サーチする現象を、霧散させることが出来るのか。

　どうして、束縛するという現象を、壊すことが出来たのか。

　それらの事実を基に考えれば、答えは一つ。

「何な故ぜなら、アイリスの剣とベオウルフは、ヴィオラの魔術を無力化する力を持つから」

　だから、確定された事象も、打ち消すことが出来る。

「多分、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の中のアイリスは、この力を使ってヴィオラを傷つけることが出来たんだ。そう考えないと、辻つじ褄つまが合わない」

　背後で、アイリスの息を呑のむ音が聞こえた。

　ヴィオラは、変わらず、無言。

「一つ、ヴィオラに聞きたい。昨日俺が髪を斬きった時から、ヴィオラはそのことに気づいていたはずだ。それなのに黙ってたのは、この力を、恐れていたからか？」

「自惚うぬぼれるな。わざわざ貴様らに教える道理が何ど処こにある。……それに、私には対抗策もある。その程度で、優位に立ったと思うな」

　口の端が裂けたような悪魔的な笑みを浮かべ、ヴィオラは、中空を指す。

　いつからそこにあったのか。虚空には、先程とは比にならない、巨大な魔法陣が描かれていた。

「──〈掃滅の霖雨ストームブリンガー〉」

　呟つぶやきと共に、魔法陣から幾多もの魔力の塊が放たれる。

　その光景は、さながら凶器の流星群。

　龍斗とアイリスは、魔力の塊を弾はじく。地面に落下した魔力の塊は、握にぎり拳こぶしほどの氷柱つららを作る。この一つ一つの魔力の塊は、着弾した対象を凍結させる現象を持つのだ。

　ならば、一発でも喰くらえば、致命傷になりうる。

「くっ……！」

　数が多すぎる。ベオウルフで魔力の塊を打ち消しても、埒らちが明かない。

　アイリスに目配せをすると、彼女はこくりと頷うなずいた。

　言葉など不要。龍斗は剣を下ろし、ヴィオラに突っ込む。

　無防備になった龍斗に、いくつもの魔力の塊が降りしきり──アイリスが隣に並び、幾筋もの剣けん閃せんを瞬かせながら、龍斗を狙ねらう魔力の塊全すべてを霧消させた。

　恐らく、アイリスは長くは持たない。龍りゆう斗とと自分に襲い来る魔力の塊を防いでいるのだ。数秒が限界だろう。

　数秒。──ヴィオラに接近するには、十分すぎる。

　龍斗とアイリスはヴィオラに肉薄し、十字を切るように剣撃。

　ヴィオラは後ろに跳ぶ。だが、その寸前魔法陣を消したため、ほんの数瞬隙すきを生んだ。

　ベオウルフの剣先が、ヴィオラの右腕の肌を斬きった。先程アイリスが負わせた傷よりも、更に深い。

　既に、ヴィオラの顔には笑みも、余裕もない。

（……いける）

　ヴィオラを倒せる。距離を離したヴィオラを見つめながら、龍斗は胸中で呟つぶやいた。

　この戦闘で、龍斗達に有利な要因は、二つある。

　一つは、ヴィオラは魔術による防御が出来ないこと。

　もう一つは、龍斗がアイリスと、二人で戦っていることだ。

　ヴィオラは魔術を除けば、普通の人間だ。だから、本来の実力の半分しかない龍斗とアイリスでも、一撃で命を絶つこともできる。

　その点で言えば、ヴィオラは英雄であった頃ころのアイリスと戦っている時より、苦戦しているはずだ。二人を相手にすることにより、手て数かずが倍になっているのだから。

　龍斗は視線だけで、アイリスを見る。

　龍斗はヴィオラから蹴りを二発喰くらったが、アイリスはヴィオラの攻撃を一度も受けていない。ならば、剣が鈍る道理はなし。

　アイリスが、無傷ならば、次の一撃で決めることが出来る。

　アイリスが、無傷ならば、

　アイリスが、…………、

　──その傷は、何だ？

「……アイリス？」

　いや、傷というのは語弊がある。それは、明快な異常だった。

　アイリスの右腕。ヴィオラに傷を負わせたところと、全く同じ部位。

　剣で傷つけられたような一筋の線から、血のように光の粒子が零こぼれている。

「……えっ？」

　呆ぼう然ぜんとする龍斗に、ようやくアイリスは自身の異変に気づく。

　痛みはないのだろう。今のアイリスの表情には、動揺しかない。

「これは……？」

「……ディケンズが言っていた言葉は、本当だったようだな」

　アイリスの狼ろう狽ばいした呟つぶやきに答えたのは、ヴィオラだった。

　この場で唯一、平然とするヴィオラに、龍りゆう斗とは怪け訝げんな目を向ける。

「龍斗は覚えているだろう。ディケンズが死を望む直前、私とディケンズが言葉を交わしていたことを」

　龍斗が思い出すのは、ショッピングモールに戻った時の光景。

　そういえば、ヴィオラは『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』が廃棄されれば『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』に影響を及ぼすことを知っていた。きっと、その時ディケンズに教えられたのだろう。

　龍斗は、獣が唸うなるような低い声で、ヴィオラに問いかける。

「……お前、何を知っている？」

「『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』と『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』が相互関係にあるのは、今更言うまでもないな。司書の連中は、私の能力アビリテイを殺そごうと躍起になっていたようだが……こうは、考えなかったか？」

　冷めた眼まな差ざしで、ヴィオラは二の句を継いだ。

「『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』が廃棄されれば、現在の『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』はどうなるか」

「……そのまま、じゃないのか？　アイリスは、『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』は無いって仮定されて召喚されたんだ。変わりようなんてないだろ」

「……やはり、貴様は大きな勘違いをしている。それは、契約を交わす時の話だ。契約を結んでいる間ならば、話は異なる」

　龍斗の心臓が、凍りついた。

　ぞわぞわと、虫が体中を這はい回るような、悪寒。

「『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』単体で契約を交わす。これが一度目の異常であり、アイリスは不安定な状態に陥った。そして、アイリスが現世にいる間、『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』が廃棄されるという二度目の異常は……更に、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を蝕むしばむことになる」

　冷静な、ヴィオラの口調。それに反して、龍斗の動どう悸きは、次第に激しさを増していく。そのくせ、頭は錆さびたように鈍っていて、ヴィオラの言葉を受け入れることを拒絶している。

　だって、その言葉は──

「……つまり」

　ヴィオラは、ゆっくりと、

「私が死ねば、龍斗とアイリスの契約は破棄され、……アイリスは、この世から消える」

　死の宣告のように、

　そう、言い放った。

　──アイリスが、この世から消える？

「信じられるか、そんな言葉！　真実である根拠なんて、何ど処こにも─」

　血を吐くような叫び声にも、ヴィオラは表情一つ変えない。

「根拠なら、貴様の目にもはっきり映っているだろう。私の傷と、アイリスの体に刻まれた光の傷きず痕あと。……これが現実だ、龍りゆう斗と」

　龍斗の中で、音がした。

　何か、大切なものが壊れるような。そんな、儚はかない音。

「……出来るなら、私もディケンズの思い違いであって欲しかったがな。葛かつ藤とうを抱えた貴様らと、戦いたくはなかった」

　ぼんやりとした意識の中、ヴィオラの声が、小さく聞こえた。

「だが、これは決して変えられない宿命。ならば、私は変わらず、死力を尽くすのみ。──〈窮追せし砲撃バルムンク〉」

「……っ！」

　我に返ったアイリスが、龍斗に疾はしる魔力の砲弾を、打ち消す。

「先程のヴィオラの言葉は、忘れてください。今は、ヴィオラを倒すことだけに、集中を」

　実戦経験の差だろうか、アイリスは龍斗よりも落ち着いている。

　だが、動揺しているのは明確だ。剣先はわずかに震えているし、頑かたくなに龍斗を見ようとしない。

　アイリスは意を決したように地を蹴けり、魔術を唱えようとしたヴィオラに斬きりかかる。

　しかし、途方もない虚無感が心を蝕むしばみ、龍斗は動くことも出来ない。

　焦点の合わない龍斗の視界に、膝ひざをつくアイリスが映った。対敵である黒いドレスを着た少女は、彼女から距離を離しながら、

「──〈虚無に至る光芒フルンテイング〉」

　こちらに向けて、魔法陣を展開させる。直後、放出される魔力の束。

　避よけなければ。避けて、ヴィオラに肉薄して、刃を向け、

　──ヴィオラを、殺すというのか？

『暴虐の魔姫譚ソーサリス・タイラント』を廃棄すれば、アイリスは消えるのに？

「あ──」

　気づけば、黒色の魔力が、視界を覆っていた。

　龍斗は、その事実を、まるで他ひ人と事ごとのように受け入れ

　──突如、浮遊感に包まれた。

「なにぼーっとしてるのよ、あんたはっ！」

「龍斗さん、しっかりしてください！」

　左右に視線を動かすと、そこには、間近にあるエミリと京きよう香かの横顔。龍斗達の戦況を、確認しに来たのだろうか。

　エミリと京香は着地と同時に、それぞれ肩に担いだ龍斗を下ろす。

　が、龍りゆう斗とは体を支えきれず、その場に崩れ落ちた。

　頭を上げる気力すら、今はない。

「……龍斗？　何で──」

「エミリ、キョウカ」

　すぐ近くから、アイリスの声が聞こえた。

「数分だけ、ヴィオラを足止めしてください。リュートと話がしたいんです」

　エミリが、動揺した声をあげる。

「足止めって、あのヴィオラを相手に──」

「無茶なのは分かっています。でも、今は、エミリとキョウカにしか頼めません。……お願いします」

　頭上から、エミリと京香の、息を呑のむ音が聞こえた。

「……分かったわ。その代わり、三分で戻ってきなさい。その時間だけ、絶対にヴィオラを止めてあげるから。覚悟はいい？　京香」

「それは、戦う覚悟ですか？　それとも、死ぬ覚悟ですか？」

「どっちもよ。もっとも、死ぬ覚悟を決めたって、ほんとに死んだら許さないからね」

「難しいことを言いますね、エミリさんは」

　くすり、と、京香の笑い声が聞こえた。

「……ありがとうございます。エミリ、キョウカ」

　再び、龍斗の体が軽くなり、アイリスが駆ける。

　頭の中を占めるのは、ヴィオラを殺せば、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』が契約破棄されるという事実。

　契約破棄されるのならば、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を契約できる人間を探せば、アイリスと再び会うことは出来る。

　だが、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を契約出来る人間がこの世に何人いるかなど、見当もつかない。

　それに、誰だれかに、アイリスの全すべて委ゆだねるなんて……そんなの、耐えられない。

　少しして、龍斗は樹きに背中を預けるように降ろされた。

「リュート」

　優しく語りかけるような、アイリスの声色。

　それでも、龍斗は頭を上げることが出来ない。

　アイリスの姿を、見たくなかった。流麗な金色の髪も、神秘的な瞳ひとみも、全て。

　アイリスを見れば、それだけ、心が締め付けられるから。

「剣を構えてください。エミリと京香だって、必死でヴィオラと戦っているんです。私達が来るのを、信じながら」

　アイリスの声を耳にしながら、アイリスを現世に留とどめたままヴィオラを倒す方法を、必死で思案する。

　しかし、何一つ、現実的な案が浮かばない。

「ヴィオラを倒せば私は消えるかもしれません。でも、私達が戦わなければ、大勢の人が死ぬんです。……約束してくれたじゃないですか、一緒に戦ってくれるって」

　アイリスの言葉は、どれも正論だ。龍りゆう斗と達がヴィオラを倒すべきであることも、魔物の殺さつ戮りくを止めるためにアイリスを犠牲にしなければならないことも。

　──だからこそ。

「……何で」

　だからこそ、当たり前のように死を受け入れるアイリスが、悔しかった。

「何で、アイリスはそんなことが言えるんだよ……！」

　龍斗は声を搾しぼり出し、言葉をぶつける。

　まるで、ヴィオラに刃を向けようとするアイリスを、責めるように。

「アイリスは、死ぬのが怖くないのかよ。……俺は、すごく怖い。アイリスと一生会えなくなるって思うと、逃げ出したくなるほど怖いんだ」

　死にたくないって、言って欲しかった。

　一緒に戦ってくれなんて、聞きたくなかった。

　だって──これからも、アイリスの傍そばにいることが出来るって、思ってたから。

「……リュートは、私が消えるのを、そんなに悲しんでくれるんですか？」

「……俺はアイリスとやり残したこと、たくさんあるんだ」

　そう呟つぶやく声は掠かすれていて、言葉としてアイリスに届くかすら、龍斗には分からない。

　それでも、必死で、言葉を紡ぐ。

「アイリスと一回しかデートをしてないし、小説だってまだ読んでない。いつか、アイリスに返してもらうって、約束したのに」

　それだけじゃない。アイリスの手料理だって、食べてない料理はたくさんある。

　アイリスとの学園生活の日々だって、数えるくらいしか送ってない。

「だから、俺はアイリスに消えて欲しくない。俺とアイリスじゃないと、ヴィオラは倒せないかもしれないけど……俺は──！」

　不意に、

　龍斗の手が、アイリスの手に包まれた。

「私だって、この世から消えるのは、怖いです。……いえ、リュートと離れてしまうのが、堪たまらなく怖いです」

「だったら──」

　──だったら、どうして、微笑ほほえんでいられるんだ。

「でも、思うんです。エミリも、ユキも、キョウカも見捨てて、リュートと逃げても……きっと、私はそんなリュートを、嫌いになってしまいますから」

　アイリスが、龍りゆう斗との温ぬくもりをより確かに感じるように、ぎゅっと握る。

「ディケンズに脅迫された時も、ヴィオラに挑んだ時も、リュートは私を守ろうとしてくれました。でも、それは多くの人を犠牲にしようとした訳ではありません。誰だれ一人の死も望んでいなかったから、私も、桜さくらヶが丘おかの人達も、助けようとしてくれたんです」

　もう、龍斗はアイリスを見ることを、辛つらいと思わなかった。

　だって、ここでアイリスから逃げたら……アイリスの想おもいも、自分自身の想いも、踏みにじることになる。

「あなたは、私にとって、英雄でした。過去の私のような、機械仕掛けの英雄ではありません。誰かを愛して、その人のために手を差し伸べることが出来る、優しい英雄です」

　英雄。

　それは、龍斗がアイリスと出会ってから、忌避してきた言葉。

　でも、アイリスが龍斗に対して言った英雄とは、きっと違う。

　そうでないと、こんな笑顔を、浮かべられるはずがない。

「そんな英雄だったリュートだからこそ、傍そばにいたいって思えたんです。……私は、断言出来ます。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』で生きた十数年より、あなたと共に過ごしたこの短い歳月の方が、幸せでした」

　アイリスは、龍斗の手を自分の胸に当てる。

　手のひらに沁しみる、アイリスの鼓動。

　それはまるで、アイリスが誰かのための剣ではなく、一人の少女になれたことを、龍斗に伝えるかのよう。

「リュートは、私にいくつもの思い出をくれました。……そして」

　たおやかな指で、龍斗の頬ほおを撫なで、

　──アイリスは、口づけを交わした。

「────」

　龍斗の唇に感じる、柔らかさ。

　今まで経験したことのない激情に、目眩めまいを覚える。

　首筋に触れるアイリスの髪は、くすぐったくて。

　鼻をくすぐる甘い香りに、意識が遠のいていく。

　そして──龍斗の唇から、温もりが消えた。

「これが、リュートとの、最後の思い出です」

　頭はぼんやりしていて、アイリスが、幻影のように朧おぼろにしか見えない。

　それでも、アイリスの頬が薄く染まっていることは、

　紫水晶アメジストのような瞳ひとみが、龍斗を見つめていることは、分かった。













「一緒に戦いましょう、リュート」

　それは、あの夜、あの廃ビルで、

　アイリスと交わした、約束の言葉。

　アイリスを守る──彼女自身を守ることは、龍りゆう斗とには出来ない。

　でも、今、龍斗が守るべきなのは──アイリスが英雄だと言ってくれた、自分自身。

「……ああ」

　龍斗の意識が覚かく醒せいする。

　視覚に映る、景色も、色彩も、全すべて鮮明。

　無論、覚悟に顔を引き締める、アイリスも。

「行こう、アイリス。……最後の、戦いに」




　鬱うつ蒼そうとした森の中を、龍斗とアイリスは駆け抜ける。

　先程の虚むなしさが嘘うそのように、体が軽い。

　腹部の傷は疼うずくが、戦闘に支障なし。

　龍斗とアイリスは、ヴィオラがいる戦場へと辿たどりつく。

　真っ先に目に映ったのは、ヴィオラに白兵戦を挑む、エミリと京きよう香かだった。

　魔術を使わせる余裕を与えず、時間を稼ぐ戦法なのだろう。二人共防戦一方であるにも関かかわらず、距離を取ろうとしない。

　京きよう香かの武装は日本刀であるため、傷を負っているが、未いまだ立ち回っている。

　エミリは、満身創そう痍いだった。弓では不得手な格闘戦を強いられ、全身に痣あざが出来ている。

「こ、の……！」

　エミリが、がむしゃらにヴィオラの腕に組み付く。

　だが、ヴィオラは糸くずでも払うように腕を振る。エミリは天高く、宙を飛んだ。

　エミリはローブとスカートをはためかせながら落下し──寸前、龍りゆう斗とが、エミリを受け止めた。

「大丈夫か、エミリ」

　エミリは、土で汚れた顔で、弱々しく笑う。

「……一分遅刻よ、馬ば鹿か。本気で死ぬかと思ったじゃない」

「……ありがとう。後は、俺とアイリスに任せろ」

　龍斗が優しく、エミリに声をかけると、

「エミリ。あなたとユキに、伝えたい言葉があります」

　真しん摯しな眼まな差ざしで、アイリスはエミリを見つめた。

「今まで、ありがとうございました。あなた達といた日々は、あまりに短かったですが……エミリとユキは、私にとって、かけがえない友です」

「……何よ、それ。それじゃあまるで──」

　その時、京香が龍斗達の許もとに大きく跳んだ。

「キョウカ、エミリをお願いします。早くここから退いてください。ヴィオラがいつ襲ってくるか、分かりません」

「はい。……お二人共、ご武運を」

「待って、京香っ！　アイリス──！」

　京香はエミリを肩に担ぎ、森の中へと消える。

　龍斗とアイリスは、朝焼けの光に染まるヴィオラに、向き直った。

「決心は、ついたのか？」

「そんなの、戦えば分かる」

　心は、静せい謐ひつ。ヴィオラは、決して勝てない相手でないことは、先の戦闘で判明した。

「……最後まで頼むぞ、アイリス」

「無論です。私は、リュートのために……そして、私自身のために、戦いますから」

　ヴィオラが手をかざし、魔法陣を展開させ、

「──〈掃滅の霖雨ストームブリンガー〉」

　龍斗とアイリスは、同時に地を蹴けった。

　魔法陣から、機関銃の如ごとく魔力の塊が乱射される。

　龍りゆう斗ととアイリスは軌道を修正し、躱かわす。

　直後、龍斗の耳に風を切る音が聞こえる。ヴィオラがアイリスに肉薄し、廻まわし蹴げりを放っていた。

「っ！」

　ヴィオラの蹴りはアイリスに直撃し、地面に転がる。宙に舞う、鎧よろいの破片。

　一瞬アイリスに意識が逸それるが、龍斗は再びヴィオラに向かい、ベオウルフを構える。

　ヴィオラが、龍斗に手をかざし、魔力の塊を形成させる。

　このタイミングなら、龍斗の剣が届くのと、ヴィオラの魔術を喰くらうのは同時だろう。

　構わず、龍斗はベオウルフを薙なぐ。

　軽い手て応ごたえ。同時に、ヴィオラの魔力の塊は龍斗の右肩に命中し、爆はぜる。

　龍斗は吹き飛ばされ、地面に体を打つ。

「く、ぅ……！」

　服が焦げる匂においと、疼うずく火傷やけどに、龍斗は苦く悶もんの声をもらす。

　すぐに立ち上がる。重い傷だが、戦えないほどじゃない。

　それに、ヴィオラにも相応の傷を負わせることが出来た。ヴィオラの黒いドレスは一文字に裂け、横腹から血が流れている。

　だが、ヴィオラは毅き然ぜんとして、表情を変えない。

「……大したもんだな。一ひと太た刀ち浴びても、顔色一つ変えないか」

「魔術を扱えなければただの小娘だと、見くびっていたか？　魔姫の名は飾りではない。この程度の痛み、今に至るまでの戦いの中で、幾千と味わってきた」

　ヴィオラが、口の端を吊つり上げる。

「しかし、龍斗もようやくアイリスを殺す覚悟を決めたか」

　龍斗は離れた場所に立つアイリスに視線を移す。ヴィオラに傷を負わせた、横腹の辺り。アイリスの白いドレスの一部分も、肌も、光の粒子と化していた。

　アイリスが、真まっ直すぐな瞳ひとみで、龍斗を見る。

　──分かってる。もう、躊躇ためらわないから。

「それも当然かもしれん。なにせ、アイリスは〈幻想戯曲〉のキャラクターだ。虚構の人間が消えたところで、未練など──」

「勘違いするな。未練なら、押し潰つぶされそうなほど、背負ってる」

　芯しんの通った声で、ヴィオラの言葉を、遮る。

　ヴィオラを殺す決意をしようと、アイリスへの恋情は、消えない。

　アイリスと離れたくない想おもいは、未いまだ龍斗の中で燃えている。

「たくさんの人を犠牲にしてでも、アイリスといたい。その気持ちは変わらない。……でも、そんなの、駄目なんだ」

　ここでヴィオラから逃げたら、龍りゆう斗とは自分を嫌いになる。龍斗が、龍斗でなくなる。

　それだけは耐えられない。龍斗が死ぬよりも、アイリスが消えるよりも、ずっと。

「だから、俺は戦う。俺が、俺であるために。……アイリスが愛してくれた、英雄であり続けるために」

　それだけだ。

　それだけのために、龍斗は、ここにいる。

「……英雄、か。私の知っている英雄は、人間を捨てた孤高の英雄だけだった。だが、世界を越えて、新たな英雄と巡り会えるとはな」

　喉のどを鳴らし、魔姫は笑う。

「ならば、最後まで抗あらがってみせろ。英雄らしくな」

　ヴィオラの姿が消え、砂すな埃ぼこりが舞う。

　咄とつ嗟さに、龍斗とアイリスは身構える。ヴィオラが仕掛けようとしているのは、龍斗か、アイリスか。

　龍斗だ。ヴィオラの左ひだり拳こぶしが、眼前に迫る。

　咄嗟に、顔を逸そらす。髪をなびかせるほどの風圧を起こし、拳が頬ほおを掠かすめた。

　回避と共に、足を踏み込み、ベオウルフを斬きりあげようとし、

　龍斗の目に、歪いびつに笑うヴィオラが映った。

　直後、視界の隅、ヴィオラの右手が黒く光る。

　攻め手は、一つではなかった。正せい拳けんと魔術による、二段構え。

　手を止め、横に跳ぶ。躱かわしきれない。刃の形状をした魔力が、龍斗の右手首を抉えぐる。

「がっ……！」

　鮮烈な痛みと共に、血が龍斗の手を濡ぬらす。

　同時に、右手だけで握っていたベオウルフが血で滑り、地に落ちた。

　ベオウルフに左手を伸ばす。と、こちらに手をかざすヴィオラが見えた。

　反射的に、龍斗は跳ぶ。直後、さっきまで龍斗がいた地面が、爆発する。あと数瞬遅ければ、直撃していた。

　しかし、代わりに、ベオウルフが爆風に吹き飛ばされ、数メートル先の地面に突き刺さった。

「リュートっ！」

　武器を失った龍斗を庇かばうため、アイリスが正面に立つ。

　その時、ヴィオラの手から、強烈な光が瞬いた。閃せん光こうという現象を引き起こす魔術だ。

「一つ、教えてやろう。私の魔石は無尽蔵の魔力を秘めているが、一度に供給する魔力の量には限度がある」

　白に染まった視界のなか、ヴィオラの声が聞こえた。

「故ゆえに──これは魔石ではなく、私の全すべての魔力を出し切った魔術だ」

　だが、怯ひるんだのは一瞬。視界が安定する。

　真っ先に龍りゆう斗との目に飛び込んだのは、遠く離れた魔姫の姿。

　左手で魔石を粉々に砕き、右手で魔法陣を展開させるヴィオラだった。

「──虚無に至る光芒フルンテイング」

　魔法陣から放たれる、魔力の奔ほん流りゆう。

　今までのどの魔術よりも迅はやく、巨大。

　ヴィオラを慄おののくように空気は震え、

　轟ごう、と、空に鳴り響く。

　直感的に判断する。避よけられない。地を駆けようが、跳ぼうが、アイリス諸もろ共とも、魔力に呑のみ込まれる。

　故に、アイリスは、

「────っ！」

　真っ向から、受けた。

　両手で柄つかを握り、暴力的な魔力に、剣を振り下ろす。

　魔力と刃が、衝突した。

　魔力は左右に断たれ、森林を削り取るように、消える。

　だが、激しく押し寄せる魔力は、アイリスの力を凌りよう駕がしていた。アイリスは魔力を受けた体勢のまま、徐々に体を押されていく。

「私が耐えている間に、リュートはヴィオラを……！」

　苦しげな声で、背中越しにアイリスが話しかける。

　ベオウルフを回収し、ヴィオラに斬きりかかる、その数秒。果たして、アイリスは耐えきることが出来るか。

　無理だ。アイリスの腕は、いつ剣が吹き飛ばされてもおかしくないほど、震えているというのに。

　まばたきをした、その刹せつ那な、アイリスは消えてしまうかもしれないのに──

「リュート……？」

　そう思うのと、龍斗がアイリスの剣の柄を両手で握るのは、同時だった。

　龍斗が加勢したことにより、アイリスの腕の震えが、小さくなる。

　だが、魔力と拮きつ抗こうするのが精一杯で、前へ進むことは出来ない。

　先程龍斗が防いだ魔術とは、桁けた違いの重圧。

「……リュート──」

　アイリスが、龍斗に語りかける。

　今までのアイリスなら、何と言うだろう。

　私に構わず逃げてください、か。

　それとも、リュートに死んで欲しくありません、か。

「──お願いします。最後まで、一緒に」

　それは、孤高の英雄ならば、絶対に口にしない言葉。

　龍りゆう斗とが愛したアイリスだからこそ、言える言葉だった。

「……当たり前だ。俺達はずっと、そうしてきたんだから」

　本来ならば、この膨大な魔力の奔ほん流りゆうを断つなど、不可能な芸当だ。

　龍斗の力が加わったからといって、塞せき止めるのが限界。

　だが、実際に魔力を受け止めて分かったことだが……微々ながらも、魔力の圧力は、変動している。わずかに、だが確実に、勢いが弱まる瞬間があるのだ。

　ならば、その一瞬に、龍斗とアイリスが力を重ねることが出来れば、断ち斬きることが出来るかもしれない。

　しかし、それこそが、常人には生涯辿たどり着けない境地。

　二人が力を合わせたからといって、足し算にように単純に、剣の破壊力が増幅される訳ではない。

　イメージする剣筋。気を放つ呼吸。魔力が弱まる一瞬を感じ取る反応速度。渾こん身しんの力を引き出す運動効率。

　それらに一つでも、ラグが生じれば成立しない、奇跡。

　そんなものを成せる人間が、この世に存在するはずがない。

　──ここにいる、龍斗とアイリスを除けば。

　可能なのだ。龍斗と、アイリスならば。

『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の能力アビリテイにより、身体能力と戦略的思考が同調シンクロし……互いの想おもいも重なった、二人ならば。

　故に、言葉を交わすのも無用。アイリスは既に、龍斗の意図を、把握している。

　それは、この世界で、二人にしか出来ないこと。

　龍斗とアイリスだからこそ、出来ること。

「─────っ！」

　鋭敏化した全神経が、魔力が弱まる刹せつ那なを知る。

　瞬間、龍斗とアイリスは同時に踏み込み、魔力を斬る。

　速度が乗った剣は、止まらない。剣けん閃せんを残し、魔力の奔流を裂きながら、突き進む。

　魔力の重圧が、龍斗とアイリスの肩を圧す。激流の如ごとく。瀑ばく布ふの如く。

　それでも、前へ、前へ。

　そして──漆黒に塗りつぶされた、視界が明けた。

　龍斗の目に映るのは、魔法陣を描く、ヴィオラ。

　龍りゆう斗ととアイリスの想おもいは、同じ。

　故に、もう躊躇ためらいなどはなく、

『──はああああああああっ！』

　龍斗とアイリスは、ヴィオラに剣を振り下ろした。




　気づけば、もう朝日は昇っていた。

　淡い木漏れ日が、立ち続けるヴィオラを包む。

　ヴィオラには傷きず痕あとも、鮮血もない。龍斗とアイリスの一刀は致命傷に至り、ヴィオラの体は光の粒子に消えつつあるからだ。

「……良い、死し合あいだった」

　ヴィオラが、笑いながら、青空を仰ぐ。

　その笑顔は、龍斗が知るなかで唯一、穏やかな笑みだった。

「孤高の英雄と刺し違えた私が、英雄になった少年と、英雄を捨てた少女に敗北するか。……散りざまとしては、悪くはないな」

　ヴィオラは、現世から消える、その瞬間、龍斗達に顔を向けた。

　そのヴィオラの表情に、龍斗は少しの間、呆ぼう然ぜんとする。

　これは、龍斗の錯覚かもしれないけど、

　……ヴィオラは、自分達に、微笑ほほえんでいるように見えた。

「……リュート」

　隣から、耳元で囁ささやくような、アイリスの優しい声色。

　龍斗は、アイリスをそっと振り向く。

　アイリスの胸に刻まれた、大きな一筋の光の傷痕。

　蝕むしばむように、足から、光の粒子となり散っていく。

　それでも、アイリスは、微笑んでいた。

　それは、何度も見慣れた、アイリスの笑顔。

「……アイリス」

　これで、良かったんだ。

　これで、良かったはずなのに。

　──どうして、こんなに、視界が霞かすむんだろう。

　龍斗は目を拭ぬぐい、瞳ひとみに、記憶に、アイリスの最後の姿を焼き付けようとする。

　でも、言葉は何も出てこなかった。

　言いたい言葉なんて、たくさんある。

　だけど、どれを最後の言葉にするかなんて、選べなくて──

「……リュートは、私の笑顔が、好きだと言ってくれました」

　アイリスの、優しい微笑ほほえみ。

「でも……今は、泣いてもいいですか？」

　その頬ほおに、涙が伝った。

　アイリスは、泣き顔になりながら、龍りゆう斗とを見つめる。

「リュート。私は、あなたが好きです。リュートと、離れたくありません」

　昨夜と同じ、アイリスの嗚お咽えつ交じりの言葉。

　あの時は愛いとしいと思えたアイリスの泣き顔が、今はすごく悲しくて、

　──龍斗は、アイリスを抱きしめた。

「────」

　言葉にならない、アイリスの声。

　手のひらにも、胸にも伝わる、アイリスの柔らかさ。

　それは、今まで何度も龍斗が抱いたぬくもりで。

　だからこそ、こんなにも胸が苦しくて。

　だけど、強く、それでも優しく、アイリスを抱擁する。

「俺も、アイリスのことが、好きだ」

　声が震えているのが、自分でも分かる。

　それでも良かった。無言のまま別れるなんて、寂しすぎるから。

　最後の言葉なんて、龍斗には選ぶことは出来ない。

　だから、

「アイリスは、俺が初めて好きになった女の子で、いつまでも一緒にいたいと思った女の子で……」

　──胸の奥からあふれる想おもいを、そのまま口にする。

「──アイリスのこと、忘れないから」

「……私も、リュートと同じ想いです」

　アイリスが、龍斗を包むように、背中に手を回す。

　嗚咽は、もう聞こえない。

　きっと、アイリスは、笑っているんだろう。あの、龍斗が好きな笑顔で。

　それでも、龍斗はアイリスから離れることが出来ない。アイリスの微笑みを見ることが出来ない。

　離れれば、もう二度とアイリスに触れられない。そう思えたから。

　──そして、




「……さようなら、リュート」




　温かさも、柔らかさも、全すべてが消えた。

　龍りゆう斗とは虚空を抱いたまま、膝ひざをつく。

「……龍斗」

　背後から、エミリの声がした。

「……京きよう香かに、聞きたいことがある」

　背後にいるであろう京香を振り向かず、龍斗は問いかける。

「俺が『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』と契約出来たのは、偶然か？」

「……多分、違います。龍斗さんと、そしてディケンズが〈古典クラシカル〉と契約出来たのは……恐らく、〈古典クラシカル〉を作った魔術師の血族だからです」

　以前エミリは言っていた。〈幻想戯曲〉と契約出来る素質は、子孫に遺伝する、と。

「……でも、俺の両親は、どっちも日本人だ」

「〈古典クラシカル〉が作られたのは、数百年も前のことです。ですから、龍斗さんの家系が、外国人である魔術師の身体的特徴が表れないほど、日本人の子孫を残してきたのなら……有り得ない話じゃ、ありません」

　龍斗には、〈古典クラシカル〉を作った魔術師の身体的特徴は、遺伝しなかった。

　しかし、魔術師としての血は、わずかに、しかし確実に、受け継がれていた。

「……そうか」

　手のひらに残る、アイリスの感触。

　そのぬくもりを刻み込むように、龍斗は固く、手を握る。

「エミリ、京香。二人に、頼みたいことがある」

　京香の肩を借りるエミリを、振り返る。

　その胸に、確固たる決意を秘めて。






エピローグ






　白い、闇やみの中にいた。

　空に浮遊しているような、あるいは水に揺蕩たゆたうような、不思議な感覚。

　意識は明めい晰せき。しかし、五感は機能していないのか、何も感じられない。

　その意識に直接響くように、何ど処こからか情報が、津波のように流れてくる。





　文化水準の同期──二〇二〇年の先進国

　言語の統一──日本語

　断章フラグメント──不明

　能力アビリテイ──不明

　現世への継承──肉体、記憶、共に契約破棄寸前の状態ステータス





　──嗚あ呼あ、覚えがある。

　夢ゆめ現うつつのような感覚。情報が刻み込まれる過程。

　これは、確か──




〈幻想戯曲〉の題名──『少女騎士の現代譚』




　気がつけば、少女はそこにいた。

　目に映るのは、いくつも列を成す本棚。その一つ一つに、膨大な数の本が収まっている。

　少女は、自身の存在を確認するように、視線を、体を動かす。

　白い肌。金色の髪。色鮮やかなドレス。

　体は、ちゃんとある。五感だって、はっきりしていた。

　故ゆえに、背後にいる人の気配も、感じ取れていた。

「……一つ、聞かせてください」

　少女は、振り向きもせず、背後の人物に語りかける。

　振り返る必要なんて、なかった。

　そこにいるのが誰だれかなんて、もう分かっているんだから。

「私は、確かに一度、現世からも、生まれた世界からも消えたはずです。それなのに、何な故ぜ、ここにいるのですか？」

「……あの戦いが終わった後、知ったんだ。俺には、〈古典クラシカル〉を作った魔術師の血が流れてるって」

　返ってきたのは、男性の声。

　大人びた声だった。年齢は、恐らく、二十代前半くらいだろう。

　それでも、その声に、少女は聞き覚えがあった。

「だから、考えたんだ。俺は〈古典クラシカル〉を作る天才にはなれないかもしれないけど……〈幻想戯曲〉を作る魔術師くらいの、資質はあるんじゃないかって」

「……しかし、〈幻想戯曲〉を作るには、〈古典クラシカル〉が必要なはずです」

「ああ。だから、エミリに頼んだんだ。ウォレス図書館には、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』は戦闘の途中で廃棄されたことにしてくれって」

　エミリという名前に、少女は奇妙な酩めい酊てい感を覚える。

　懐かしいような、それでいて少し前にも聞いたことあるような、不思議な響き。

「『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』とは契約出来ないけど、それでも〈古典クラシカル〉だ。もしかしたら、何か手がかりになるかもしれないって、思ってさ」

　男性は、優しく語りかけるように、言葉を紡ぐ。

「俺さ、〈幻想戯曲〉を作る方法を研究するために、幻想司書になったんだ。エミリと京きよう香かにも協力してもらって、禁書扱いを受けてるような文献も、こっそり借りたりしてさ。……七年かかったけど、ようやく、完成したんだ」

　七年。口にすれば一言だが、きっとその年月は、血の滲にじむような日々だったはずだ。

　現代の人間が〈幻想戯曲〉を作った例など、聞いたことがない。

　誰だれ一人として到達出来なかった境地へ、彼は挑んだのだから。

　それを成したのは、〈古典クラシカル〉を作った魔術師の血統。〈幻想戯曲〉に精通する友人の協力。

　そして、執念とも思える、彼の一いち途ずな想おもい。

「独学で完成させたから、多分、普通の〈幻想戯曲〉より不備はあると思う。もしかしたら、騎士としての力は、以前より劣っているかもしれない」

　確かに、断章フラグメントの名も、能力アビリテイの名も、思い出すことは出来ない。

　でも──

「……そんなの、必要ありません」

　戦うための力なんて、いらない。

　もう一度彼に会えた。それだけで良かった。

「……長い、夢を見ていました」

「……どんな夢？」

「とても、温かい夢です。私の傍そばには心を許せる友人がいて、初めて恋をした異性がいて……命を落としかける時もありましたが、きっと、それは幸せな日々でした」

　少女の脳裏をよぎる、いくつもの光景。

　その中には、お菓子対決をする少女がいて。

　その中には、命懸けで助けに来てくれた少女がいて。

　その中には──少女の笑顔を好きと言ってくれた、少年がいた。

「もう一つだけ、教えてください。私は、自分の〈幻想戯曲〉の物語を、知りません。よければ、読み上げてくれませんか？」

「……それって、絶対に読み上げなきゃ駄目か？　自分が書いた物語を、その物語の主人公に話すって、恥ずかしいんだけど」

「それでも、私は聞きたいんです」

「……どうしても？」

「どうしても、です」

　一瞬の沈黙。

　しかし、彼は照れくさそうに咳せき払ばらいをした後、物語を語り始めた。




　むかしむかし……といっても、ほんの数年前のことです。

　あるところに、アイリス・アイネイアスという少女がいました。

　アイリスは年端もいかない少女でしたが、普通の女の子とは違います。彼女は孤高の英雄として、ある少年の前に、召喚されました。

　アイリスは自らを、誰だれかを守るための剣と信じて、疑いませんでした。彼女は感情を殺さなければ、魔物を討ち倒す英雄になれなかったのです。

　しかし、少年は、そんなアイリスを受け入れることが出来ませんでした。

　アイリスは、マスターを守るための剣になると言いましたが……少年の知っているアイリスは、笑うのです。

　少年のために、慣れない料理を作ったり、

　少年が買ったワンピースを着て、照れたり、

　少年は、英雄である彼女よりも、そんな女の子らしいアイリスの方が好きで──




　そこで、彼は不意に言葉を止めた。

　少女──アイリスが、堰せきを切ったように、泣いたからだ。

「エミリと由ゆ紀きも、アイリスに会うの、楽しみにしてるんだ。二人共、すっかり大人っぽくなってさ。きっと、アイリスは驚くよ」

　大人になった、エミリと由紀の姿。

　アイリスは、うまく思い浮かべることが出来ない。

　だからこそ、会いたかった。たくさん、話をしたかった。

「七年もアイリスと離れ離れだったけど、思い出なんてこれからも作れる。だって、この〈幻想戯曲〉には過去の物語しかないけど……未来の物語は、これから描けるだろ？」

「……はい」

　そして──アイリスは、振り返る。

　そこにいたのは、アイリスが知る少年よりも、少しだけ大人っぽくなった青年。

　でも、アイリスが愛した少年の面影が残っていて、

　アイリスは、彼が好きな笑顔を、精一杯浮かべた。

「約束、しましたから。私は、ずっとリュートと一緒にいると」

　──龍りゆう斗ととアイリスの現代譚カレントテイルは、続く。













あとがき







　お久しぶりです、弥や生よい志し郎ろうです。

　本文を読んでこの文章を読んでくれたあなた。最後の一文まで読んで頂き、感謝の言葉もありません。

　真っ先にこのページを探したあなた。小説の内容を読んで、もう一度このあとがきに目を通してくれれば、僕は飛び跳ねるほど喜びます。

　何てったって、泣いても笑っても、これでカレントテイルが終わるんですから。




　この作品の最後のあとがきです。

　今シリーズ通しての一年間の思い出だとか、龍りゆう斗とやアイリスといったキャラクターへの想おもいだとか、そんなしっかりしたあとがきを書きたいなーなんて思ってるんですが、いかんせん無理そうです。

　というのも、このあとがきの締め切りの秒読みが既に始まっていて、考える時間もないからです。まさかあとがきの締め切りにまでひいひい言わされるなんて思わなかったよ！

　それでも、率直にありのままの僕の気持ちを書くなら……「よく一年間もシリーズを書いたなあ」という感慨です。

　ご存じの方もいるとは思いますが、僕のデビュー作は単巻です（知らない人は読んでね！　著者プロフィールのとこに詳しく書いてあるから！）。

　だから、一年間も同じ設定、同じ世界観、同じキャラクターの作品を書くなんて初めてのことです。特に、ずっと同じキャラクターを書き続けていると、段々とそのキャラクターを身近に感じられる……これが、一番新鮮でした。

　龍斗も、アイリスも、エミリも、由ゆ紀きも、最初僕が思い描いていたキャラクター像を、意図せず越えていく。今まで、味わったことのない体験でした。

　だから、そんなキャラクター達の想いが少しでもあなたに伝われば、作家冥みよう利りに尽きるってもんです。




　遅ればせながら、謝辞の方を。

　担当の池いけ本もとさん。思えばシリーズを始めてから一年、最も喜びも苦しみも分け合った相手でした。池本さんがいなければ、きっとここまで来られなかったでしょう。本当にありがとうございました。

　イラストレーターの基もと井いあゆむさん。毎巻、新キャラのキャラデザや挿絵のラフが届く度にデスクトップの前でにやにやしていました。基井さんと共に同じ仕事が出来たことを、幸せに思います。

　出版や販売に関かかわってくださった全すべての人。もし、誰だれか一人でも欠けていたら、この本が書店に並ぶことはありませんでした。

　最後に、読者の皆さま。

　この本を手に取っているということは、恐らく、一巻から読んでくださっている方ばかりでしょう。この世界に、最初から最後まで、僕の作品に付き合ってくれた人がいる。これほど喜ばしいことはありません。

　これからも、精進していきたいと思います。もしよろしければ、その時も、僕に付き合ってください。

　では、これにて。また何ど処こかで出会えることを、心から願っています。





２０１３年10月　弥生志郎



















　著者

　弥生志郎（やよい・しろう）

　　最近、数少ない友達が出来ました。……と言っても、近所の猫なんですが。出会った頃は素っ気なかったのですが、ようやく指を舐めてくれるくらいには打ち解けてくれました。次会ったら頭を撫でてやろうと思います。
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　　って思ってたタブレットに手を出してがっつりはまる。
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